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HIGOコースの授業科目、単位数及び履修方法（医学教育部）

HIGOプログラム基礎コース

必修 選択

HIGO生体構造学Ⅰ 1

HIGO生体構造学Ⅱ 1

HIGO生体機能学Ⅰ 1

HIGO生体機能学Ⅱ 1

HIGO生命倫理学 1

HIGO臨床病理学 1

HIGO社会医学総論 2

HIGO医療情報・倫理学理論 2

HIGO生体分子情報学理論 2

HIGO細胞機能制御学理論 2

HIGO造血免疫制御学理論 2

HIGO感染病態制御学理論 2

HIGO神経情報科学理論 2

HIGO神経機能科学理論 2

HIGO発生再生医学理論 2

HIGO先端診断医学理論 2

HIGO先端治療医学理論 2

HIGO代謝循環制御学理論 2

HIGO発達生育医学理論 2

HIGO腫瘍先端医学理論Ⅰ 2

HIGO腫瘍先端医学理論Ⅱ 2

HIGO機能再建医学理論 2

HIGOがん治療学理論 2

HIGO緩和ケア学理論 2

HIGO臨床研究理論 2

HIGO有機化学特論 1

HIGO物性化学特論 1

HIGO医薬品学特論 1

HIGO薬物動態学特論 1

HIGO生体機能学特論 1

HIGO臨床薬学特論 1

HIGO薬物送達学特論 1

HIGO先端医療学特論 1

HIGO創薬学特論 1

HIGO薬学生化学特論 1

HIGO有機合成学特論 1

HIGO天然物化学特論 1

HIGO病態遺伝子解析学特論 1

HIGO臓器形成学特論 1

HIGO社会文化科学総論 2 社会文化科学研究科開講

HIGO行政セミナーⅠ 1

HIGO企業セミナーⅠ 2

HIGO中国語講座Ⅰ 1

HIGO英語講座Ⅰ 1

HIGO日本語講座Ⅰ 1

HIGO特別実習Ⅰ 2

HIGOリーダーシップトレーニング講座 1

HIGO行政インターンシップⅠ 1

HIGO企業インターンシップⅠ 1

HIGO海外インターンシップⅠ 1

HIGO最先端研究プロジェクトⅠ 8

※母国語以外の言語で実施される授業科目の単位を修得しなければならない。

履修方法

4単位以上

備考

4単位以上

2単位以上※

単位数
授業科目

共通開講

3単位以上

医学教育部開講

薬学教育部開講
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HIGOプログラム専門コース

必修 選択

1

2

1

1

1

1

1

1

1

HIGO公共政策演習Ⅰ 2

HIGO公共政策演習Ⅱ 2

HIGO技術マネジメント演習Ⅰ 2

HIGO技術マネジメント演習Ⅱ 2

HIGO異文化コミュニケーション演習Ⅰ 2

HIGO異文化コミュニケーション演習Ⅱ 2

2

6

10

※1　母国語以外の言語で実施される授業科目の単位を修得しなければならない。

HIGO研究プレゼンテーション

HIGO社会文化科学課題演習

HIGO最先端研究セミナーⅡ

HIGO最先端研究プロジェクトⅡ

キ
ャ

リ

ア

ビ

ジ
ョ

ン

開

発

コ
ー

ス

HIGO中国語講座Ⅱ

HIGO英語講座Ⅱ

HIGO日本語講座Ⅱ

HIGO行政インターンシップⅡ

HIGO企業インターンシップⅡ

HIGO海外インターンシップⅡ

単位数
履修方法

3単位以上

4単位以上

共通開講

2単位以上※1

授業科目

HIGO行政セミナーⅡ

HIGO企業セミナーⅡ

備考
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HIGOプログラム4年コース

必修 選択

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2 社会文化科学研究科開講

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

HIGO企業インターンシップ

HIGO海外インターンシップ

HIGO研究プレゼンテーション

HIGO行政セミナー

HIGO企業セミナー

HIGO中国語講座

HIGO英語講座

HIGO日本語講座

HIGO行政インターンシップ

HIGO医療薬科学特論

HIGO医薬品治験開発特論

HIGO専門薬剤師特論

HIGOトランスレーショナル基礎講座

HIGO社会文化科学総論

HIGO特別実習

HIGO天然物化学特論

HIGO病態遺伝子解析学特論

HIGO臓器形成学特論

HIGO医療薬学論文研究

HIGO薬剤疫学特論

HIGO医療経営学特論

HIGO臨床薬学特論

HIGO薬物送達学特論

HIGO先端医療学特論

HIGO創薬学特論

HIGO薬学生化学特論

HIGO有機合成学特論

HIGO臨床研究理論

HIGO有機化学特論

HIGO物性化学特論

HIGO医薬品学特論

HIGO薬物動態学特論

HIGO生体機能学特論

HIGO発達生育医学理論

HIGO腫瘍先端医学理論Ⅰ

HIGO腫瘍先端医学理論Ⅱ

HIGO機能再建医学理論

HIGOがん治療学理論

HIGO緩和ケア学理論

HIGO神経情報科学理論

HIGO神経機能科学理論

HIGO発生再生医学理論

HIGO先端診断医学理論

HIGO先端治療医学理論

HIGO代謝循環制御学理論

HIGO環境社会医学理論

HIGO医療情報・倫理学理論

HIGO生体分子情報学理論

HIGO細胞機能制御学理論

HIGO造血免疫制御学理論

HIGO感染病態制御学理論

授業科目

3単位以上

1単位以上※2

3単位以上※1

共通開講

単位数

薬学教育部開講

履修方法 備考

医学教育部開講

-#-
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HIGO公共政策演習Ⅰ 2

HIGO公共政策演習Ⅱ 2

HIGO技術マネジメント演習Ⅰ 2

HIGO技術マネジメント演習Ⅱ 2

HIGO異文化コミュニケーション演習Ⅰ 2

HIGO異文化コミュニケーション演習Ⅱ 2

2

1

2

10

※2　母国語以外の言語で実施される授業科目の単位を修得しなければならない。

HIGO社会文化科学課題演習

HIGO最先端研究セミナー

HIGO最先端研究プロジェクト

キ
ャ

リ

ア

ビ

ジ
ョ

ン

開

発

コ
ー

ス

HIGOリーダーシップトレーニング講座

4単位以上

共通開講

※1　医学教育部において開講される授業科目から1単位以上、薬学教育部において開講される授業科目から1単位以
上修得しなければならない。

-#-
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HIGOコースの授業科目、単位数及び履修方法（薬学教育部）

HIGOプログラム基礎コース

必修 選択必修

HIGO有機化学特論 1
HIGO物性化学特論 1
HIGO医薬品学特論 1
HIGO薬物動態学特論 1
HIGO生体機能学特論 1
HIGO臨床薬学特論 1
HIGO薬物送達学特論 1
HIGO先端医療学特論 1
HIGO創薬学特論 1
HIGO薬学生化学特論 1
HIGO有機合成学特論 1
HIGO天然物化学特論 1
HIGO病態遺伝子解析学特論 1
HIGO臓器形成学特論 1
HIGO生体構造学Ⅰ 1
HIGO生体構造学Ⅱ 1
HIGO生体機能学Ⅰ 1
HIGO生体機能学Ⅱ 1
HIGO生命倫理学 1
HIGO臨床病理学 1
HIGO社会医学総論 2
HIGO医療情報・倫理学理論 2
HIGO生体分子情報学理論 2
HIGO細胞機能制御学理論 2
HIGO造血免疫制御学理論 2
HIGO感染病態制御学理論 2
HIGO神経情報科学理論 2
HIGO神経機能科学理論 2
HIGO発生再生医学理論 2
HIGO先端診断医学理論 2
HIGO先端治療医学理論 2
HIGO代謝循環制御学理論 2
HIGO発達生育医学理論 2
HIGO腫瘍先端医学理論Ⅰ 2
HIGO腫瘍先端医学理論Ⅱ 2
HIGO機能再建医学理論 2
HIGOがん治療学理論 2
HIGO緩和ケア学理論 2
HIGO臨床研究理論 2
HIGO社会文化科学総論 2 社会文化科学研究科開講
HIGO行政セミナーⅠ 1
HIGO企業セミナーⅠ 2
HIGO中国語講座Ⅰ 1
HIGO英語講座Ⅰ 1
HIGO日本語講座Ⅰ 1
HIGO特別実習Ⅰ 2
HIGOリーダーシップトレーニング講座 1
HIGO行政インターンシップⅠ 1
HIGO企業インターンシップⅠ 1
HIGO海外インターンシップⅠ 1
HIGO最先端研究プロジェクトⅠ 8

※母国語以外の言語で実施される授業科目の単位を修得しなければならない。

4単位以上 医学教育部開講

共通開講

2単位以上※

授業科目
単位数

履修方法 備考

薬学教育部開講

4単位以上

-#-
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HIGOプログラム専門コース

必修 選択必修

1

2

1

1

1

1

1

1

1

HIGO公共政策演習Ⅰ 2

HIGO公共政策演習Ⅱ 2

HIGO技術マネジメント演習Ⅰ 2

HIGO技術マネジメント演習Ⅱ 2

HIGO異文化コミュニケーション演習Ⅰ 2

HIGO異文化コミュニケーション演習Ⅱ 2

2

6

10
※1　母国語以外の言語で実施される授業科目の単位を修得しなければならない。

HIGO最先端研究セミナーⅡ

キ
ャ

リ
ア
ビ
ジ
ョ

ン
開
発
コ
ー

ス

HIGO企業インターンシップⅡ

HIGO海外インターンシップⅡ

HIGO研究プレゼンテーション

HIGO社会文化科学課題演習

単位数
履修方法 備考

共通開講

2単位以上※1

3単位以上

4単位以上

授業科目

HIGO行政セミナーⅡ

HIGO企業セミナーⅡ

HIGO中国語講座Ⅱ

HIGO英語講座Ⅱ

HIGO日本語講座Ⅱ

HIGO行政インターンシップⅡ

HIGO最先端研究プロジェクトⅡ

-#-

-12-



HIGOプログラム4年コース

必修 選択必修
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2 社会文化科学研究科開講

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

HIGO公共政策演習Ⅰ 2

HIGO公共政策演習Ⅱ 2

HIGO技術マネジメント演習Ⅰ 2

HIGO技術マネジメント演習Ⅱ 2

HIGO異文化コミュニケーション演習Ⅰ 2

HIGO異文化コミュニケーション演習Ⅱ 2

2

1

2

10
※1　医学教育部において開講される授業科目から1単位以上、薬学教育部において開講される授業科目から1単位以上修得しなければならない。

※2　母国語以外の言語で実施される授業科目の単位を修得しなければならない。

HIGO最先端研究セミナー

HIGO最先端研究プロジェクト

キ
ャ

リ
ア
ビ
ジ
ョ

ン
開
発
コ
ー

ス

HIGO日本語講座

HIGO行政インターンシップ

HIGO企業インターンシップ

HIGO海外インターンシップ

HIGO研究プレゼンテーション

HIGOリーダーシップトレーニング講座

HIGO行政セミナー

HIGO企業セミナー

HIGO中国語講座

HIGO英語講座

HIGO社会文化科学課題演習

HIGOがん治療学理論

HIGO緩和ケア学理論

HIGO臨床研究理論

HIGO社会文化科学総論

HIGO特別実習

HIGO代謝循環制御学理論

HIGO発達生育医学理論

HIGO腫瘍先端医学理論Ⅰ

HIGO腫瘍先端医学理論Ⅱ

HIGO機能再建医学理論

HIGO神経情報科学理論

HIGO神経機能科学理論

HIGO発生再生医学理論

HIGO先端診断医学理論

HIGO先端治療医学理論

HIGO医療情報・倫理学理論

HIGO生体分子情報学理論

HIGO細胞機能制御学理論

HIGO造血免疫制御学理論

HIGO感染病態制御学理論

授業科目

HIGO医療薬学論文研究

HIGO薬剤疫学特論

HIGO医療経営学特論

HIGO医療薬科学特論

履修方法
単位数

科目区分

5単位以上※1

1単位以上※2

3単位以上

4単位以上

※3　HIGO公共政策演習I、HIGO公共政策演習Ⅱ及びHIGO公共政策演習Ⅲ、HIGO技術マネジメント演習I、HIGO技術マネジメ
ント演習Ⅱ及びHIGO技術マネジメント演習Ⅲ又はHIGO異文化コミュニケーション演習I、HIGO異文化コミュニケーション演
習Ⅱ及びHIGO異文化コミュニケーション演習Ⅲのいずれかの単位を修得しなければならない。

薬学教育部開講

医学教育部開講

共通開講

HIGO医薬品治験開発特論

HIGO専門薬剤師特論

HIGOトランスレーショナル基礎講座

HIGO生体構造学Ⅰ

HIGO生体構造学Ⅱ

HIGO生体機能学Ⅰ

HIGO生体機能学Ⅱ

HIGO生命倫理学

HIGO臨床病理学

HIGO社会医学総論

-#-
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大学院医学教育部（修士課程）履修届 
（HIGO プログラム基礎コース） 

 
令和  年  月  日 

熊本大学大学院医学教育部長 殿 
令和  年度入学 学籍番号         

氏名：               
メールアドレス（必須） 
                  

下記の授業科目を履修したいので許可願います。 
記 

 

分野名  
指導教員名 ㊞ 

コース名 基礎コース 
 
【必修科目】 

授 業 科 目 名 単位数 履修年次 担当教員 備 考 
HIGO 臨床病理学 １ １～２年次   
HIGO 社会医学総論 ２ １～２年次   
HIGO 社会文化科学総論 ２ １～２年次   
HIGO 行政セミナーⅠ １ １～２年次   
HIGO 企業セミナーⅠ ２ １～２年次   
HIGO 特別実習Ⅰ ２ １～２年次   
HIGO ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ講座 １ １～２年次   
HIGO 行政インターンシップⅠ １ １～２年次   
HIGO 企業インターンシップⅠ １ １～２年次   
HIGO 海外インターンシップⅠ １ １～２年次   
HIGO 最先端研究プロジェクトⅠ ８ １～２年次   

合   計 ２２ 
 
【選択科目Ⅰ】HIGO 生体構造学Ⅰ及びⅡ,HIGO 生体機能学Ⅰ及びⅡ,HIGO 生命倫理学から 3 科目 3 単位以上 

授 業 科 目 名 単位数 履修年次 担当教員 備 考 
 １ １～２年次   

 １ １～２年次   

 １ １～２年次   

 １ １～２年次   

合   計  
 
【選択科目Ⅱ】医学教育部開講の理論科目から 2 科目 4 単位以上 

授 業 科 目 名 単位数 履修年次 担当教員 備 考 
 ２ １～２年次   

 ２ １～２年次   

 ２ １～２年次   

合   計  
 

裏面に続く 
 

-#-

-15-



 
【選択科目Ⅲ】薬学教育部開講科目から 4 科目 4 単位以上 

授 業 科 目 名 単位数 履修年次 担当教員 備 考 
 １ １～２年次   

 １ １～２年次   

 １ １～２年次   

 １ １～２年次   

 １ １～２年次   

合   計  
 
【語学選択科目】HIGO 日本語講座Ⅰ、HIGO 英語講座Ⅰ、HIGO 中国語講座Ⅰから２科目 2 単位（母国語以外） 

授 業 科 目 名 単位数 履修年次 担当教員 備 考 
 １ １～２年次   
 １ １～２年次   

合   計 ２ 
 
備考：履修方法は、本履修案内に記載されている授業科目のうちから 35 単位以上を修得しなければな
らない。 
 

-#-
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大学院医学教育部（博士課程）履修届 
（HIGO プログラム専門コース） 

 
令和  年  月  日 

熊本大学大学院医学教育部長 殿 
令和  年度入学 学籍番号         

氏名：               
メールアドレス（必須） 
                  

下記の授業科目を履修したいので許可願います。 
記 

 

分野名  
指導教員名 ㊞ 

コース名 専門コース 
 
【必修科目】 

授 業 科 目 名 単位

数 履修年次 担当教員 備 考 

HIGO 行政セミナーⅡ １ １～４年次   

HIGO 企業セミナーⅡ ２ １～４年次   
HIGO 社会文化科学課題演習 ２ １～４年次   
HIGO 最先端研究セミナーⅡ ６ １～４年次   
HIGO 最先端研究プロジェクトⅡ １０ １～４年次   

合   計 ２１ 
 
【語学選択科目】HIGO 日本語講座Ⅱ、HIGO 英語講座Ⅱ、HIGO 中国語講座Ⅱから２科目 2 単位 

授 業 科 目 名 単位数 履修年次 担当教員 備 考 
 １ １～４年次   
 １ １～４年次   

合   計 ２ 
 
【選択科目Ⅰ】インターンシップ科目及び研究プレゼンテーションより 3 科目 3 単位以上 

授 業 科 目 名 単位数 履修年次 担当教員 備 考 
 １ １～４年次   
 １ １～４年次   
 １ １～４年次   
 １ １～４年次   

合   計  
 
【選択科目Ⅱ】キャリアビジョン開発コースより４単位以上 

授 業 科 目 名 単位数 履修年次 担当教員 備 考 
 ２ １～４年次   

 ２ １～４年次   

 ２ １～４年次   

合   計  
備考：履修方法は、本履修案内に記載されている授業科目のうちから 30 単位以上を修得しなければ
ならない。 
 
【希望する専攻分野（学位）】（以下のうちのいずれかを○で囲んでください）  
  健康生命科学・医学・生命科学 

-#-
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大学院医学教育部（博士課程）履修届 
（HIGO プログラム４年コース）  

令和  年  月  日 
熊本大学大学院医学教育部長 殿 

令和  年度入学 学籍番号         

氏名：               
メールアドレス（必須） 
                  

下記の授業科目を履修したいので許可願います。 

分野名  
指導教員名 ㊞ 

コース名 ４年コース 
 
【必修科目】 

授 業 科 目 名 単位

数 履修年次 担当教員 備 考 

HIGO 環境社会医学理論 ２ １～４年次   

HIGO 社会文化科学総論 ２ １～４年次   

HIGO 特別実習 １ １～４年次   

HIGO 行政セミナー １ １～４年次   
HIGO 企業セミナー １ １～４年次   
HIGO 社会文化科学課題演習 ２ １～４年次   
HIGO ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ講座 １ １～４年次   
HIGO 最先端研究セミナー ２ １～４年次   
HIGO 最先端研究プロジェクト １０ １～４年次   

合   計 ２２ 
 
【語学選択科目】HIGO 日本語講座、HIGO 英語講座、HIGO 中国語講座から１科目１単位以上 

授 業 科 目 名 単位数 履修年次 担当教員 備 考 
 １ １～４年次   
 １ １～４年次   

合   計  
 
【選択科目Ⅰ】インターンシップ科目及び研究プレゼンテーションより３科目３単位以上 

授 業 科 目 名 単位数 履修年次 担当教員 備 考 
 １ １～４年次   
 １ １～４年次   
 １ １～４年次   
 １ １～４年次   

合   計  
 
【選択科目Ⅱ】キャリアビジョン開発コースより４単位以上 

授 業 科 目 名 単位数 履修年次 担当教員 備 考 
 ２ １～４年次   

 ２ １～４年次   

 ２ １～４年次   

合   計  
裏面に続く 

 

-#-
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【選択科目Ⅲ】医学教育部及び薬学教育部開講の講義科目より合計 3 単位以上 
但し、医学教育部開講科目より 1 単位以上、薬学教育部開講科目より 1 単位以上を選択しなければならない。 

授 業 科 目 名 単位数 履修年次 担当教員 備 考 
  １～４年次   

  １～４年次   

  １～４年次   

  １～４年次   

  １～４年次   

  １～４年次   

合   計  
 
備考：履修方法は、本履修案内に記載されている授業科目のうちから 33 単位以上を修得しなければ
ならない。 
 
【希望する専攻分野（学位）】（以下のうちのいずれかを○で囲んでください） 
 
  健康生命科学・医学・生命科学 

-#-
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大学院薬学教育部（博士前期課程）履修届 
（HIGO プログラム基礎コース） 

 
令和  年  月  日 

熊本大学大学院薬学教育部長 殿 
令和  年度入学 学籍番号         

氏名：               
メールアドレス（必須） 
                  

下記の授業科目を履修したいので許可願います。 
記 

分野名  
指導教員名 ㊞ 

コース名 基礎コース 
 
【必修科目】 

授 業 科 目 名 単位数 履修年次 担当教員 備 考 
HIGO 有機化学特論 １ １～２年次   
HIGO 物性化学特論 １ １～２年次   
HIGO 医薬品学特論 １ １～２年次   
HIGO 薬物動態学特論 １ １～２年次   
HIGO 生体機能学特論 １ １～２年次   
HIGO 臨床薬学特論 １ １～２年次   
HIGO 社会文化科学総論 ２ １～２年次   
HIGO 行政セミナーⅠ １ １～２年次   
HIGO 企業セミナーⅠ ２ １～２年次   
HIGO 特別実習Ⅰ ２ １～２年次   
HIGO ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ講座 １ １～２年次   
HIGO 行政インターンシップⅠ １ １～２年次   
HIGO 企業インターンシップⅠ １ １～２年次   
HIGO 海外インターンシップⅠ １ １～２年次   
HIGO 最先端研究プロジェクトⅠ ８ １～２年次   

合   計 ２５ 
 
【選択必修科目Ⅰ】薬学教育部開講科目から 4 科目 4 単位以上 

授 業 科 目 名 単位数 履修年次 担当教員 備 考 
 １ １～２年次   

 １ １～２年次   

 １ １～２年次   

 １ １～２年次   

     
合   計  

 

-#-
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【選択必修科目Ⅱ】医学教育部開講科目から 2 科目 4 単位以上 
授 業 科 目 名 単位数 履修年次 担当教員 備 考 

  １～２年次   

  １～２年次   

  １～２年次   

  １～２年次   

合   計  
 
 
【語学選択科目】HIGO 日本語講座Ⅰ、HIGO 英語講座Ⅰ、HIGO 中国語講座Ⅰから２科目 2 単位（母国語以外） 

授 業 科 目 名 単位数 履修年次 担当教員 備 考 
 １ １～２年次   
 １ １～２年次   

合   計 ２ 
 
備考：履修方法は、本履修案内に記載されている授業科目のうちから 35 単位以上を修得しなければな
らない。 
 

-#-
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大学院薬学教育部（博士後期課程）履修届 
（HIGO プログラム専門コース） 

 
令和  年  月  日 

熊本大学大学院薬学教育部長 殿 
令和  年度入学 学籍番号         

氏名：               
メールアドレス（必須） 
                  

下記の授業科目を履修したいので許可願います。 
記 

 

分野名  
指導教員名 ㊞ 

コース名 専門コース 
 
【必修科目】 

授 業 科 目 名 単位

数 履修年次 担当教員 備 考 

HIGO 行政セミナーⅡ １ １～４年次   

HIGO 企業セミナーⅡ ２ １～４年次   
HIGO 社会文化科学課題演習 ２ １～４年次   
HIGO 最先端研究セミナーⅡ ６ １～４年次   
HIGO 最先端研究プロジェクトⅡ １０ １～４年次   

合   計 ２１ 
 
【語学選択科目】HIGO 日本語講座Ⅱ、HIGO 英語講座Ⅱ、HIGO 中国語講座Ⅱから２科目 2 単位 

授 業 科 目 名 単位数 履修年次 担当教員 備 考 
 １ １～４年次   
 １ １～４年次   

合   計 ２ 
 
【選択科目Ⅰ】インターンシップ科目及び研究プレゼンテーションより 3 科目 3 単位以上 

授 業 科 目 名 単位数 履修年次 担当教員 備 考 
 １ １～４年次   
 １ １～４年次   
 １ １～４年次   
 １ １～４年次   

合   計  
 
【選択科目Ⅱ】キャリアビジョン開発コースより４単位以上 

授 業 科 目 名 単位数 履修年次 担当教員 備 考 
 ２ １～４年次   

 ２ １～４年次   

 ２ １～４年次   

合   計  
 
備考：履修方法は、本履修案内に記載されている授業科目のうちから 30 単位以上を修得しなければ
ならない。 
 

-#-
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大学院薬学教育部（博士課程）履修届 
（HIGO プログラム４年コース） 

 
令和  年  月  日 

熊本大学大学院薬学教育部長 殿 
令和  年度入学 学籍番号         

氏名：               
メールアドレス（必須） 
                  

下記の授業科目を履修したいので許可願います。 
 

分野名  
指導教員名 ㊞ 

コース名 ４年コース 
 
【必修科目】 

授 業 科 目 名 単位

数 履修年次 担当教員 備 考 

HIGO 社会文化科学総論 ２ １～４年次   

HIGO 特別実習 １ １～４年次   

HIGO 行政セミナー １ １～４年次   
HIGO 企業セミナー １ １～４年次   
HIGO 社会文化科学課題演習 ２ １～４年次   
HIGO ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ講座 １ １～４年次   
HIGO 最先端研究セミナー ２ １～４年次   
HIGO 最先端研究プロジェクト １０ １～４年次   

合   計 ２０ 
 
【語学選択科目】HIGO 日本語講座、HIGO 英語講座、HIGO 中国語講座から１科目１単位以上 

授 業 科 目 名 単位数 履修年次 担当教員 備 考 
 １ １～４年次   
 １ １～４年次   

合   計  
 
【選択科目Ⅰ】インターンシップ科目及び研究プレゼンテーションより 3 科目 3 単位以上 

授 業 科 目 名 単位数 履修年次 担当教員 備 考 
 １ １～４年次   
 １ １～４年次   
 １ １～４年次   
  １～４年次   

合   計  
 
 
 

-#-
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【選択科目Ⅱ】キャリアビジョン開発コースより４単位以上 
授 業 科 目 名 単位数 履修年次 担当教員 備 考 

 ２ １～４年次   

 ２ １～４年次   

 ２ １～４年次   

合   計  
 
 
【選択科目Ⅲ】医学教育部及び薬学教育部開講の講義科目より合計 5 単位以上 
但し、医学教育部開講科目より 1 単位以上、薬学教育部開講科目より 1 単位以上を選択しなければならない。 

授 業 科 目 名 単位数 履修年次 担当教員 備 考 
  １～４年次   

  １～４年次   

  １～４年次   

  １～４年次   

  １～４年次   

  １～４年次   

合   計  
 
備考：履修方法は、本履修案内に記載されている授業科目のうちから 33 単位以上を修得しなければ
ならない。 
 

-#-
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2.講義科目 
 

 

（医学教育部開講科目） 
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時間割コード

医学教育部 薬学教育部

HIGO生体構造学Ⅰ 11000 07105 医）第2講義室

HIGO生体構造学Ⅱ 11010 07110 4月20日 医）第2講義室

HIGO生体機能学Ⅰ 11020 07115 医）第2講義室

HIGO生体機能学Ⅱ 11030 07120 医）第2講義室

HIGO生命倫理学 11040 07125 5月14日 医）第2講義室

HIGO臨床病理学 11050 07130 5月31日 医）第2講義室

HIGO社会医学総論 11060 07135 4月28日 医）第2講義室

HIGO医療情報・倫理学理論 24000 09105 5月31日 医）第2講義室

HIGO生体分子情報学理論 24010 09110 6月1日 医）第2講義室

HIGO細胞機能制御学理論 24020 09115 6月3日 医）第2講義室

HIGO造血免疫制御学理論 24030 09120 6月4日 医）第2講義室

HIGO感染病態制御学理論 24040 09125 5月31日 医）第2講義室

HIGO神経情報科学理論 24050 09130 6月1日 医）第2講義室

HIGO神経機能科学理論 24060 09135 6月2日 医）第2講義室

HIGO発生再生医学理論 24070 09140 6月3日 医）第2講義室

HIGO先端診断医学理論 24080 09145 1月28日 医）第2講義室

HIGO先端治療医学理論 24090 09150 1月28日 医）第2講義室

HIGO代謝循環制御学理論 24100 09155 10月8日 医）第2講義室

HIGO発達生育医学理論 24110 09160 10月7日 医）第2講義室

HIGO腫瘍先端医学理論Ⅰ 24120 09165 10月5日 医）第2講義室

HIGO腫瘍先端医学理論Ⅱ 24130 09170 10月5日 医）第2講義室

HIGO機能再建医学理論 24140 09175 10月6日 医）第2講義室

HIGOがん治療学理論 24150 09180 1月27日 医）第2講義室

HIGO緩和ケア学理論 24160 09185 医）第2講義室

HIGO臨床研究理論 24170 09190 10月4日 医）第2講義室

HIGO環境社会医学理論 24075 6月4日 医）第2講義室

授業科目
時間割コード

初回授業 教室

-#-
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HIGO 生体構造学Ⅰ【11000】 
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

前期 医学教育部 他RMM5-015-79-2 2021 (11010) 1 1

科目名 講義題目 担当教員( )

生体構造学 【 】HIGO II HIGO Morphological Human Physiology II () 小川峰太郎 嶋村健児 若山友彦 江良択実 大場隆 ,  ,  ,  ,  
伊藤隆明 菰原義弘,  ,  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  40% 2.  30% 3.  20% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 10%

授業の形態 講義

授業の方法 質疑応答を含む講義形式で、 等を活用する 。Power point, OHP 

授業の目的 正常な人体の構造を組織学、 発生学の視点から 理解し 、 病気の成り 立ち を病理学を通じ て学ぶ。

学修目標

【 水準】A
正常な人体の構造を組織学、 発生学の視点から 十分に理解し 、 病気の成り 立ち を病理学を通じ て十分に理解し 、 十分
に説明でき る 。
【 水準】C
正常な人体の構造を組織学、 発生学の視点から 必要最小限に理解し 、 病気の成り 立ち を病理学を通じ て必要最小限に
理解し 、 必要最小限に説明でき る 。

授業の概要
人体の構造を個体発生学の視点から 説明する 。
人体に生じ た異常を系統的に分類し 、 病気の成り 立ち を説明する 。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

３ 時限　 発生学1 04/ 20 発生学・ 生殖細胞の発生と 成熟、 卵子発育と 受精（ 担当
： 大場　 隆）

１ 時限　 病理学 病理学・ 循環障害（ 担当： 藤原章雄）2 04/ 21

１ 時限　 病理学 病理学・ 物質代謝異常（ 担当： 藤原章雄）3 04/ 22

３ 時限　 病理学 病理学・ 炎症（ 担当： 菰原義弘）4 04/ 22

１ 時限　 発生学5 04/ 23 発生学・ 初期胚の軸形成と 内胚葉の発生（ 担当： 江良択実
）

３ 時限　 発生学6 04/ 23 発生学・ 中胚葉系列の特異化と 細胞系譜（ 担当： 小川峰太
郎）

３ 時限　 病理学 病理学・ 腫瘍（ 担当： 伊藤隆明）7 04/ 26

１ 時限　 発生学 発生学・ 外胚葉の領域化と 形態形成（ 担当： 嶋村健児）8 04/ 27

テ キス ト 特に指定はし ない。 講義のポイ ン ト を ま と めたプ リ ン ト を 配布する 。

参考文献
"Developmental Biology", 10th edit ion, Scott F. Gilbert, Sinauer Associates Inc., U.S., 2013
エ ッ セン シャ ル発生生物学、 著、 大隅典子訳、 羊土社（ ）Jonathan Slack 2007

履修条件

評価方法・ 基準
講義中の質疑応答や、 講義終了後に提示さ れる テ ーマ に関する レ ポート 等によ り 、 授業の概要に掲げた事項について
の理解度を評価する 。 講義ご と に出題する小テス ト あるいはレ ポート を 点満点で評価し 、 上位 回分の点数の平均100 5
を成績と する 。

使用言語 「 日本語と 英語によ る ミ ッ ク ス 」 授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当

-#-
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HIGO 生体機能学Ⅰ【11020】 
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HIGO 生体機能学Ⅱ【11030】 
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

前期 医学教育部 他RMM5-004-81-2 2021 (11040) 1 1

科目名 講義題目 担当教員( )

生命倫理学【 】 門岡康弘HIGO HIGO Bioethics (A5)  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････1.  30% 2.  50% 3.  20%

授業の形態 講義

授業の方法
下記の４ 回については、 教室で対面講義を行う 。 他の 回については、 の ラ ーニ ン グ シス テムを利用し て研究倫4 CITI e-
理を学ぶ。

授業の目的

１ ． 医療・ 医科学に関わる代表的な倫理的問題について理解する
２ ． 医療行為と 研究行為に内在する本質的問題を把握し 、 一貫性のある議論を行う
３ ． 関連倫理指針に精通し 、 各規範の基礎と なる倫理的見解について理解する
４ ． 生命・ 医療倫理の基礎を形成する倫理的な考え方を知る
５ ． 公正かつ倫理的に健全な医学研究を実施でき る よ う になる

学修目標

【 水準】A
１ ． 生命倫理の規範と 基本概念を理解し 、 多角的で一貫性のある議論を展開でき る 。
２ ． 公正研究と 被験者保護を実践し 、 健全な大学院研究を遂行でき る 。
【 水準】C
１ ． 生命科学や医療がも たら す倫理社会的課題に対する感性を も つ。
２ ． 大学院研究を行う ための研究倫理を理解し ている 。

授業の概要

医学系研究者そ し て医療専門職と し て知っ ておく べき生命倫理・ 医療倫理学領域の歴史、 代表的事例、 原則、 概念、
関連論文など を毎回取り 上げ検討する 。 対面授業では、 適宜ス モ ールグ ループ ・ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン およ びプ レ ゼン テ
ーシ ョ ン を 取り 入れる 。 生命倫理・ 医療倫理の主要な学術誌に掲載さ れる論文の批判的抄読を通じ て 、 医療・ 医科学
に関連する問題を考察する 。 授業内容は変更さ れる こ と がある 。 研究倫理教育には の ラ ーニ ン グ シス テ ムを採 CITI e-
用する 。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

２ 時限　 生命倫理学総論 生命医療倫理の歴史、 倫理的推論の方法など1 05/ 14

２ 時限　 先端医療に関わる倫理問題１ 先端医療がも た ら す2 05/ 21 ELSI

２ 時限　 先端医療に関わる倫理問題２ 、 臨床倫理１ 同上、 生の始ま り に関する倫理問題3 05/ 28

２ 時限　 臨床倫理２ 生の終わり に関する倫理問題4 06/ 04

５ 回目はあり ま せん ５ 回目はあり ま せん。5

テ キス ト 講義毎に資料を配布する 。

参考文献

V. Ravitsky V, Fiester A, Caplan AL (eds). The Penn Center Guide to Bioethics. NY, Springer Publishing Company,
2009.
Singer PA, Viens AM (eds). The Cambridge Textbook of Bioethics. UK, Cambridge University Press, 2008.
The Hastings Center. Bioethics Briefing Book.
(http:/ / www.thehastingscenter.org/ Publications/ BriefingBook/ Default.aspx)
Bonnie Steinbock (Editor) The Oxford Handbook of Bioethics, Oxford University Press, Oxford, 2007.

　Kuhse H, Singer P (eds). A Companion to Bioethics 2nd edition. London, Oxford University Press,2009.
Beauchamp TL, Childress JF. Principles of Biomedical Ethics 4th edition. NY, Oxford University Press, 1994.
Lo B. Resolving ethical dilemmas A Guide for Clinician. Lippincott Williams and Wilkins, Baltimore, 2000.
British Medical Association. Medical Ethics Today 3rd edition. London, BMJ, 2011.
など

履修条件

評価方法・ 基準 講義における発表内容や受講態度、 の完遂、 課題（ レ ポート 提出） など に よ り 評価する 。CITI e-learning

使用言語 「 日本語」 に よ る授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト

実務経験を
活かし た授業

該当 担当教員は医学系研究の倫理審査や医療倫理支援活動を担当し ており 、 そ れら の実践経験に基づく 講義を提供す (
る 。 )

-#-

-31-



科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

前期 医学教育部 他RMM5-005-99-2 2021 (11050) 1 1

科目名 講義題目 担当教員( )

臨床病理学【 】 臨床病理学HIGO HIGO Clinical Pathology ( B1) 中村公俊 中山秀樹 田中靖人， 山下賢 福島聡、 ,  ,   ,  
坂上拓郎 辻田賢一 荒木栄一 ,  ,  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  30% 2.  30% 3.  30% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 10%

授業の形態 講義

授業の方法 質疑応答を含む、 講義形式、 等を活用する 。Power point, OHP

授業の目的

必修科目の「 病理病態学」 において 、 病気の分類や発症進展の機構について総論的に学ぶが、 「 臨床病理学」 では、
代表的な疾患を と り あげ、 具体的な臨床病態と そ の基礎にある分子機構を学ぶこ と に よ っ て 、 病気の概念的理解を更
に深める事を目的と する 。 加えて 、 疾患が神経系や運動系、 ある いは特徴ある組織に発症し た場合の性状や、 免疫不
全症のよ う に全身性に病状が出現する場合の機序についても学ぶ。

学修目標

【 水準】A
特定の臓器や、 神経系、 代謝系など 全身生に起こ る代表的疾患の病態を学び、 病的プ ロ セス における分子機構を理解
する こ と に ついて、 十分に達成し ている レ ベルを 水準と する 。A
【 水準】C
特定の臓器や、 神経系、 代謝系など 全身生に起こ る代表的疾患の病態を学び、 病的プ ロ セス における分子機構を理解
する こ と に ついて、 最低限達成し ている レ ベルを 水準と する 。C

授業の概要
先天代謝異常、 代謝障害、 免疫不全症、 など の全身疾患、 及び、 各臓器に起こ る循環障害、 炎症、 腫瘍、 変性疾患に
関し て 人の専門家によ る オ ムニ バス講義を行う 。 各回のト ピ ッ ク ス に関し ては、 下記の時間割を参照さ れたい。 授業8
ではこ れら の代表的な疾患に特徴的な臨床病態と そ の基礎にある分子機構について学ぶ。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

時限　 中山秀樹1 05/ 31 4 歯周病のメ カ ニ ズムを病理学的に解説し 、 歯周病が様々な
全身疾患の発症に関わる こ と を 学ぶ

時限　 田中靖人2 06/ 01 4 肝疾患の最新情報： 肝硬変及び肝細胞癌の病態進展メ カ ニ
ズム及び最新治療について概説する

時限　 山下　 賢 神経難病の診断と 治療3 06/ 03 4

時限　 福島　 聡 ゲノ ミ ク ス から みた メ ラ ノ ーマ の臨床病態4 06/ 04 4

時限　 坂上拓郎 抗サイ ト カ イ ン 抗体と 呼吸器疾患5 06/ 07 4

時限　 中村公俊 先天代謝異常の病態と 臓器障害6 06/ 08 4

時限　 辻田賢一 急性冠症候群の病態と 抗血栓療法7 06/ 10 4

時限　 荒木栄一 糖尿病 イ ン ス リ ン 作用障害によ る代謝異常と そ の合併症8 06/ 11 4 /

テ キス ト 講師によ っ てはプ リ ン ト を配布する場合がある 。

参考文献 講義の際そ れぞれの講師が紹介する 。

履修条件

評価方法・ 基準

講義への積極的な参加と 小テ ス ト ま たはレ ポート に よ り 行う 。
授業後の小テ ス ト ま たはレ ポート は以下の点を評価する 。
１ ） 選択し た分野の用語を正し く 理解し ているか。
２ ） 選択し た分野の背景を正し く 理解し ているか。
３ ） 選択し た分野の現状を正し く 理解し ているか。
４ ） 授業中に強調さ れた事柄を正し く 把握し ている か。
５ ） 自分の意見を述べている か。
各授業担当の教員が１ ０ 点満点で評価（ １ ０ 点 ８ 、 ８ ０ 点満点） そ の合計に を かけて成績を評価する 。x 5/ 4

使用言語 「 英語」 に よ る授業

教科書・ 資料の言語 「 英語」 のテ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当

-#-
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

前期 医学教育部 他RMM5-002-81-2 2021 (11060) 1 2

科目名 講義題目 担当教員( )

社会医学総論【 】HIGO HIGO General Social Medicine (A3) 西谷陽子 加藤貴彦 松井邦彦 笹尾亜子 副島弘文 ,  ,  ,  ,  
魏長年 盧渓 増田翔太,  ,  ,  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  25% 2.  25% 3.  10% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 40%

授業の形態 講義

授業の方法 質疑応答を重視し た講義形式で、 等を活用する 。Power point

授業の目的 社会医学は、 社会的存在と し てのヒ ト のラ イ フ サイ ク ルの様々な局面における医学的側面と 社会的側面について考究
する医学の重要な分野である 。

学修目標

【 水準】A
環境と 健康と の関わり を理解し 、 疾病予防・ 健康増進を含む総合医療の概念を修得し 、 個人の基本的人権の擁護、 社
会の安全を維持する ための医と 法について包括的に説明でき る 。
【 水準】C
環境と 健康と の関わり を理解し 、 疾病予防・ 健康増進を含む総合医療の概念を修得し 、 個人の基本的人権の擁護、 社
会の安全を維持する ための医と 法について基本的な事項を説明でき る 。

授業の概要

本授業では社会医学の広範な領域を 、 保健医学、 公衆衛生学、 法医学の立場から 縦横に論理を展開する 。 保健医学で
は臨床栄養学について 、 公衆衛生学では環境の構造、 環境と 人間の関連、 環境の指標と 評価、 環境基準の設定と 維持
、 健康の概念、 予防医学活動を めぐ る健康社会の構築と そ の基本的な手技である疫学について実践的な講義を行う 。
法医学では、 法医学の目的と 法医実務について総論的な講義を行う と と も に 、 死の原因、 分類、 医学的、 法律的、 社
会的な側面、 およ び法医学から の社会貢献に触れる 。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

（ 水） １ 時限　 加藤貴彦 公衆衛生学　 総論、 概念1 04/ 28  

（ 水） ２ 時限　 加藤貴彦 公衆衛生学　 疫学について2 04/ 28

（ 金） １ 時限　 加藤貴彦 公衆衛生学　 行動医学と は3 04/ 30

（ 金） ２ 時限　 松井邦彦 総合診療学　 臨床研究、 デザイ ン と ア ウ ト カ ム設定4 04/ 30

（ 木） １ 時限　 増田翔太 公衆衛生学　 人口統計について5 05/ 06

（ 木） ２ 時限　 増田翔太 公衆衛生学　 感染症対策について6 05/ 06

（ 金） １ 時限　 魏　 長年 環境医学　 健康、 ラ イ フ ス タ イ ル、 ヘルス プ ロ モ ーシ ョ ン7 05/ 07

（ 金） ２ 時限　 魏　 長年 環境医学 ラ イ フ ス タ イ ルの評価8 05/ 07  

（ 月） １ 時限　 西谷陽子 法医学　 　 法医学の定義、 目的9 05/ 10

（ 月） 時限　 西谷陽子 法医学　 　 法医学と 法科学、 脳死10 05/ 10 2

（ 火） 時限　 西谷陽子 法医学　 　 死の社会的側面（ ）11 05/ 11 1 1

（ 火） 時限　 西谷陽子 法医学　 　 死の社会的側面（ ）12 05/ 11 2 2

（ 水） １ 時限　 盧　 渓 公衆衛生学　 医療統計学13 05/ 12

（ 水） ２ 時限　 笹尾亜子 法医学　 法医中毒学と 薬毒物検査14 05/ 12

（ 木） １ 時限　 副島弘文 保健医学　 冠危険因子について15 05/ 13

（ 木） ２ 時限　 副島弘文 保健医学　 虚血性心疾患16 05/ 13

テ キス ト 講義にポイ ン ト を ま と めたプ リ ン ト を配布する 。

参考文献

斉藤和雄他編： 新し い環境衛生、 南江堂、 東京・ 藤原元典他編： 総合衛生公衆衛生学、 南江堂、 東京、 Maxy-
・ 疫学ハン ド ブ ッ ク 、 重要疾Rosenan-Last:Public Health & Preventive Medicine(14 edit)Appleton & Lange. 1998

患の疫学と 予防、 日本疫学会編集、 南江堂、 ・ 学生のための法医学（ 柏村征一、 恒成茂行ら 著） 、 南山堂、1998
年・2006

履修条件

評価方法・ 基準

講義終了後に提示する テ ーマ に関する レ ポート に よ り 評価する 。
本授業では、 そ れぞれの講義時間の最後にそ れぞれの講義の内容に関連し た課題を与え、 そ れについて ミ ニ レ ポート
を書いて提出し ても ら う （ 約 分間） 。 各回のレ ポート を 点満点で採点し 、 そ れを合計し た点数を授業回数 回15 100 16
で割り 、 点以上を合格と する 。 レ ポート は以下の点を評価する 。60
１ ） 課題の内容を正し く 理解し ているか。
２ ） 講義で展開さ れた さ ま ざ ま な知識や技術が適切に整理さ れている か。
３ ） 論理的な思考が明確で、 自分の意見を述べている か。

使用言語 「 日本語」 に よ る授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語」 のテ キス ト

実務経験を
活かし た授業

該当 公衆衛生学、 地域医療学、 環境医学、 法医学で実際にそれぞれの分野で研究・ 実務を し ている内容に関する授業 (
を行う 。 )

-#-
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他RDM7-000-81-2 2021 (24000) 1 2

科目名 講義題目 担当教員( )

医療情報・ 倫理学理論【 生命倫理・ 研究倫理HIGO HIGO Medical Informatics and Medic(A1 
、 救急医学・ 災害医学、 医療情報の取り 扱いに習熟する 。 ) 門岡康弘 笠岡俊志 宇宿功市郎 ,  ,  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  25% 2.  25% 3.  25% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 25%

授業の形態 講義・ 演習

授業の方法
、 双方向性授業、 、 を利用し た授業を行う 。 論文精読も予定し ている 。 教材は、e-Learning Power point  Moodle CITI
での学修を行う 。 こ の仕組みの利用方法は、 第 回目の講義で説明を行う 。e-Learning 1

授業の目的

医学の進歩を実際の診療現場に生かすために医療を行う わけであるが、 医療現場において発生する情報を適切に取り
扱う と と も に総合的な視野で病める人々を治療支援し 、 生命倫理に根ざ し た行動を する こ と で初めてそ の目的が達成
さ れる 。 こ の医療情報・ 倫理学理論では、 医療における情報を正し く 利用し 、 倫理規範にそ っ た治療・ 研究の実践を
行い、 患者に総合的に的確な対処ができ る よ う になる ために 、 医療現場での情報の種類、 個人情報保護を含めた情報
の取り 扱い方、 生命の誕生から 死に至る ま での倫理課題を解決する端緒を獲得する こ と を 目標と する 。 ま た 、 全人的
ア プ ロ ーチが求めら れる救命救急医療に関する基礎知識の獲得を目指す。

学修目標

【 水準】A
生命倫理・ 研究倫理、 救急医学・ 災害医学、 医療情報の取り 扱いに習熟する と と も に 、 自身で実践でき る よ う になる
。
【 水準】C
生命倫理・ 研究倫理、 救急医学・ 災害医学、 医療情報の取り 扱いに習熟する と と も に 、 要点を説明ができ る よ う にな
る 。

授業の概要

生命倫理については、 「 プ ロ ジェ ク ト 」 の教材を利用し て Collaborative Institutional Training Initiative (CITI) Japan 
学修する 。 こ の中の責任ある研究行為： 基盤編 責任ある研究行為について 、 科学分野のミ ス コ ン ダ ク ト 、 デー 1. 2. 3.
タ の扱い、 盗用、 利益相反、 オ ーサーシッ プ 、 ピ ア ・ レ ビ ュ ー、 共同研究のルール、 メ ン タ リ ン グ 、4. 5. 6. 7. 8. 9.
公的研究資金の取り 扱い、 など を学修する 。 加えて研究倫理の強化授業を行う 。10.

医療情報医学では、 個人情報保護の視点も踏ま えた診療録の取り 扱い方、 情報を電子化し て利用する際の情報リ テ ラ
シー ・ 情報倫理、 電子カ ルテ の利点と 問題点、 医療制度、 についても学ぶ。 ま た 、 教材で、 人を対象と し たDPC CITI
研究： 基盤編　 研究で生じ る集団の被害、 カ ルテ等の診療記録を用いた研究を学修する 。5. 8.
救急医学およ び災害医学では、 「 医の原点」 と 言われる救急医療のシス テ ムや災害時の医療対応、 生命倫理と も関わ
り の深い心停止後症候群への対応など について学ぶと と も に 、 災害時の基本事項について講義する 。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

1 05/ 31 ６ 時限　 門岡　 康弘　 【 】eEJ-0
オ リ エ ン テ ーシ ョ ン 、 eAPRIN

科目の説明、 責任ある研究行為について 研究における不 /
正行為

６ 時限　 　 【 】 データ の扱い 共同研究のルール 利益相反2 06/ 07 eAPRIN eEJ-0 / /

４ 時限　 　 【 】 オ ーサーシッ プ 盗用（ 生命医科学系） 社会への情報発信3 06/ 14 eAPRIN eEJ-0 / /

４ 時限　 　 【 】4 06/ 21 eAPRIN eEJ-0 ピ ア ・ レ ビ ュ ー （ 生命医科学系） メ ン タ リ ン グ 公的研究/ /
費の取り 扱い

４ 時限　 　 【 】5 06/ 28 eAPRIN eEJ-0
生命倫理学の歴史と 原則、 そ し てルール作り へ 研究倫理審/
査委員会によ る審査 研究における個人に関わる情報の取り/
扱い

４ 時限　 　 【 】6 07/ 05 eAPRIN eEJ-0 人を対象と し たゲノ ム ・ 遺伝子解析研究 研究で生じ る集団/
の被害 研究における イ ン フ ォ ームド ・ コ ン セン ト/

４ 時限　 　 【 】7 07/ 12 eAPRIN eEJ-0 特別な配慮を要する研究対象者 カ ルテ等の診療記録を用い/
た研究 生命医科学研究者のための社会科学･行動科学/

４ 時限　 　 【 】8 07/ 19 eAPRIN eEJ-0 Ⅰ国際研究 多能性幹細胞研究の倫理 多能性幹細胞研究の/ /
Ⅱ倫理

４ 時限　 　 【 】9 07/ 26 eAPRIN eEJ-0 人を対象と し た研究ダ イ ジェ ス ト 単元１ 動物実験の基礎/ :
知識 単元２ 動物実験の実施にあた り 配慮すべき こ と/ :

４ 時限　 宇宿功市郎　 【 】 日本と 世界の医療制度10 08/ 02 eJ-0

４ 時限　 宇宿功市郎　 【 】 求めら れる電子カ ルテ 、 臨床研究と データ ウ ェ ア ハウ ス11 08/ 23 eEJ-0

４ 時限　 笠岡　 俊志　 【 】 救急医療体制、 心停止後症候群12 08/ 30 eJ-0

４ 時限　 笠岡　 俊志　 【 】 【 】 災害医療、 ト リ ア ージ13 09/ 06 eE-0 eJ-0

４ 時限　 門岡　 康弘 研究倫理の強化授業14 09/ 13 1

４ 時限　 門岡　 康弘 研究倫理の強化授業15 09/ 27 2

テ キス ト 特に指定はせず、 講義のポイ ン ト を ま と めた資料を にて配布する 。moodle

参考文献 講義の中で適宜紹介する 。

履修条件 特に設けない。

評価方法・ 基準
講義への取り 組み、 講義中の質疑応答や、 講義終了後に提示さ れる テ ーマ に関する レ ポート 等によ り 、 【 授業の目的
】 に掲げた事項についての理解度、 の受講状況など を あわせて総合的に評価する 。E-Learning

使用言語 「 日本語と 英語によ る ミ ッ ク ス 」 授業 日本語およ び英語 ( )

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト 指定し ない ( )

実務経験を
活かし た授業

該当 臨床研究倫理、 救急災害医学対応、 病院情報シス テ ム導入・ 運用・ 管理なら びに個人情報保護に精通し た教員が (
担当分野の講義を行う 。 )
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他RDM7-001-79-2 2021 (24010) 1 2

科目名 講義題目 担当教員( )

生体分子情報学理論【 光山勝慶 山縣和也 山中邦俊 馬場理也HIGO HIGO Pathophysiology and Structural(B1)  ,  ,  ,  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  30% 2.  30% 3.  30% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 10%

授業の形態 講義

授業の方法 質疑応答を含む講義形式で、 等を活用する 。Power point

授業の目的

高血圧、 心肥大、 動脈硬化等の循環器疾患の機序及び薬物療法について理解する こ と を 目的と する 。(1)
人体における基本的な糖・ 脂質代謝動態と そ の調節制御機構、 糖尿病やメ タ ボリ ッ ク シン ド ロ ーム、 脂質代謝異常(2)

と の関連など について理解する 。 、 特に フ ァ ミ リ ータ ン パク 質の分子基盤、 多彩な細胞機能及び各種(3) ATPase AAA
疾患における役割について理解する 。 癌における増殖因子と そ の受容体、 シグ ナル伝達系の役割について理解し 、(4)
さ ら に癌の分子標的治療について理解する 。 低酸素応答シグナル、 シグ ナル、 代謝産物シグナルなど のシグ(5) mTOR
ナル伝達系の各種疾患における役割を理解する 。

学修目標

【 水準】A
生体分子の構造、 機能、 生理的役割、 各種疾患での役割、 さ ら には臨床への応用について深く 理解し 、 各自の研究に
応用でき る よ う にする
【 水準】C
生体分子の構造、 機能、 生理的役割、 各種疾患での役割、 さ ら には臨床への応用についての一般的な知識を習得する
。

授業の概要

心血管病の機序及び心血管薬の薬理作用を考える上で酸化ス ト レ ス は中心的な役割を演じ ている ので、 酸化ス ト レ(1)
ス の調節機序やシグ ナル伝達系を中心に講義する 。 人体における基本的な代謝経路について学ぶと 共に病態と の関(2)
連について講義する 。 遺伝情報に基づいてア ミ ノ 酸が重合し たタ ン パク 質は分子内に機能モチーフ やド メ イ ン と い(3)
う 分子情報を内包し た生体高分子である 。 タ ン パク 質の一生を司る分子シャ ペロ ン や 依存性プ ロ テ ア ーゼには様々ATP
なタ イ プ の が含まれる 。 こ れら の作用機構を比較・ 概説し 、 特に フ ァ ミ リ ータ ン パク 質に注目し て 、 そ れATPase AAA
ら の共通分子基盤と 多彩な細胞機能について論じ る 。 タ ン パク 質の変異に起因する ヒ ト 遺伝性疾患やモ デル動物AAA
の発生異常など について解説する 。 癌の病態生理に関し て 、 増殖因子と そ の受容体、 細胞内シグ ナル伝達系を中心(4)
に講義する 。 ま た、 癌に対する分子標的治療についても講義する 。 各種疾患における シグ ナル伝達系の役割につい(5)
て解説し 、 特に低酸素応答シグナル、 シグ ナルや代謝産物シグナルを中心に講義する 。mTOR

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

５ 時限　 光山　 勝慶　 【 】 心血管病のメ カ ニ ズム1 06/ 01 eEJ-0 (1)

５ 時限　 光山　 勝慶　 【 】 心血管病のメ カ ニ ズム2 06/ 08 eEJ-0 (2)

４ 時限　 光山　 勝慶（ 鯉渕　 信孝） 　 【 】 妊娠期の高血圧と 高血糖3 06/ 15 eJ-0

４ 時限　 山縣　 和也　 【 】 糖・ 脂質代謝の病態生理4 06/ 22 eEJ-0 (1)

４ 時限　 山縣　 和也　 【 】 糖・ 脂質代謝の病態生理5 06/ 29 eEJ-0 (2)

４ 時限　 山縣　 和也　 【 】 糖・ 脂質代謝の病態生理6 07/ 06 eEJ-0 (3)

４ 時限　 山中　 邦俊【 】 タ ン パク 質の一生を司る7 07/ 13 eJ-L ATPase

４ 時限　 山中　 邦俊　 【 】 タ ン パク 質の多彩な細胞機能8 07/ 20 eEJ-0 AAA

４ 時限　 山中　 邦俊【 】 ヒ ト 疾患に関連する タ ン パク 質9 07/ 27 eJ-L AAA

４ 時限　 光山　 勝慶（ 山口　 知也） 　 【 】 癌における増殖因子と 受容体10 08/ 03 eJ-0

４ 時限　 光山　 勝慶（ 山口　 知也） 　 【 】 癌における シグ ナル伝達11 08/ 17 eJ-0

４ 時限　 光山　 勝慶（ 山口　 知也） 　 【 】 癌における分子標的治療12 08/ 24 eJ-0

４ 時限　 馬場理也【 】 低酸素応答シグナル経路と 疾患13 08/ 31  eJ-0

４ 時限　 馬場理也【 】 シグ ナル経路と 疾患14 09/ 07  eJ-0 mTOR

４ 時限　 馬場理也【 】 代謝産物シグ ナルと 疾患15 09/ 14  eJ-0

テ キス ト 特に指定はせず、 講義のポイ ン ト を ま と めた プ リ ン ト を配布する場合がある 。

参考文献
・ イ ラ ス ト レ イ テ ッ ド ハーパー生化学（ 上代淑人監訳） 丸善、 ２ ０ ０ ７ 年
・ Nader Rifai et al: Handbook of Lipoprotein Testing, AACC Press, 2000.

履修条件

評価方法・ 基準 レ ポート の成績で総合的に評価する 。 評価は受講し た講義よ り １ 分野を選択し 、 教務へレ ポート を提出する こ と 。

使用言語 「 日本語と 英語によ る ミ ッ ク ス 」 授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当

-#-

-35-



科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他RDM7-002-79-2 2021 (24020) 1 2

科目名 講義題目 担当教員( )

細胞機能制御学理論【 】HIGO HIGO Cell Biology (B2) 岩本和也 富澤一仁 中西宏之 小野悠介 立石智 ,  ,  ,  ,  ,
中尾光善 日野信次朗 ,  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････1.  75% 2.  20% 3.  5%

授業の形態 講義

授業の方法 質疑応答を重視し た講義形式で、 等を活用する 。 ラ ーニ ン グ講義を行う 。Power Point, OHP e-

授業の目的
発生・ 再生、 がん、 老化、 精神神経疾患、 遺伝など 種々の生命現象について、 生命の基本単位である細胞を中心に分
子レ ベルから 個体レ ベルま で分子メ カ ニ ズムを理解でき る よ う になる 。

学修目標

【 水準】A
発生・ 再生、 がん、 老化、 精神神経疾患、 遺伝など の種々の生命現象について 、 生命の基本単位である細胞を中心に
、 基本的な分子メ カ ニ ズムを理解し 、 最近の研究成果を説明・ 議論でき る よ う になる 。
【 水準】C
発生・ 再生、 がん、 老化、 精神神経疾患、 遺伝など の種々の生命現象について 、 生命の基本単位である細胞を中心に
、 基本的な分子メ カ ニ ズムを理解でき る 。

授業の概要
発生・ 再生、 がん、 老化、 精神神経疾患、 遺伝など の種々の生命現象について 、 生命の基本単位である細胞を中心に
、 分子レ ベルから 細胞小器官、 さ ら には組織、 器官、 個体レ ベルでそ のメ カ ニ ズムを最近の研究成果を含めて解説す
る 。 講義は各教官によ る オムニ バス形式で行う 。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

５ 時限　 富澤　 一仁　 【 】 細胞機能制御異常と 病態生理1 06/ 03 eE-0, eJ-0

５ 時限　 富澤　 一仁　 【 】 蛋白質リ ン 酸化によ る細胞機能制御2 06/ 10 eE-0, eJ-0

４ 時限　 日野　 信次朗 【 】 代謝エ ピ ジェ ネテ ィ ク ス と 細胞機能3 06/ 17   eE-0, eJ-0

４ 時限　 小野　 悠介 【 】 幹細胞と 組織再生・ 適応制御4 06/ 24  eE-0, eJ-0 I

４ 時限　 小野　 悠介 【 】 幹細胞と 組織再生・ 適応制御5 07/ 01  eE-0, eJ-0 II

４ 時限　 中西　 宏之　 【 】 細胞骨格の制御機構6 07/ 08 eE-0, eJ-0 I

４ 時限　 中西　 宏之　 【 】 細胞骨格の制御機構7 07/ 15 eJ-0 II

４ 時限　 中西　 宏之　 【 】 細胞骨格と 細胞膜の協調8 07/ 29 eE-0, eJ-0

Ⅰ４ 時限　 中尾　 光善　 【 】 エ ピ ジェ ネテ ィ ク ス医科学9 08/ 05 eE-0, eJ-0

４ 時限　 中尾　 光善　 【 】 エ ピ ジェ ネテ ィ ク ス医科学10 08/ 19 eE-0, eJ-0 II

Ⅰ４ 時限　 岩本　 和也　 【 ０ 】 ニ ュ ーロ エ ピ ジェ ネテ ィ ク ス11 08/ 26 eEJ-

Ⅱ４ 時限　 岩本　 和也　 【 ０ 】 ニ ュ ーロ エ ピ ジェ ネテ ィ ク ス12 09/ 02 eEJ-

４ 時限　 立石　 智　 【 】 細胞増殖と 細胞周期について13 09/ 09 eEJ-0

４ 時限　 立石　 智　 【 】 体細胞分裂と 減数分裂14 09/ 16 eEJ-0

４ 時限　 立石　 智　 【 】 遺伝子の修復と 組換え15 09/ 30 eEJ-0

テ キス ト 必要に応じ て各教官が指定する 。

参考文献

・ 「 」Pathophysiology of Disease: An Introduction to Clinical Medicine, 6th Edition edited by Stephan J. McPhee
and William F. Ganong, The McGraw-Hill Companies (2009)
・ 「 」Developmental Biology, 10th Edition edited by Scott F Bilbert. Sinauer Associates Inc.(2013)
・ 「 細胞生物学　 第 版」 　 中村桂子・ 松原謙一監訳、 南江堂（ ）Essential 3 2011
・ 「 」EPIGENETICS edited by David Allis et al. Cold Spring Harbor Laboratory Press (2007)
他、 必要に応じ て各教官が紹介する 。

履修条件 本授業に関連する基礎的な知識を有する こ と 。

評価方法・ 基準
【 授業の目的】 に掲げた事項についての理解度を確認し て評価する 。 回の講義後に出題する小テ ス ト ある いはレ ポ15
ート を 点満点で評価し 、 上位 回分の点数の平均を成績と する 。 で受講し た場合も同様である 。100 10 e-learning

使用言語 「 日本語と 英語によ る ミ ッ ク ス 」 授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当

-#-
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他RDM7-003-79-2 2021 (24030) 1 2

科目名 講義題目 担当教員( )

造血免疫制御学理論【HIGO HIGO Hematopoietic and Immune System(B3)
岡田誠治 大口裕人 指田吾郎 佐藤賢文 押海裕之 ,  ,  ,  ,  
古賀沙緒里 小川峰太郎 入江厚 鈴伸也 粟井博,  ,  ,  ,  ,  

丈 滝澤仁,  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  35% 2.  35% 3.  20% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 10%

授業の形態 講義

授業の方法
質疑応答を重視し た講義形式で、 等を活用する 。 なお遠隔地の学生や社会人学生等には、 補講、 集PowerPoint, OHP
中講義ある いは ラ ーニ ン グ等によ り 対処する 。e

授業の目的

造血免疫制御学に関する講義では、 以下のこ と を 理解する こ と を 目標と する 。 幹細胞シス テムと し て造血系の恒常(1)
性が維持さ れる機構、 造血系の起源と 造血幹細胞の発生機序、 ヒ ト の造血系を構築し たモ デル実験動物と そ の応(2) (3)
用、 造血器腫瘍の発生機序、 免疫系を構成する細胞、 組織、 器官と そ の発生・ 分化、 免疫系を構成する細胞(4) (5) (6)
の相互作用、 抗原の識別機構と 、 そ の後の免疫反応(7) (8)

学修目標

【 水準】A
造血発生、 造血・ 免疫システ ム、 造血器腫瘍に関する一般知識を深め、 最新研究に関し てそ の成果の意義・ 問題点・
課題について議論でき る よ う にする 。
【 水準】C
造血発生、 造血・ 免疫システ ム、 造血器腫瘍に関する基礎的事項を理解し 、 そ の特徴を人に説明する こ と ができ る 。

授業の概要

血液細胞は、 骨髄中の造血幹細胞が分化する こ と に よ り 産生さ れる 。 そ れぞれに寿命を持つ血液細胞を恒常的に維持
し ている造血系は、 造血幹細胞の自己複製能と 多分化能に支えら れた幹細胞シス テ ムの最も よ く 知ら れた例である 。
授業では、 造血幹細胞の性質と そ の分離・ 同定の方法論、 造血幹細胞が未分化状態で維持さ れる機構、 造血幹細胞か
ら 各種血液細胞への分化に関わる遺伝子や液性因子について解説する 。 ま た、 個体発生における造血幹細胞の起源と
そ の発生機序、 ヒ ト の造血・ 免疫系を構築し たモ デルマ ウ ス について討論する 。 さ ら に 、 造血器腫瘍の発症機序と 分
子病態について概説する 。
我々の身体は常に体外の病原微生物や異物にさ ら さ れている が、 免疫系はこ れら に対する生体防御反応の中で最も中
心的な役割を果たし ている 。 免疫反応は我々の身体を防御し 、 生体を構成する自己の成分には反応せず、 外界から 侵
入し てき た異物を攻撃し てこ れを排除する 。 授業では免疫系を構成する細胞、 組織、 器官と そ の発生・ 分化について
解説する 。
こ れら の造血・ 免疫現象について分子、 細胞、 組織、 器官およ び個体のレ ベルで、 講師ら の最新の研究成果を含めて
講義する 。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

５ 時限　 小川峰太郎 【 】 造血系の個体発生1 06/ 04   eJ-L -1

５ 時限　 小川峰太郎 【 】 造血系の個体発生2 06/ 11   eJ-L -2

４ 時限　 古賀沙緒里【 】 造血系の個体発生3 06/ 18  eJ-L -3

４ 時限　 岡田誠治　 【 】 造血幹細胞から 免疫担当細胞への分化4 06/ 25  eJ-0,eE-0

４ 時限　 岡田誠治　 【 】 ヒ ト 造血・ 免疫系を構築し たマ ウ ス と そ の応用5 07/ 02  eJ-0,eE-0

４ 時限　 指田吾郎【 ０ 】 造血幹細胞の機能と 白血病6 07/ 09  eJ-

４ 時限　 鈴 伸也 【 】 造血制御におけるシグ ナル7 07/ 16   eEJ-0

４ 時限　 滝澤仁 【 】 造血における炎症の役割8 07/ 30   eE-L

４ 時限　 佐藤賢文【 ０ 】 リ ン パ球と レ ト ロ ウ イ ルス感染9 08/ 06  eJ- T

４ 時限　 大口裕人【 ０ 】 形質細胞性腫瘍の分子形態10 08/ 20  eE-

４ 時限　 押海裕之　 【 】 自然免疫系細胞と ウ イ ルス感染症11 08/ 27  eJ-L

４ 時限　 塚本博丈【 ０ 】 リ ン パ球への発生と 分化12 09/ 03  eJ- T

４ 時限　 押海裕之　 【 】 自然リ ン パ球13 09/ 10  eJ-L  (Innate lymphoid cells)

４ 時限　 塚本博丈【 ０ 】 リ ン パ球への抗原提示14 09/ 17  eJ- T

４ 時限　 入江厚【 】 リ ン パ細胞の発生と 分化15 09/ 24  eJ-L B

テ キス ト 特に指定はせず、 講義のポイ ン ト を ま と めた プ リ ン ト を配布する

参考文献

・ 免疫学コ ア講義（ 阪口薫雄ほか編集） 、 南山堂改訂４ 版　 年 2017
・ エ ッ セン シャ ル免疫学第 版　 笹月健彦 メ ディ カ ルサイ エ ン ス イ ン タ ーナシ ョ ナル 3  
・ "Janeway’ s Immunobiology 9th Edition" by Kenneth Murphy, Paul Travers, Mark Walport. Garland Science,

和訳本： 免疫生物学原書第 版（ 笹月健彦監訳、 南江Taylor & Francis Group LLC. New York and Abingdon, 2016.  9
堂、 年）2019
・ 　 、The Immune System, 4th Edition [Peter Parham] Garland Science 2014
・ 和訳本： 血液腫瘍WHO Classification of Tumours of Haematopoietic and Lymphoid Tissues.  WHO, 2017. WHO
分類 分類 を う ま く 活用するために 医薬ジャ ーナル社、 年―WHO 2017 . 2018
・ The Science of Stem Cells. Jonathan M. W. Slack. Wiley Blackwell, 2018
・ 　Williams Hematology, 9th ed. MCGRAW-HILL EDUCATION. 2016

履修条件

評価方法・ 基準
講義への出席状況、 講義中の質疑応答や、 講義終了後に提示さ れる テ ーマ に関する レ ポート 等によ り 、 【 授業の目的
】 に掲げた事項についての理解度を評価する 。 回の講義における小テス ト あるいはレ ポート で評価し 、 上位 回分15 10
の点数の平均を成績と する 。

使用言語
「 英語」 に よ る授業 英語も し く は日本語で講義する 。 日本語で講義を行う 場合には、 英語 も し く は別に英 ( e-learning
語の対面授業を行う 。 )

教科書・ 資料の言語 「 英語」 のテ キス ト 適宜日本語の参考書も提示する 。 ( )

実務経験を
活かし た授業

非該当

-#-
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他RDM7-004-99-2 2021 (24040) 1 2

科目名 講義題目 担当教員( )

感染病態制御学理論【 】 感染病態制御学理論HIGO HIGO Infection and Immune Control (B4 )
佐藤賢文 桑田岳夫 久保田龍二 岡田誠治 押海裕 ,  ,  ,  ,  
之 松井啓隆 本園千尋 松岡雅雄 澤智裕 前田洋,  ,  ,  ,  ,  
助 鈴伸也 中田浩智 池田輝政 田中靖人、 池田正,  ,  ,  ,  

徳

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  30% 2.  30% 3.  20% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 20%

授業の形態 講義

授業の方法
質疑応答を重視し た講義形式で、 等を活用する 。 なお遠隔地の学生や社会人学生等には、 補講、 集中講義Power point
、 ビ デオ講義あるいは ラ ーニ ン グ等によ り 対処する 。 講義形態の詳細については講義開始時に受講生に連絡する 。e- ( )

授業の目的
以下の点について理解する こ と を 目的と する 。 感染症を おこ す病原体と 宿主の反応 細菌およ びウ イ ルス感染の分(1)  (2)
子病態、 感染症に対する免疫反応と ワ ク チン 開発の戦略、 院内感染と 日和見感染症のコ ン ト ロ ール、 新興再(3) (4)  (5)
興感染症の診断と 治療

学修目標

【 水準】A
病原微生物、 そ れら が引き起こ す感染病態および宿主の応答に関する知識を深める と と も に 、 病原微生物に関する基
礎研究およ びこ れら を克服する ためのワ ク チ ン ある いは薬剤の開発に関する応用研究の成果およびそ の意義ある いは
今後の課題について議論し 、 こ れら の研究を実践でき る よ う にする 。
【 水準】C
病原微生物が病気を起こ すメ カ ニ ズムについて理解する 。
病原微生物に関する基礎研究の現状と 課題を把握する 。
病原微生物に対する治療（ ワ ク チ ン や治療） の現状や今後の課題について理解する 。

授業の概要

人類の歴史は感染症と の闘いの歴史であっ た と いっ て も過言ではない。 今日の先進国における寿命の延長に果たし て
き た感染症研究の貢献は計り 知れないも のがある 。 中でも 、 様々な感染症に対する ワ ク チ ン の開発、 細菌感染に対す
る抗生物質の開発、 さ ら に治療困難と さ れてき た慢性ウ イ ルス感染症に対する治療薬の開発は社会に大き なイ ン パク
ト を 与えてき た 。 こ れら の研究成果は、 病原体の基本的な性質や生活環についての多く の基礎研究に基づいてなさ れ
てき たも のである 。 授業では、 病原微生物の感染病態と 宿主の反応、 ウ イ ルス の生活環の研究と 有効な抗ウ イ ルス薬
の開発、 さ ら に病原体の持つ免疫反応から の逃避を克服する ためのワ ク チ ン の開発戦略について、 最新の研究成果を
解説する と と も に 、 講師ら の研究成果を含めて講義する 。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

池田　 輝政 【 】 レ ト ロ ウ イ ルス のラ イ フ サイ ク ル1 05/ 31  eE-O  16:45~18:15

澤智裕 【 】 細菌感染症の分子病態2 06/ 07   eE-O  16:45~18:15

押海裕之 【 】 自然免疫応答によ る感染制御3 06/ 14   eE-O  16:45~18:15

本園千尋 【 】 細胞性免疫応答によ る感染制御4 06/ 21   eE-O 16:45~18:15

桑田岳夫 【 】 液性免疫応答によ る感染制御5 06/ 28   eE-O  16:45~18:15

前田洋助 【 】 結核の感染免疫病態6 07/ 05   eE-O  16:45~18:15 HIV/

松岡雅雄 【 】 新興感染症・ 再興感染症7 07/ 12   eE-O 16:45~18:15

鈴伸也 【 】 レ ト ロ ウ イ ルス ー宿主相互作用8 07/ 19   eE-O  16:45~18:15

佐藤賢文 【 】 レ ト ロ ウ イ ルス と 潜伏感染9 07/ 26   eE-O  16:45~18:15

池田正徳 【 】 肝炎ウ イ ルス の分子病態10 08/ 02   eE-0  16:45~18:15

田中靖人 【 】 肝炎ウ イ ルス と 肝がん11 08/ 23   eE-O 16:45~18:15

久保田龍二 【 】 ウ イ ルス感染症と 神経疾患12 08/ 30   eE-O 16:45~18:15

岡田誠治【 】 小動物モ デルを用いた感染症研究13 09/ 06  eE-O  16:45~18:15

松井啓隆 【 】 感染症における臨床検査の役割14 09/ 13   eE-O 16:45~18:15

中田浩智 【 】 院内感染と 日和見感染症のコ ン ト ロ ール15 09/ 27   eE-O 16:45~18:15

テ キス ト 特に指定はせず、 講義に関連し た参考論文など を紹介する 。

参考文献

和“ Atlas of AIDS”  edited by Gerald L. Mandell and Donna Mildvan. Current Medicine, Inc. Philadelphia, 2001. 
訳本 カ ラ ーア ト ラ ス Ａ Ｉ Ｄ Ｓ ； 原書第 版 福武勝幸監修、 サイ エ ン ス プ レ ス 、 年 : 3  ( 2002 )
“ Infectious Diseases and Medical Microbiology”  2nd Edition, Abraham I. Braude et al., W.B. Saunders Company

履修条件

評価方法・ 基準

本講義は 名の教員によ っ てなさ れる オムニ バス講義である 。 講義への積極的な参加、 講義中の質疑応答や、 講義終15  
了後に提示さ れる テ ーマ に関する レ ポート 、 小試験等によ り 、 【 授業の目的】 に掲げた事項についての理解度を評価
する 。 各講義に関し て 、 成績評価 小テス ト ま たはレ ポート 提出 を行い、 以上の評価が得ら れている こ と を 修了の( ) 2/ 3
条件と し 、 さ ら に 、 評価さ れた中から 、 上位 講義の得点の平均値を も っ て成績と する 。10

使用言語 「 英語」 に よ る授業

教科書・ 資料の言語 「 英語」 のテ キス ト

実務経験を
活かし た授業 非該当

-#-
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他RDM7-005-79-2 2021 (24050) 1 2

科目名 講義題目 担当教員( )

神経情報科学理論【 】 神経情報科学理論HIGO HIGO Human Brain Functional Science (B5 ) 嶋村健児 朴秀賢 岩本和也 文東美紀 宋文杰 竹 ,  ,  ,  ,  , 
林実 藤瀬昇 江角重行 橋本衛 ,  ,  ,  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････1.  80% 2.  19% 3.  1%

授業の形態 講義

授業の方法
質疑応答を重視し た講義形式で、 等を活用する 。 なお遠隔地の学生や社会人学生等には、 ラ ーニ ン グPower point, e-
によ り 対処する 。

授業の目的

外界の情報を獲得し て個体の運動制御に役立てる こ と に終始し ていた単純な中枢神経系は、 高等哺乳類において 、 構
成する神経細胞の種類と 数を増やし て高度に発達する こ と に よ り 、 記憶、 情動、 自我に代表さ れる高次精神活動を生
み出すに至っ た 。 神経情報科学理論では、 基盤と なる中枢神経系の発生、 電気神経活動、 神経回路メ カ ニ ズムの面か
ら 精神活動を考え、 障害（ 遺伝子） と 精神疾患の関係の研究から 、 精神活動を生命現象と し て理解し 説明する こ と を
試みる 。

学修目標

【 水準】A
授業の目標に掲げた事項について 、 理解ができ た こ と を確認する質問を そ れぞれの項目に複数配置し 、 教員が要求す
る レ ベルを大幅に上回っ ていた こ と を確認する 。
【 水準】C
授業の目標に掲げた事項について 、 理解ができ た こ と を確認する質問を そ れぞれの項目に複数配置し 、 教員が要求す
る レ ベルに達し たこ と を 確認する 。

授業の概要

中枢神経組織の原基と なる神経板の誘導と 、 そ の領域化のし く みについて 、 さ ら に神経細胞の分化制御と 形質決定か
ら 、 部位特異的な組織構築に至る プ ロ セス について学ぶ。
ま た 、 神経細胞間の情報伝達の仕組みと そ の物質基盤を学ぶ。
神経回路が成し 得る情報処理と 調節の仕組みを学び、 神経精神疾患患者よ り 高次脳機能障害なら びに精神症状の神経
基盤を理解する 。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

時限　 嶋村（ 脳発生） 　 【 】 胚発生時に見ら れる神経誘導1 06/ 01 6 eE-0,eJ-0

６ 時限　 嶋村（ 脳発生） 　 【 】 脳原基の発達に伴う 領域化2 06/ 08 eE-0,eJ-0

５ 時限　 嶋村（ 脳発生） 　 【 】 領域特異的な組織構築3 06/ 15 eE-0,eJ-0

５ 時限　 江角（ 脳回路） 　 【 】 神経細胞の多様性と 神経回路形成4 06/ 22 eEJ-0

５ 時限　 江角（ 脳回路） 　 【 】 大脳皮質の機能を発現さ せる神経回路5 06/ 29 eEJ-0

５ 時限　 宋　 （ 知覚生理） 　 【 】 活動電位を生じ さ せる膜チャ ン ネル6 07/ 06 eE-0,eJ-0

５ 時限　 宋　 （ 知覚生理） 　 【 】 シナプ ス と シナプ ス伝達7 07/ 13 eE-0,eJ-0

５ 時限　 宋　 （ 知覚生理） 　 【 】 神経活動を司る神経伝達物質8 07/ 20 eE-0,eJ-0

５ 時限　 宋　 （ 知覚生理） 　 【 】 学習機能に働く シナプ ス の可塑性9 07/ 27 eE-0,eJ-0

５ 時限　 藤瀬（ 保健セン タ ー ） 　 【 】 神経伝達物質と 精神症状10 08/ 03 eE-0,eJ-0

５ 時限　 岩本（ 分子脳） 【 】 精神疾患のジェ ネテ ィ ク ス ・ エ ピ ジェ ネテ ィ ク ス11 08/ 17 eE-0

５ 時限　 文東（ 分子脳） 　 【 】 精神疾患と 体細胞変異12 08/ 24 eE-0

５ 時限　 橋本（ 神経精神医学） 　 【 】 認知症に関わる神経基盤13 08/ 31 eEJ-0

５ 時限　 竹林（ 神経精神医学） 【 】 「 気分障害の分子基盤」14 09/ 07 eJ-0

５ 時限　 朴（ 神経精神医学） 【 】 統合失調症の神経基盤15 09/ 14 eJ-0

テ キス ト 講義のポイ ン ト を ま と めたプ リ ン ト を配布し ます。

参考文献 神経解剖学、 標準生理学、 神経科学、 神経内科、 精神医学

履修条件 割以上の聴講と 、 理解度を図る小試験への記入6

評価方法・ 基準
講義への出席状況、 講義中の質疑応答や、 講義終了後に提示さ れる テ ーマ に関する レ ポート 等によ り 評価する 。
【 授業の目的】 に掲げた事項についての理解度を評価する 。 ラ ーニ ン グ受講においては、 理解度テ ス ト の得点を評e-
価と する 。

使用言語 「 日本語と 英語によ る ミ ッ ク ス 」 授業 ラ ーニ ン グ コ ン テ ン ツ については日本語、 ある いは英語のど ち ら かを選択 (e- )

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト ラ ーニ ン グ コ ン テ ン ツ については日本語、 ある いは英語のど ち ら かを選択 (e- )

実務経験を
活かし た授業

非該当

-#-
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他RDM7-006-79-2 2021 (24060) 1 2

科目名 講義題目 担当教員( )

神経機能科学理論【 】HIGO HIGO Neuroscience (B6) 福田孝一 水野秀信 江良択実 折田頼尚 竹本　 誠 ,  ,  ,  , ,
塩田　 倫史 伊藤康裕 浜崎禎 井上俊洋 山下賢,  ,  ,  ,  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････1.  80% 2.  20%

授業の形態 講義

授業の方法 等を活用し 、 主に ラ ーニ ン グ に よ り 実施する 。 使用言語： 英語も し く は日本語Power point e-

授業の目的

こ の講義では、 極めて複雑な構造を持つ脳の形態と 機能、 神経系の情報伝達の鍵であるシナプ スの多様性、 神経回路
形成の動的過程と 分子的基盤、 形成不全と し ての中枢神経系の発生異常、 中枢神経系の感覚系（ 視覚、 聴覚、 嗅覚、
味覚、 痛覚） と 運動系（ パーキン ソ ン病、 脳血管障害） に関する病態を理解し 、 最近の遺伝子治療、 神経移植の話題
についてふれる 。

学修目標

【 水準】A
脳神経系の形態学的・ 生理学的特徴、 そ れら の形成過程と そ の形成異常、 多様なシナプ ス伝達機構、 幹細胞の利用や
遺伝子を標的と する新し い治療法、 視覚系・ 聴覚系・ 神経変性疾患の病態と 治療法について説明でき る 。 さ ら に そ の
中に含ま れる未知の課題を見出し 、 そ の解明方法について述べる こ と ができ る 。
【 水準】C
脳神経系の形態学的・ 生理学的特徴、 そ れら の形成過程と そ の形成異常、 多様なシナプ ス伝達機構、 学習・ 記憶のメ
カ ニ ズムと 情動の関連、 幹細胞の利用や遺伝子を標的と する新し い治療法、 視覚系・ 聴覚系・ 神経変性疾患の病態と
治療法について 、 基本的内容を説明でき る 。

授業の概要

・ 中枢神経系と 末梢神経系
・ 神経細胞と グ リ ア 細胞の形態学　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
・ シナプ ス の多様性 
・ 電気シナプ ス gap junction
・ 新皮質と 海馬の構造と 機能
・ 体性感覚野の生後発達
・ 大脳基底核
・ 髄液循環と 脳室、 脳血液関門の本質的要素
・ 神経堤細胞　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
・ 中枢神経系の奇形
・ 緑内障
・ 網膜疾患
・ 嗅覚疾患　 　 　 　
・ 神経変性疾患の再生医療
・ パーキン ソ ン 病の最新の治療について 

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

４ 時限　 福田　 孝一　 【 】 神経系の概論、 ニ ュ ーロ ン と グ リ ア 、 シナプ ス1 06/ 02 eEJ-0

４ 時限　 福田　 孝一　 【 】 新皮質と 海馬の構造と 機能2 06/ 09 eEJ-0

４ 時限　 水野　 秀信　 【 】 大脳皮質体性感覚野の生後発達3 06/ 16 eEJ-0

４ 時限　 福田　 孝一　 【 】 視覚系の構造と 機能（ 網膜から 大脳皮質視覚野ま で）4 06/ 23 eEJ-0

４ 時限　 福田　 孝一　 【 】 大脳基底核の構造と 機能5 06/ 30 eEJ-0

４ 時限　 江良　 択実　 【 】 神経堤細胞の発生と 分化、 そ の多能性について6 07/ 07 eJ-0,eE-0

４ 時限　 江良　 択実　 【 】 幹細胞を利用し た神経疾患への新し い医療応用7 07/ 14 eJ-0,eE-0

４ 時限　 竹本　 誠　 【 】 学習・ 記憶と 情動について8 07/ 21 eE-0

４ 時限　 塩田　 倫史　 【 】 核酸高次構造を標的と し た神経疾患の治療9 07/ 28 eE-0

４ 時限　 浜崎　 禎　 【 】 中枢神経系奇形の病態と 治療10 08/ 04 eEJ-0

４ 時限　 伊藤　 康裕　 【 】 網膜疾患の病態と そ の治療11 08/ 18 eE-0

４ 時限　 井上俊洋　 【 】 緑内障の病態生理学と 治療12 08/ 25  eE-0

４ 時限　 折田　 頼尚　 【 】 嗅覚傷害の病態と そ の治療13 09/ 01 eJ-0

４ 時限　 山下　 賢　 【 】 神経変性疾患の再生医療14 09/ 08 eE-0

４ 時限　 山下　 賢　 【 】 パーキン ソ ン 病の最新の治療について15 09/ 15 eE-0

テ キス ト 特に指定はせず、 講義のポイ ン ト を ま と めた プ リ ン ト を配布も し く は ラ ーニ ン グ上で閲覧可能と する 。e 

参考文献
・ 神経科学 脳の探求　 ベア ー （ 西村書店） - M.F. 2007,
・ 最新内科学体系（ 井村裕夫編、 中山書店）
・ 医学のあゆみ　 神経疾患（ 中村重信編、 医歯薬出版）

履修条件

評価方法・ 基準 回の講義における小テ ス ト ある いはレ ポート で評価し 、 上位１ ０ 回分の点数の平均を成績と する 。15

使用言語 「 日本語と 英語によ る ミ ッ ク ス 」 授業 「 英語のみ」 と 「 日本語のみ」 の一方も し く は両方で提供さ れる場合も ある ( )

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト

実務経験を
活かし た授業 該当 臨床医と し ての実務経験がある教員が１ ５ 回中１ ４ 回を担当する ( )

-#-
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他RDM7-007-79-2 2021 (24070) 1 2

科目名 講義題目 担当教員( )

発生再生医学理論【HIGO HIGO Developmental and Regenerative Me(B7)
西中村　 隆一 石黒啓一郎 中村輝 江良択実 福田,  ,  ,  , 
孝一 小野悠介 丹羽仁史 荒木正健 江角重行 竹,  ,  ,  ,  , 

尾透 谷川俊祐 岡野正樹 ,  ,  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  50% 2.  25% 3.  20% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 5%

授業の形態 講義

授業の方法
質疑応答を重視し た講義形式で、 等を活用する 。 なお遠隔地の学生や社会人学生等には、 補講、 集中講義Power point
、 ビ デオ講義あるいは ラ ーニ ン グ等によ り 対処する 。e-

授業の目的

発生医学は、 発生学的視点に基づいて疾患の病態解明と 治療法の確立を目指す学問である が、 そ の手法や考え方は、
も はやど の領域を研究する際にも必須と なっ ている 。 発生再生医学理論では、 特にそ の技術的側面に重点をおいて 、
基礎的知識を理解する こ と を 目標と する 。 発生・ 再生医学研究者育成コ ースの受講者にと っ ては特論等の理解の基盤
と なる よ う 、 他コ ース の受講者に と っ ては発生工学的手法の理解と 利用に必要不可欠な知識の獲得を目指す。

学修目標

【 水準】A
発生学の基本的知識及び発生工学的手法を習得し 、 発生学的視点に基づいて疾患の病態と 治療法の原理を理解し て説
明でき る 。
【 水準】C
発生学の基本的知識及び発生工学的手法を習得し 、 発生学的視点に基づいて疾患の病態と 治療法の原理を理解する こ
と ができ る 。

授業の概要

遺伝子改変技術の根本を十分に解説し た上で、 こ れら の技術を使っ て 、 各臓器の発生の分子機構がど のよ う に解かれ
てき たのかの実例を講義する 。 さ ら にそ の知識を用いた臓器再生にむけた試みも紹介する 。 具体的には以下のこ と を
理解する こ と を 目標と する 。 細胞、 細胞等の幹細胞樹立法と 臨床応用及び問題点 生殖工学、 すなわち体外(1)ES iPS  (2)
受精、 胚や精子の凍結、 胚移植、 顕微授精、 核移植等の技術と そ の応用 ト ラ ン ス ジェ ニ ッ ク マ ウ ス ・ ノ ッ ク ア ウ ト (3) 
マ ウ ス作製法と そ の意義 ゲノ ム編集の方法と そ の応用　 幹細胞の維持機構と 分化誘導の原理　 個体発生、 系 (4) (5) (6) 
統発生から みた各組織、 臓器の形態学　 腎臓、 肝臓、 膵臓、 筋、 生殖腺など 臓器・ 組織の発生・ 再生機構と 幹細胞(7)
から の誘導法　 　 こ れら の技術論と 応用への展望について 、 初歩的レ ベルから 最新の研究成果までを わかり やすく 講
義する 。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

時限　 西中村　 隆一　 【 】 発生医学と 再生医療ー入門編1 06/ 03 6 eE-0

６ 時限　 竹尾　 透　 【 】 体外受精、 胚・ 精子の凍結、 顕微授精、 核移植2 06/ 10 eE-0

５ 時限　 荒木　 正健　 【 】 ト ラ ン ス ジェ ニ ッ ク マ ウ ス 、 ノ ッ ク ア ウ ト マ ウ ス3 06/ 17  eEJ-0

５ 時限　 荒木　 正健　 【 】 ゲノ ム編集技術によ る遺伝子改変マ ウ ス作製4 06/ 24 eEJ-0

５ 時限　 丹羽　 仁史　 【 ０ 】 胚性幹細胞の分子機構5 07/ 01 eE- I

５ 時限　 丹羽　 仁史　 【 ０ 】 胚性幹細胞の分子機構6 07/ 08 eE- II

５ 時限　 江良　 択実　 【 ０ 】 細胞、 そ の医学への応用7 07/ 15 eE- iPS

５ 時限　 福田　 孝一　 【 ０ 】 系統発生と 個体発生ー上皮の誕生と 神経系の特殊化8 07/ 29 eE-

５ 時限　 江角　 重行 【 】 各臓器の発生； 内胚葉， 消化器系 呼吸器系9 08/ 05    eE-0 —

５ 時限　 福田　 孝一　 【 】 各臓器の発生； 中胚葉 循環器系 泌尿生殖器系10 08/ 19 eE-0 , , 

５ 時限　 谷川　 俊祐　 【 】 腎臓の発生と 細胞を用いた再生11 08/ 26 eE-0 iPS

５ 時限　 小野　 悠介　 【 】 骨格筋の発生と 再生、 老化12 09/ 02 eE-0

５ 時限　 中村　 輝　 【 】 生殖細胞の発生と モ デル動物13 09/ 09 eE-0

５ 時限　 石黒　 啓一郎　 【 】 哺乳類における生殖細胞の発生14 09/ 16 eE-0

５ 時限　 岡野　 正樹　 【 】 エ ピ ジェ ネテ ィ ク ス と 発生15 09/ 30 eE-0

テ キス ト 特に指定はせず、 講義のポイ ン ト を ま と めた プ リ ン ト を配布する 。

参考文献

・ 邦訳： ギルバート 発生生物学（ 阿形清和、 高橋 “ Developmental Biology, 11th edition”  by Scott Gilbert  2016. 
淑子監訳、 メ ディ カ ルサイ エ ン ス イ ン タ ーナショ ナル　 年）2015
・ 邦訳： エ ッ セン シ “ Essential Developmental Biology, 3rd edition”  by Slack JMW.,Blackwell Publishing, 2012.  
ャ ル発生生物学（ 大隅典子訳、 羊土社、 年）2007
・  “ Manipulating the Mouse Embryo: A Laboratory Manual, 4th edition”  by Nagy A., Gertsenstein M., Vintersten
K., Behringer R., Cold Spring Harbor Laboratory Press, 2014.
・  “ Larsen’ s Human Embryology, 5th edition” by Shoenwolf GC, Bleyl SB, Brauer PR, Francis-West PH.
Churchill Livingstone, 2014.

履修条件

評価方法・ 基準 回の講義における小テ ス ト ある いはレ ポート で評価し 、 点数の平均を成績と する 。15

使用言語 「 英語」 に よ る授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他RDM7-009-82-2 2021 (24080) 1 2

科目名 講義題目 担当教員( )

先端診断医学理論【 先端診断医学理論HIGO HIGO Current Theory of Medical Diagnos(C1 )
松井啓隆 三上芳喜 古嶋昭博 平井俊範 菰原義弘 ,  ,  ,  ,  
植田光晴 城野博史 三隅洋平 馬場理也 佐藤陽之,  ,  ,  , , 

輔

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  45% 2.  45% 3.  5% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 5%

授業の形態 講義

授業の方法
遠隔地の学生や社会人学生等の受講者が多いこ と を 考慮し 、 予め録画さ れた コ ン テ ン ツ に よ る オ ン デマ ン ドe-learning
形式での講義を基本と する 。 場合によ り 、 補講、 個別講義、 別途の課題等によ り 対処する 。

授業の目的

各種疾患の診断には、 画像検査・ 生理学的検査・ 生化学的検査・ 病理学的検査を はじ め、 あら ゆる領域の知識や技術
を総動員し た 、 統合的な分析・ 診断能力が必要と なる 。 本科目では、 各領域のス ペシャ リ ス ト によ る最新の診断技術
を学び、 身に着ける こ と を目的と する 。 こ のため、 神経疾患・ 腫瘍性疾患・ 炎症性疾患など 、 代表的な疾患を例に と
り 、 診断理論や技術を教授する 。

学修目標

【 水準】A
病理検査・ 臨床検査・ 画像検査など 、 先端的な内容を含む様々な検査手法を用いて総合的に疾患を診断し 、 治療に結
びつける能力の獲得する 。 ま た 、 未解決の課題を自ら 発見し 解決に導く ための方法を立案でき る 。
【 水準】C
病理検査・ 臨床検査・ 画像検査など 、 先端的な内容を含む様々な検査手法の概要について理解し 、 説明でき る 。

授業の概要

先端診断学の講義では、 以下について学ぶ。 病理学領域では、 以下を解説する 。 形態学や分子細胞生物学を基盤と (1)
し た診断学の一端を紹介し 、 腫瘍で発現し ている分子など から 細胞分化や増殖や浸潤能と の関係。 病理標本を用い (2)
ての遺伝子変異の検索や メ チル化など の意義、 ア ポト ーシス の生体防御上の役割と ア ポト ーシス細胞の処理機DNA (3)
構、 赤血球およ び多核白血球の分化における役割。 臨床検査医学領域では、 造血器腫瘍の発症に関わる体細胞遺伝子
変異が単離さ れた経緯や、 臨床検査医学領域が高感度・ 高特異性を も っ て遺伝子変異を検出する こ と の意義について
概説する 。 ま た 、 癌や炎症疾患のバイ オ マ ーカ ーの探索や治療標的の発見に至る ま でのア プ ロ ーチを紹介する 。 放射
線診断学領域では、 など を用いての画像診断の実際と そ の研究法について解説する 。 ま た 、 実験学と し て 、CT, MRI RI
Ｒ Ｉ ト レ ーサー法の原理およ び放射線計測法、 さ ら に Ｒ Ｉ 分子イ メ ージン グについて概説する 。 神経内科学領域では
、 神経難病を はじ めと する神経疾患の統合的な診断手法の理論と 実際を概説する 。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

時限　 佐藤陽之輔　 【 】 免疫染色によ る腫瘍診断1 01/ 28 4 eJ-0

時限　 馬場理也　 【 】 分子病理診断（ 悪性腫瘍の分子病理を中心に ）2 02/ 01 4 eJ-0

時限　 三上芳喜　 【 】3 02/ 04 4 eJ-0 腫瘍診断学における病理組織学的ア プ ロ ーチ ： 形態を読む
ロ ジッ ク

時限　 植田光晴　 【 】 神経難病の先端診断技術4 02/ 08 4 eJ-L

時限　 三隅洋平　 【 】 希少、 遺伝性疾患の先端的診断ア プ ロ ーチ5 02/ 15 4 eJ-L

時限　 菰原義弘　 【 】 マ ク ロ フ ァ ージから 見た免疫病理学： 非腫瘍性疾患6 02/ 18 4 eJ-L

時限　 菰原義弘　 【 】 マ ク ロ フ ァ ージから 見た免疫病理学： 腫瘍性疾患7 02/ 22 4 eJ-L

時限　 松井啓隆　 【 】 次世代シーケン サーによ る遺伝子解析の原理と 応用8 02/ 25 4 eJ-0

時限　 松井啓隆　 【 】 臨床検査医学の実際と 展望9 03/ 01 4 eJ-0

時限　 城野博史　 【 】 基礎・ 臨床エ ビ デン ス に基づいた創薬研究10 03/ 04 4 eJ-0

時限　 平井俊範　 【 】 画像診断の最前線と 研究ア プ ロ ーチ11 03/ 08 4 eJ-0 MR

時限　 平井俊範　 【 】 画像診断の最前線と 研究ア プ ロ ーチ12 03/ 11 4 eJ-0 CT

時限　 古嶋昭博　 【 】 Ｒ Ｉ ト レ ーサー法と 放射線計測法の基礎と 応用13 03/ 15 4 eJ-0

時限　 古嶋昭博　 【 】 Ｒ Ｉ 分子イ メ ージン グ14 03/ 18 4 eJ-0

時限　 松井啓隆 出席出来なかっ た方への補講15 03/ 22 4

テ キス ト 特に指定はせず、 必要に応じ て講義のポイ ン ト を ま と めた プ リ ン ト を 配布する 。

参考文献
細胞工学別冊「 Ｒ Ｉ の逆襲」 ア イ ソ ト ープ を活用し た簡単・ 安全バイ オ （ 秀潤社、 年 月） 、 そ の他、 講義中. 2007 12
に必要に応じ て紹介する 。

履修条件

評価方法・ 基準
講義中の質疑応答や、 講義終了後に提示さ れる テ ーマ に関する レ ポート 等によ り 、 【 授業の目的】 に掲げた事項につ
いての理解度を評価する 。 回の講義における小テス ト あるいはレ ポート で評価し 、 上位 回分の点数の平均を成績15 10
と する 。

使用言語 「 日本語」 に よ る授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト ス ラ イ ド 資料等はでき る限り 英語のも のを用意する 。 ( )

実務経験を
活かし た授業

該当 病理学・ 放射線医学・ 神経内科学・ 検査医学の実臨床に携わる教員が、 オ ムニ バス形式によ り 、 そ の経験を活か (
し 、 疾患診断学の基礎から 実際ま で解説する 。 )

-#-
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他RDM7-010-82-2 2021 (24090) 1 2

科目名 講義題目 担当教員( )

先端治療医学理論【 】HIGO HIGO Advanced Therapeutics (C2) 坂上拓郎 神波大己 村上大造 宮丸悟 伊勢桃子 ,  ,  ,  ,  ,
日比泰造 田中靖人 直江秀昭 福島聡 ,  ,  ,  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････1.  80% 2.  20%

授業の形態 講義

授業の方法
質疑応答を重視し た講義形式で、 等を活用する 。 なお遠隔地の学生や社会人学生等には、 補講、 集Power point, OHP
中講義、 ビ デオ講義ある いは ラ ーニ ン グ等によ り 対処する 。e-

授業の目的

近年の分子生物学や医用工学の進歩は、 各領域の診断・ 治療において新たな展開を も たら し た 。 例えば、 癌や慢性炎
症の原因と なる責任分子（ 群） が同定さ れる よ う になり 、 そ れら を標的と し た治療法が臨床に導入さ れる よ う になっ
た 。 さ ら に病態における免疫機構の役割が明ら かになり 、 免疫の制御を介し た治療法も開発さ れている 。 ま た臓器移
植、 細胞移植、 さ ら には人工臓器が、 臓器の機能不全を補完する先進的な治療法と し て認知さ れてき た 。 一方、 内視
鏡機器の発達によ り 内視鏡的治療法が確立し 「 侵襲の少ない治療」 と し て 、 さ ま ざ ま な分野の疾患を対象に普及し て
いる 。 こ のよ う な多方面にわたる先端治療を紹介し 、 こ れから の医療の方向性についても考察する 。

学修目標

【 水準】A
先端治療法の理論的背景を理解する と 共に 、 実際の臨床でど のよ う に導入さ れている か、 ま た課題や今後の展開につ
いても把握する 。
【 水準】C
先端治療法の理論的背景を理解する と 共に 、 実際の臨床でど のよ う に導入さ れている か、 そ の臨床的効果についても
把握する

授業の概要

発癌進展過程や慢性炎症において 、 こ れら の病態を担う 責任分子（ 群） が近年の研究によ り 明ら かに さ れ、 責任分子
（ 群） の機能制御を介し た病状の改善や寛解、 さ ら には予防を目指す治療法が開発さ れている 。 講義では抗体、 ペプ
チ ド など を用いた分子標的治療の現状や将来を 、 基礎的理論を踏ま えて紹介する 。
ま た免疫異常と 病態と の関連から 、 免疫機構の制御を介し た新たな治療法がウ イ ルス性疾患、 自己免疫性疾患や癌に
対し て導入さ れる よ う になっ ており 、 そ の理論と 現状、 問題点について解説する 。 一方、 臓器不全の補完治療と し て
位置づけさ れている臓器移植、 細胞移植について概説し 、 加えて人工臓器の確立ま での経緯と 基礎的研究を紹介する
。 一方、 医用工学の発展によ り も た ら さ れた内視鏡的治療法の進歩を解説し 、 今後の展望についても言及する 。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

時限　 直江秀昭　 【 】 消化器疾患の内視鏡診断と 治療の進歩1 01/ 28 5  eJ-0

時限　 田中靖人　 【 】 肝疾患の診断と 最新治療2 02/ 01 5  eJ-0

時限　 田中靖人　 【 】 消化器疾患における分子標的治療3 02/ 04 5  eJ-0

時限　 坂上拓郎　 【 】 呼吸器疾患の診断と 治療の進歩4 02/ 08 5  eJ-0

時限　 坂上拓郎　 【 】 最新のア レ ルギー性肺疾患情報5 02/ 15 5  eJ-0

時限　 坂上拓郎　 【 】 最新の肺癌の診断と 治療6 02/ 18 5  eJ-0

時限　 宮丸悟　 【 】 嚥下障害に対する診断と 治療7 02/ 22 5  eJ-0

時限　 伊勢桃子　 【 】 高度感音難聴に対する人工内耳を用いた治療8 02/ 25 5  eJ-0

時限　 村上大造　 【 】 頭頸部疾患における内視鏡的治療9 03/ 01 5  eJ-0

時限　 日比泰造　 【 】 臓器移植の歴史と 現状10 03/ 04 5  eJ-0

時限　 日比泰造　 【 】 肝移植の基礎と 臨床11 03/ 08 5  eJ-0 -

時限　 神波大己　 【 】 尿路性器癌の最新治療戦略12 03/ 11 5  eJ-0

時限　 神波大己　 【 】 泌尿器科疾患における内視鏡的治療13 03/ 15 5  eJ-0

時限　 福島聡　 【 】 皮膚自己免疫疾患発症に対する分子標的治療14 03/ 18 5  eJ-0

時限　 福島聡　 【 】 皮膚悪性腫瘍に対する がん免疫療法15 03/ 22 5  eJ-0

テ キス ト 特に指定はせず、 講義のポイ ン ト を ま と めた プ リ ン ト を配布する 。

参考文献

先端医療シリ ーズ　 消化器疾患、 肝・ 胆・ 膵疾患、 呼吸器科、 耳鼻咽喉科・ 頭頚部外科学、 泌尿 1. 11. 25. 10. 35. 7. 
器科、 皮膚科、 人工臓器、 　 　 先端医療技術研究所38. 37. 
分子標的治療薬 作用機序と 臨床 　 　 　 メ デイ カ ルト リ ビ ュ ーン 社、 年 2. - - 2005
肝移植診療ガイ ド ブ ッ ク 　 　 日本肝臓学会・ 日本肝移植研究会 年 3.  2006

履修条件

評価方法・ 基準
講義中の質疑応答や、 講義終了後に提示さ れる テ ーマ に関する レ ポート 等によ り 授業の目標に掲げた事項についての
理解度を評価する 。 回の講義における小テ ス ト ある いはレ ポート で評価し 、 上位 回分の点数の平均を成績と する15 10
。

使用言語 「 日本語」 に よ る授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語」 のテ キス ト

実務経験を
活かし た授業

該当 診療の経験がある教員がオムニ バス形式によ り 指導する 。 ( )

-#-
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他RDM7-011-82-2 2021 (24100) 1 2

科目名 講義題目 担当教員( )

代謝循環制御学理論【HIGO HIGO Metabolic and Circulatory Regul(C3)
尾池雄一 山本達郎 向山政志 荒木栄一 後藤知己 ,  ,  ,  ,  
海北幸一 安達政隆 辻田賢一 山本英一郎 桒原,  ,  ,  ,  , 

孝成杉田道子,  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  30% 2.  30% 3.  30% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 10%

授業の形態 講義

授業の方法
質疑応答を重視し た講義形式で、 等を活用する 。 なお遠隔地の学生や社会人学生等には、 補講、 集Power point, OHP
中講義、 ビ デオ講義ある いは ラ ーニ ン グ等によ り 対処する 。e-

授業の目的

急性冠症候群の病態と 関与する因子、 およ び治療戦略、 遺伝的素因、 環境因子によ る急性冠症候群ハイ リ ス ク 群(1) (2) 
の層別化によ る個別化医療の意義、 糖尿病を ふく む代謝異常症や糖尿病血管合併症の病態と そ の治療戦略、 イ ン(3) (4)
ス リ ン作用や分泌の分子機構、 メ タ ボリ ッ ク シン ド ロ ーム ・ 肥満発症の分子機構と 治療戦略、 動脈硬化・ 肥満症(5) (6) 
の病態進展と 炎症細胞の連関、 （ ） 腎臓の生理的な働き と 、 ネフ ロ ン の各セグ メ ン ト での詳細な機能の分化、 コ ン ト7
ロ ール、 （ ） 主な腎疾患の病態と 、 そ の病態を引き起こ すメ カ ニ ズム、 手術侵襲の代謝循環への影響と そ のメ カ8 (9) 
ニ ズム、 ま た こ れら の影響を制御する治療戦略、 等について理解する 。

学修目標

【 水準】A
代謝循環制御学に関する講義では、 以下のこ と を 理解し 、 自身の研究や診療活動に応用でき る 。
急性冠症候群の病態と 関与する因子、 およ び治療戦略 1.
遺伝的素因、 環境因子によ る急性冠症候群ハイ リ ス ク 群の層別化によ る個別化医療の意義 2.
糖尿病をふく む代謝異常症や糖尿病血管合併症の病態と そ の治療戦略、 3.
イ ン ス リ ン 作用や分泌の分子機構、 4.
メ タ ボリ ッ ク シン ド ロ ーム ・ 肥満発症の分子機構と 治療戦略 5.
動脈硬化・ 肥満症の病態進展と 炎症細胞の連関 6.
腎臓の生理的な働き と 、 ネフ ロ ン の各セグ メ ン ト での詳細な機能の分化、 コ ン ト ロ ール 7.
主な腎疾患の病態と 、 そ の病態を引き起こ すメ カ ニ ズム 8.
手術侵襲の代謝循環への影響と そ のメ カ ニ ズム、 ま た こ れら の影響を制御する治療戦略 9.
【 授業の概要】 
① 急性冠症候群の基盤である動脈硬化進展メ カ ニ ズムおよ びそ の治療戦略を中心に解説する 。 ま た 、 心筋梗塞や心筋
虚血再灌流時の梗塞組織のリ モ デリ ン グ や虚血再灌流障害に関与する分子についての現状を解説する 。 遺伝的素因、
環境因子によ る急性冠症候群発症のハイ リ ス ク 群階層化によ る個別化医療実現について系統的に講義する 。 つづ く 　( )
【 水準】C
上記 〜 の項目について理解はし ているが、 自身の研究や診療活動に応用でき る レ ベルには到達し ていない。1 9

授業の概要

（ 【 授業の概要】 つづき ）
② 糖尿病や糖尿病合併症、 そ の基盤と なる イ ン ス リ ン 作用障害やイ ン ス リ ン分泌障害の発症機序について解説する 。
さ ら に 、 文献や最新の研究成果を紹介する こ と に よ り 、 こ のよ う な病態における未知の領域に対する分子細胞生物学
や発生工学的手法など の新し い技術を用いたア プ ロ ーチ法を議論する 。
③ 動脈硬化性疾患の基盤病態である メ タ ボリ ッ ク シン ド ロ ーム ・ 肥満の分子機構解明と 治療戦略についてそ の現状を
学ぶ。
④ 腎のネフ ロ ン 各セグ メ ン ト の詳細な構造、 チャ ネルや輸送体の分布を学習する 。 ま たそ れら のコ ン ト ロ ールに関わ
る メ カ ニ ズムを学ぶ。 腎血流や血圧に対する腎の機能的な変化を学習し 、 そ れら を分子生理学的にど のよ う に捕ら え
てい く かを学ぶ。 ま た蛋白尿と 腎機能障害の発生メ カ ニ ズムを検討し 、 各種腎疾患における病態生理学的なメ カ ニ ズ
ムを学習する 。
⑤ 手術侵襲によ り 、 患者は交感神経系の興奮・ 疼痛・ 炎症反応など様々な影響によ り 大き く 代謝・ 循環系への影響を
受ける 。 こ のよ う な影響がど のよ う 生理学的な基礎に基づいて発症する かの理論を解説し 、 ま たこ の理論に基づいた
治療戦略の概要を解説する 。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

５ 時限　 海北幸一　 【 】 心筋虚血再灌流障害のメ カ ニ ズム1 10/ 08  eE-0

５ 時限　 山本英一郎【 】 遺伝的素因、 環境因子によ る個別化医療2 10/ 15  eE-L

５ 時限　 辻田賢一　 【 】 動脈硬化進展メ カ ニ ズムと 治療戦略3 10/ 22  eE-0

５ 時限　 杉田　 道子 【 】 治療戦略手術侵襲の種類と そ の影響4 10/ 29  eE-0

５ 時限　 後藤知己　 【 】 と 窒素代謝について5 11/ 05  eE-0,eJ-0 NO

５ 時限　 荒木栄一　 【 】 イ ン ス リ ン と イ ン ス リ ン の作用6 11/ 12  eE-0

５ 時限　 荒木栄一　 【 】 糖尿病合併症と そ の対応7 11/ 19  eE-0

５ 時限　 山本達郎　 【 】 手術侵襲によ る影響の生理的メ カ ニ ズム8 11/ 26  eE-0

５ 時限　 山本達郎　 【 】 手術侵襲を制御する治療戦略、 特に痛みについて9 12/ 03  eE-0

５ 時限　 安達政隆　 【 】 腎臓における 代謝のメ カ ニ ズム10 12/ 10  eE-0 K

５ 時限　 桒原孝成　 【 】 ネフ ロ ン の構造と 機能11 12/ 17  eE-0

５ 時限　 向山政志　 【 ０ 】 腎臓における およ び水代謝のメ カ ニ ズム12 12/ 24  eE- Na

５ 時限　 後藤知己　 【 】 小胞体ス ト レ ス病について13 01/ 07  eE-0,eJ-0

５ 時限　 荒木栄一 代謝異常症の病態と 治療14 01/ 14  

５ 時限　 尾池雄一 老化・ 生活習慣関連疾患の分子病態15 01/ 21  

テ キス ト 特に指定はせず、 講義のポイ ン ト を ま と めた プ リ ン ト を配布する 。

参考文献

・ "Braunwald’ s Heart Disease : A Textbook of Cardiovascular Medicine, Eight edition" edited by Libby P et al.
　 ・Saunders Press, Philadelphia, 2007. "Miller’ s Anesthesia, sixth edition" edited by Miller RD. Elsevier

　 ・ 　 ・Churchill Livingstone, Philadelphia, 2005. Brenner & Rector’ s The Kidney 10th edition, Elsevier
Comprehensive Clinical Nephrology 3rd edition, Mosby

履修条件
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評価方法・ 基準
講義中の質疑応答や、 講義終了後に提示さ れる テ ーマ に関する レ ポート 等によ り 、 【 授業の目的】 に掲げた事項につ
いての理解度を評価する 。 回の講義における小テス ト あるいはレ ポート で評価し 、 上位 回分の点数の平均を成績15 10
と する 。

使用言語 「 英語」 に よ る授業

教科書・ 資料の言語 「 英語」 のテ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当

-#-
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他RDM7-012-82-2 2021 (24110) 1 2

科目名 講義題目 担当教員( )

発達生育医学理論【 　 発達生育医学理HIGO HIGO Reproductive and Developmental Me(C4
論)

中村公俊 奥山虎之 日比泰造 大場隆 三渕浩 仲 ,  ,  ,  ,  , 
里仁史 松本志郎 岩井正憲 齋藤文誉 山口宗影 ,  ,  ,  ,  ,

小篠史郎 坂本理恵子 城戸淳 磯野香織 ,  ,  ,  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  30% 2.  30% 3.  30% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 10%

授業の形態 そ の他

授業の方法
質疑応答、 など を活用する 。 遠隔地の学生や社会人学生には補講、 ラ ーニ ン グ 、 レ ポート など で対応すPower Point e-
る 。

授業の目的

発達生育医学論理論講義では以下のこ と を 理解する こ と を 目標と する 。 （ １ ） ヒ ト の受精、 妊娠における生理機能と
病態についての基本的な知識の習得、 （ ２ ） 出生に至るま での医学的な介入と そ の社会的な意味の理解、 （ ３ ） ヒ ト
の発育、 発達に関する生理的な状態と 病的状態の基本的知識の取得、 （ ４ ） 遺伝性疾患、 神経筋疾患や外科疾患、 移
植医療など 、 小児期の多様な疾患に関する理解。

学修目標

【 水準】A
発達生育医学に関わる基本的な知識と 先進医療における問題について 、 生理と 病理、 病態と 治療、 技術と 倫理的側面
から 理解する 。 さ ら に 、 妊娠や出産、 未熟児医療や生殖補助医療、 出生前診断や難病対策、 外科疾患、 移植医療など
について 、 十分に達成し ている レ ベルを 水準と する 。A

【 水準】C
達生育医学に関わる基本的な知識と 先進医療における問題について、 生理と 病理、 病態と 治療、 技術と 倫理的側面か
ら 理解する 。 さ ら に 、 妊娠や出産、 未熟児医療や生殖補助医療、 出生前診断や難病対策、 外科疾患、 移植医療など に
ついて、 最低限達成し ている レ ベルを 水準と する 。C

授業の概要

発達生育医学における最も重要な事柄及び最近注目さ れている研究の進歩について紹介する 。 妊娠、 出産に関する講
義では、 出産に至る過程に存在する様々な問題について考え 、 妊娠の継続に重要な胎盤の生理と 病理、 医学的な介入
方法など を学ぶ。 ま た 、 性分化異常の病態と 治療についての基本的な考え方と 医学的介入に関する知識を習得する 。 
妊娠出産にいたる胎児の発育は未熟児医療の問題と も直結し ている 。 そ こ で、 未熟新生児の生理について学び、 未熟
児に特有な病態や疾患など について考える 。 近年、 生殖補助医療の分野で進歩は目覚し く 、 そ の経験も深ま り つつあ
る 。 生殖補助医療の基本と 最近の進歩を学ぶと と も に 、 そ の倫理的側面について考える 。 一方、 出生前診断の技術と
応用例を学ぶ。 そ の倫理的側面についても議論し たい。 さ ら に 、 新生児外科疾患、 小児の臓器移植について理解を深
める 。 小児期の疾患ではそ の概要、 病態、 治療について具体的な症例に学ぶと と も に 、 最近の進歩ま で俯瞰し たい。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

時限　 奥山虎之非常勤講師 小児遺伝性疾患の酵素補充療法と 遺伝子治療1 10/ 07 5   

時限　 仲里仁史教授 遺伝性腎疾患について2 10/ 14 5   

時限　 中村公俊教授 小児難病の早期診断と 治療3 10/ 21 5   

時限　 岩井正憲講師4 10/ 28 5   

日本における近年の新生児集中治療と 新生児低酸素性虚血
性脳症に対する新たな治療戦略について概説する 。 新生1. 
児集中治療室、 新生児低酸素性虚血性脳症に対する新生2. 
児低体温療法、 エ リ ス ロ ポエ チ ン を用いた神経新生、 血3.
管新生、 再髄鞘化について研究内容の つについて紹介す3
る 。

時限　 三渕 浩特任教授 先天異常と 遺伝カ ウ ン セリ ン グ5 11/ 04 5    

時限　 小篠史郎特任講師6 11/ 11 5   小児神経筋疾患の分子病態と 治療戦略　 ー 型筋Duchenne
ジス ト ロ フ ィ ー、 脊髄性筋萎縮症ー

時限　 坂本理恵子講師 小児の肝臓病の現状と 課題7 11/ 18 5   

時限　 松本志郎准教授 生体内のア ミ ノ 酸代謝と そ の恒常性維持破綻によ る疾患8 11/ 25 5   

時限　 城戸淳講師9 12/ 02 5   我が国における先天性ア ミ ノ 酸代謝異常症の現状 治療、: 
長期的予後や今後の課題について

時限　 大場 隆准教授　 【 】 胎児異常の出生前診断と そ の倫理10 12/ 09 5    eJ-0

時限　 大場隆准教授11 12/ 16 5   ヒ ト 胎盤の構造、 生理と 病理、 胎盤の異常と 異常妊娠の関
連、 絨毛性疾患

時限　 齋藤文誉助教　 【 】 ヒ ト 子宮内膜の構造、 生理と 病理、 なら びに癌化12 12/ 23 5   eJ-0

時限　 山口宗影講師　 【 】 ヒ ト 胎盤絨毛マ ク ロ フ ァ ージの多彩な機能と 周産期疾患13 01/ 06 5   eJ-0

時限　 磯野香織助教 新生児外科的疾患における出生前診断と 周産期管理14 01/ 13 5   

時限　 日比泰造教授 小児患者に対する臓器移植の適応と 成績15 01/ 20 5   

テ キス ト Nelson Textbook of PEDIATRICS

参考文献 特に指定し ない。

履修条件

評価方法・ 基準 講義中の内容を通し て学んだ こ と を レ ポート と し て提出し 、 点数によ り 評価する 。

使用言語 「 日本語と 英語によ る ミ ッ ク ス 」 授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当

-#-
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他RDM7-013-83-2 2021 (24120) 1 2

科目名 講義題目 担当教員( )

腫瘍先端医学理論 【 】 （ ） 腫瘍学全体のHIGO I HIGO Advances in Oncologic Medicine (C5 1
概要と そ の理解、 （ ） 消化器外科学の現状と 最新の知見、 （ ） 顎口腔腫瘍学の現状と 最新2 3

の知見、 （ ） 呼吸器外科学の現状と 最新の知見4 )
鈴木実 荒木令江 馬場秀夫 中山秀樹 ,  ,  ,  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  45% 2.  35% 3.  10% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 10%

授業の形態 講義

授業の方法
質疑応答を重視し た講義形式で、 等を活用する 。 なお遠隔地の学生や社会人学生等には、 補講、 集中講義Power point
、 ビ デオ講義あるいは ラ ーニ ン グ等によ り 対処する 。e-

授業の目的
腫瘍先端医学理論 に関する講義では、 以下のこ と を理解する こ と を 目標と する 。 腫瘍学全体の概要と そ の理解、I (1)
消化器外科学の現状と 最新の知見、 顎口腔腫瘍学の現状と 最新の知見、 呼吸器外科学の現状と 最新の知見(2) (3) (4)

学修目標

【 水準】A
ヒ ト 腫瘍の原因、 発生から 進展、 浸潤・ 転移のメ カ ニ ズムについて最新の知識を身につける 。 そ の一方で、 各腫瘍の
疫学から 診断・ 治療ま での最新の臨床医療についての知識も身につける 。 最終的に、 基礎と 臨床の知識を統合し 、 最
先端医療を行う 過程で、 課題を見出し 解決する能力を身につけ、 自ら 実践し てい く こ と を 目標と する 。
【 水準】C
ヒ ト 腫瘍の原因、 発生から 進展、 浸潤・ 転移のメ カ ニ ズムについて最新の知識を身につける 。 そ の一方で、 各腫瘍の
疫学から 診断・ 治療ま での最新の臨床医療についての知識も身につける 。

授業の概要

腫瘍発症のメ カ ニ ズムに関する歴史的発見と 現在ま での研究の発展に関し て概説する と と も に 、 世界的にも最先端の
研究の例を あげ、 当研究室の研究を含めて講義する 。 特に腫瘍関連遺伝子の細胞内分子メ カ ニ ズム、 細胞周期、 細胞
死、 分化異常に関する研究、 こ れに関連し た治療薬、 分子診断技術と し てのゲノ ム ・ ト ラ ン ス ク リ プ ト ーム・ プ ロ テ
オ ミ ク ス 、 最先端の話題と し てがん幹細胞に関する最近の知見を講義する
　 食道癌、 胃癌、 大腸癌、 膵癌、 肝癌、 胆道癌、 、 など の消化器癌は、 患者数も多く 、 癌の中でも中心的な位置GIST
を占める 。 各消化器癌における標準治療、 およ び難治癌、 転移を伴う 進行癌、 再発癌に対する先進治療について解説
する 。
　 口腔扁平上皮癌の予後を左右する ものは、 周囲組織への浸潤と 頸部リ ン パ節への転移である 。 そ こ で、 今回は本腫
瘍の浸潤、 転移機構に関連する各種接着分子、 蛋白分解酵素の働きについて解説する 。
　 呼吸器外科の進歩は結核外科時代から 受け継がれてき た伝統と 画像診断を中心と し た機器の発展に依存する と こ ろ
が大きい。 がん死亡の大きな部分を占める肺癌を中心に 診断および治療の最先端の知見およ び当科での研究の一端を,
講義する 。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

４ 時限　 荒木　 令江　 【 】 腫瘍医学総論1 10/ 05 eEJ-L     ----

時限　 荒木　 令江　 【 】 腫瘍医学各論2 10/ 12 4 eEJ-L 1   ----

４ 時限　 荒木　 令江　 【 】 腫瘍医学各論3 10/ 19 eEJ-L 2   ----

４ 時限　 馬場　 秀夫　 【 】 消化器外科学総論4 10/ 26 eJ-0    ----

４ 時限　 馬場　 秀夫　 【 】 消化器外科学各論5 11/ 02 eE-0 1   ---

４ 時限　 馬場　 秀夫　 【 】 消化器外科学各論6 11/ 09 eJ-0 2    ---

４ 時限　 馬場　 秀夫　 【 】 消化器外科学各論7 11/ 16 eE-0 3    ---

４ 時限　 馬場　 秀夫　 【 】 消化器外科学各論8 11/ 30 eE-0 4    ---

４ 時限　 馬場　 秀夫　 【 】 消化器外科学各論9 12/ 07 eE-0 5    ---

４ 時限　 中山　 秀樹　 【 】 顎口腔腫瘍総論　10 12/ 14 eJ-0 ---

４ 時限　 中山　 秀樹　 【 】 口腔扁平上皮癌の診断と 治療11 12/ 21 eJ-0

４ 時限　 中山　 秀樹　 【 】 口腔扁平上皮癌の治療上の問題点と 課題12 01/ 04 eJ-0

４ 時限　 鈴木　 実　 【 】 胸部腫瘍総論13 01/ 11 eE-0       ----

４ 時限　 鈴木　 実　 【 】 肺癌14 01/ 18 eJ-0             --------

４ 時限　 鈴木　 実　 【 】 縦隔腫瘍、 そ の他15 01/ 25 eE-0    -----

テ キス ト 特に指定はし ない。

参考文献

・ 「 がんの生物学」 ロ バート ・ ワ イ ン バーグ 武藤誠　 南江堂（ 翻訳版） 「 」A. /  The biology of cancer  Weinberg RA,
英語版 　 「 がん遺伝子の発見 がん解明の同時代史」 黒木登志夫著 中央公論新社、 「New York: Garland Science.( )  . . 

疾患プ ロ テ オ ミ ク ス の最前線 プ ロ テ オ ミ ク ス で病気を治せるか 」 、 戸田年総・ 荒木令江編遺伝子医学ＭＯＯＫ 、 メ -  
ディ カ ルド ウ 　 　. Cancer: principles & practice of oncology. DeVita VT Jr, et al., editors, Philadelphia: Lippincott

　 　Williams & Wilkins.  Abeloff MD, et al.: Clinical Oncology. New York: Churchill Livingstone. ACS surgery:
顎口腔医学推薦書principles and practice. Wilmore DW, et al., editors. New York: WebMD. 

先端医療シリ ーズ 　 呼吸器外科の最新医療 末舛惠一・ 人見滋樹監修、 先端医療技術研究所、 年26 ( 2004 )

履修条件

評価方法・ 基準
講義中の態度、 講義中の質疑応答や、 講義終了後に提示さ れる テ ーマ に関する レ ポート 等によ り 、 【 授業の目的】 に
掲げた事項についての理解度を評価する 。

使用言語 「 日本語と 英語によ る ミ ッ ク ス 」 授業 (----)

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト  (------)

実務経験を
活かし た授業

該当 手術、 診療に実際に携わる医師が最新の情報と 技術を持っ て講義を行う ( )

-#-
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他RDM7-014-83-2 2021 (24130) 1 2

科目名 講義題目 担当教員( )

腫瘍先端医学理論 【 腫瘍先端医学理論HIGO II HIGO The Forefront of Clinical Oncol( II C6) 大屋夏生、 武笠晃丈、 村上龍次、 山本豊、 齋藤文     
誉、 本原剛志、 岩永栄作、 野坂生郷、 安永純一朗    

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  70% 2.  10% 3.  10% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 10%

授業の形態 講義

授業の方法 を活用し た講義形式を原則と する が、 ビ デオ講義ある いは ラ ーニ ン グ を活用する こ と も あり う る 。Power point e-

授業の目的 腫瘍先端医学理論 における講義では、 以下の領域における 、 腫瘍学の最先端に関する理解を深める こ と を目標と するII
。 放射線腫瘍学、 乳腺・ 内分泌腫瘍学、 婦人科腫瘍学、 脳神経腫瘍学、 造血腫瘍学(1) (2) (3) (4) (5)

学修目標

【 水準】A
以下の領域における腫瘍学の最先端に関する理解を深める こ と を 目標と する 。
放射線腫瘍学、 乳腺・ 内分泌腫瘍学、 婦人科腫瘍学、 脳神経腫瘍学、 造血腫瘍学(1) (2) (3) (4) (5)

【 水準】C
以下の領域における腫瘍学の最先端に関し 、 一定の知識を得る こ と を 目標と する 。
放射線腫瘍学、 乳腺・ 内分泌腫瘍学、 婦人科腫瘍学、 脳神経腫瘍学、 造血腫瘍学(1) (2) (3) (4) (5)

授業の概要

放射線腫瘍学の最先端を 、 特に高精度放射線治療技術に重点をおいて解説する 。(1)
乳腺・ 内分泌腫瘍学について乳癌、 甲状腺癌を中心に外科的療法、 化学療法、 分子標的治療など の先端医学につい(2)

て解説する 。
婦人科腫瘍学について、 最近の動向と 治療を中心に解説し 、 特に子宮頸癌の腔内照射・ 外照射、 に(3) chemordiation

言及する 。
脳神経腫瘍学の最先端を 、 特に悪性脳腫瘍の分子生物学に重点を おいて解説する 。(4)
造血器腫瘍学における最先端を 、 腫瘍発生病態と そ の制御に重点を おいて解説する 。(5)

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

５ 時限　 大屋　 夏生　 【 】 放射線治療のメ カ ニ ズム1 10/ 05 eJ-0

５ 時限　 大屋　 夏生　 【 】 定位放射線治療と 強度変調放射線治療2 10/ 12 eJ-0

５ 時限　 村上　 龍次　 【 】 画像誘導放射線治療と 適応放射線治療3 10/ 19 eJ-0

５ 時限　 山本　 豊　 【 】 乳がんの疫学と 生物学的特徴4 10/ 26 eJ-0

５ 時限　 山本　 豊　 【 】 乳がん治療のパラ ダ イ ムシフ ト5 11/ 02 eJ-0

５ 時限　 山本　 豊　 【 】 乳がんの分子標的治療6 11/ 09 eJ-0

５ 時限　 本原　 剛志　 【 】 婦人科悪性腫瘍の疫学と 病因7 11/ 16 eJ-0

５ 時限　 齋藤　 文誉　 【 】 婦人科悪性腫瘍に対する治療の変遷8 11/ 30 eJ-0

５ 時限　 本原　 剛志　 【 】 婦人科悪性腫瘍における放射線治療9 12/ 07 eJ-0

５ 時限　 武笠　 晃丈　 【 】 脳腫瘍の分子生物学的特性10 12/ 14 eJ-0

５ 時限　 武笠　 晃丈　 【 】 脳腫瘍診断の最先端11 12/ 21 eJ-0 -

５ 時限　 武笠　 晃丈　 【 】 脳腫瘍治療の最先端12 01/ 04 eJ-0 -

Ⅰ５ 時限　 岩永　 栄作　 【 】 造血器腫瘍 （ 白血球系）13 01/ 11 eJ-0

Ⅱ５ 時限　 野坂　 生郷　 【 】 造血器腫瘍 （ リ ン パ球系）14 01/ 18 eJ-0

Ⅲ５ 時限　 安永　 純一朗　 【 】 造血器腫瘍 （ ウ イ ルス が引き起こ す造血器腫瘍）15 01/ 25 eJ-0

テ キス ト 特に指定はせず、 講義のポイ ン ト を ま と めた プ リ ン ト を配布する場合がある 。

参考文献 特になし

履修条件

評価方法・ 基準
講義中の質疑応答や、 講義終了後に提示さ れる テ ーマ に関する レ ポート 等によ り 、 【 授業の目的】 に掲げた事項につ
いての理解度を評価する 。 回の講義における小テス ト あるいはレ ポート で評価し 、 上位 回分の点数の平均を成績15 10
と する 。

使用言語 「 日本語」 に よ る授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語」 のテ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他RDM7-015-83-2 2021 (24140) 1 2

科目名 講義題目 担当教員( )

機能再建医学理論【 】HIGO HIGO Restorative Medicine (C7) 宮本健史 福島聡 西川武志 蒲原英伸河野宏明福 ,  ,  ,  ,  ,
井寿啓原田正公 ,  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  50% 2.  30% 3.  10% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 10%

授業の形態 講義

授業の方法
質疑応答を重視し た講義形式で、 等を活用する 。 なお遠隔地の学生や社会人学生等には、 補講、 集Power point, OHP
中講義、 ビ デオ講義ある いは ラ ーニ ン グ等によ り 対処する 。e-

授業の目的
近年、 機能再建医学はあら ゆる領域で著し く 進歩し ている 。 本講義では、 生命維持と 生活機能の両面から 機能再建医
学の現状と 課題について理解し 、 さ ら に機能再建医学の新たな展開のために不可欠な臨床研究の方法論について習得
する こ と を 目標と する 。

学修目標

【 水準】A
以下の事項を理解し 、 説明でき る よ う になる こ と を 目標と する 。 敗血症の病態と 治療戦略、 敗血症から 臓器不全発(1)
症のメ カ ニ ズム、 冠症候群のリ ス ク フ ァ ク タ ー、 心臓血管系疾患と そ の外科治療についての最新の知識、 心臓血(2) (3)
管系疾患と そ の外科治療についての最新の知識、 皮膚創傷治癒のメ カ ニ ズム、 体表血流分布の解剖学的部位によ る(4)
違い、 形成外科的手技や再生医学的手法、 骨・ 関節機能の破綻と そ の対策、 臨床研究を立案・ 実施する上で必要(5) (6)
な基礎知識

【 水準】C
以下の事項を概ね理解する こ と を 目標と する 。 敗血症の病態と 治療戦略、 敗血症から 臓器不全発症のメ カ ニ ズム、(1)
冠症候群のリ ス ク フ ァ ク タ ー、 心臓血管系疾患と そ の外科治療についての最新の知識、 心臓血管系疾患と そ の外(2) (3)

科治療についての最新の知識、 皮膚創傷治癒のメ カ ニ ズム、 体表血流分布の解剖学的部位によ る違い、 形成外科的(4)
手技や再生医学的手法、 骨・ 関節機能の破綻と そ の対策、 臨床研究を立案・ 実施する上で必要な基礎知識(5) (6)

授業の概要

授業では、 国際的な敗血症のガイ ド ラ イ ン の新たな定義、 治療戦略を理解し 、 新たな臨床研究の可能性について概説
する 。 ま た 、 敗血症から 臓器不全発症のメ カ ニ ズムを基礎的およ び臨床的視点で検討する 。 さ ら に 、 緊急を要する代
表的な疾患である冠症候群のリ ス ク フ ァ ク タ ー、 心不全・ 虚血性心疾患・ 心臓弁膜症に対する外科治療の進歩につい
て講義する 。 一方、 皮膚や骨・ 関節の障害は生命に直接関わる こ と は少ないも のの、 生活機能に与える影響は大き い
。 授業では、 皮膚創傷治癒の理論について分子生物学的な最新の知見を交えて解説し 、 人体の皮膚血流の研究によ る
皮弁の進歩やマ イ ク ロ サージャ リ ーの発展に伴う 血管・ リ ン パ管・ 神経の再建医学について講義する 。 ま た、 骨や関
節機能の恒常性破綻機構の基礎を解説し 、 そ の対応の試みについて近年 の研究成果を含めて紹介する 。 さ ら に本講義 
では、 臨床研究を実施する上で不可欠な研究仮説の立て方と 研究デザイ ン の選択、 臨床データ の取り 扱いと 統計解析
法について解説する 。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

４ 時限　 福島　 　 聡　 【 】 創傷治癒のメ カ ニ ズム1 10/ 06 eJ-0

４ 時限　 福島　 　 聡　 【 】 局所皮弁によ る再建2 10/ 13 eJ-0 -

４ 時限　 福島　 　 聡　 【 】 マ イ ク ロ サージャ リ ーを用いた再建3 10/ 20 eJ-0

４ 時限　 宮本健史　 【 】 骨恒常性の維持機構と そ の破綻4 10/ 27  eJ-0

４ 時限　 宮本健史　 【 】 関節軟骨のバイ オ ロ ジー5 11/ 10  eJ-0

４ 時限　 宮本健史　 【 】 炎症性関節破壊と そ の対策6 11/ 17  eJ-0

４ 時限 　 西川　 武志【 】 研究の仮説と デザイ ン7 11/ 24  eJ-0

４ 時限　 蒲原　 英伸　 【 】 敗血症の新たな診断と 治療戦略8 12/ 01 eJ-0

４ 時限　 蒲原　 英伸　 【 】 に よ る臓器不全のメ カ ニ ズム9 12/ 08 eJ-0 Sepsis

４ 時限　 河野　 宏明　 【 】 冠動脈疾患の危険因子と 性差10 12/ 15 eJ-0

４ 時限　 福井　 寿啓　 【 】 心不全の外科治療の進歩11 12/ 22 eJ-0

４ 時限　 福井　 寿啓　 【 】 虚血性心疾患の外科治療12 01/ 05 eJ-0

４ 時限　 福井　 寿啓　 【 】 心臓弁膜症の外科治療13 01/ 12 eE-0

４ 時限　 西川　 武志　 【 】 糖尿病合併症研究から 考える研究の仮説と デザイ ン14 01/ 19 eJ-0

４ 時限　 原田　 正公【 】 臨床研究における臨床データ の取扱いと 統計解析15 01/ 26 eJ-0

テ キス ト 特に指定はせず、 講義のポイ ン ト を ま と めた プ リ ン ト を配布する 。

参考文献 授業中に適宜紹介する 。

履修条件

評価方法・ 基準 回の講義における レ ポート で評価し 、 上位 回分の点数の平均を成績と する 。15 10

使用言語 「 日本語」 に よ る授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語」 のテ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他RDM7-016-83-2 2021 (24150) 1 2

科目名 講義題目 担当教員( )

がん治療学理論【 】 Ｃ ８ がん治療学理論HIGO HIGO Cancer therapeutics ( )
鈴木実 武笠晃丈 坂上拓郎 大屋夏生 神波大己 ,  ,  ,  ,  ,
折田頼尚 馬場秀夫 田中靖人 中山秀樹 野坂生郷 ,  ,  ,  ,  
山本豊 日比泰造 宮本健史 福島　 聡、 本原　 剛,  ,  ,  ,  

志

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････1.  60% 2.  35% 3.  5%

授業の形態 講義

授業の方法 ある いは対面講義によ り 講義を進める 。e-learning

授業の目的

がん治療学理論における講義では、 外科治療、 放射線治療、 化学療法や免疫療法など のがんに対する治療法の基礎的
理解を深め、 ま た治療法の歴史的変遷、 最近の標準治療、 今後の方向性についても理解し 習得でき る よ う に指導する
。 さ ら に 、 各論と し て 、 以下の領域における 、 がん治療の最先端に関する理解を深める こ と を 目標と する 。 （ １ ） 消
化器腫瘍（ ） 呼吸器腫瘍（ ３ ） 脳神経系腫瘍（ ） 頭頚部腫瘍（ ５ ） 顎口腔腫瘍（ ） 乳腺内分泌腫瘍（ ） 泌尿器系2 4 6 7
腫瘍（ ８ ） 婦人科腫瘍（ ） 骨軟部腫瘍（ ） 皮膚腫瘍（ ） 造血器腫瘍（ ） 小児腫瘍等につき最新の治療法に関9 10 11 12
する知識の習得を目標と する 。

学修目標

【 水準】A
外科治療、 放射線治療、 化学療法や免疫療法など のがんに対する治療法の基礎的理解を習得し 、 最新の治療法等を交
えて他人に説明する こ と ができ る 。
【 水準】C
外科治療、 放射線治療、 化学療法や免疫療法など のがんに対する治療法を おおむね理解し 、 他人に伝える こ と ができ
る 。

授業の概要

本講義では、 がん治療の総論と し ての、 外科治療、 化学療法、 放射線療法、 免疫療法など に加え、 そ れぞれの臓器ご
と の最新の治療法、 標準治療に関する理解を深める 。 がんの治療に関し ては近年、 そ れぞれの臓器ご と にガイ ド ラ イ
ン が策定さ れ、 均填化が図ら れている 。 がん治療の標準化のために、 さ ま ざ ま な臨床試験が推進さ れ、 得ら れた結果
に基づき 、 エ ビ デン ス レ ベルの高いものが標準治療と し て 、 確立さ れる が、 こ れま での臨床試験の結果から 、 ど のよ
う に標準治療が確立さ れている かを学ぶ。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

木曜　 ５ 時限　 田中　 靖人　 【 】 消化器がんの内科的治療1 01/ 27 eJ-0

月曜　 時限　 馬場　 秀夫　 【 】 消化器がんの外科治療2 01/ 31 5 eJ-0

木曜　 ５ 時限　 坂上　 拓郎　 【 】 肺がんの内科的治療＿3 02/ 03 eJ-0

月曜　 ５ 時限　 鈴木　 実　 【 】 肺がんの外科的治療＿4 02/ 07 eJ-0

木曜　 ５ 時限　 中山　 秀樹　 【 】5 02/ 10 eJ-0
口腔癌の治療
口腔癌に対する外科治療、 放射線治療、 化学療法、 およ び
免疫療法など の効果と 治療の位置付けについて講義する 。

月曜　 ５ 時限　 折田　 頼尚　 【 】 頭頸部腫瘍の治療＿＿6 02/ 14 eJ-0

木曜　 ５ 時限　 宮本　 健史　 【 】 骨軟部腫瘍の治療＿＿7 02/ 17 eJ-0

月曜　 ５ 時限　 山本　 豊　 【 】 乳がんの治療＿＿＿＿8 02/ 21 eJ-0

木曜　 ５ 時限　 本原　 剛志　 【 】 婦人科悪性腫瘍の治療9 02/ 24 eJ-0

月曜　 ５ 時限　 神波　 大己　 【 】 泌尿器系腫瘍の治療＿＿10 02/ 28 eJ-0

木曜　 ５ 時限　 福島　 聡　 【 】 皮膚がんの治療＿＿＿11 03/ 03 eJ-0

月曜　 ５ 時限　 日比　 泰造　 【 】 小児固形癌の治療＿＿12 03/ 07 eJ-0

木曜　 ５ 時限　 武笠　 晃丈　 【 】 脳腫瘍の治療＿＿＿＿13 03/ 10 eJ-0

月曜　 時限　 野坂　 生郷　 【 】 造血器腫瘍の治療＿＿14 03/ 14 5 eJ-0

木曜　 ５ 時限　 大屋　 夏生　 【 】 がんの放射線治療＿＿15 03/ 17 eJ-0

テ キス ト 特に指定せず、 講義のポイ ン ト を ま と めた プ リ ン ト を 配布する 。

参考文献

・ 新臨床腫瘍学、 日本臨床腫瘍学会編 
・ Cancer principles & practice of oncology,V.T. DeVita, S.Hellman, S.A.Rosenberg,Lippincott Willams &Wilkins
・ Clinical Oncology, M.D.Abeloff, J.O. Armitage, J.E.Niederhuber,M.B.Kastan,W.G.McKenna, Elsevier
・ Cancer Medicine, Holland-Frei, AACR
・ The biology of Cancer, R.A.Weinberg, Garland Science
・ ガイ ド ラ イ ン NCCN 

履修条件

評価方法・ 基準
講義中の質疑応答や、 講義終了時に提示さ れる テ ーマ に関する レ ポート 等によ り 、 【 授業の目的】 に掲げた事項につ
いての理解度を評価する 。 回の講義における小テス ト あるいはレ ポート で評価し 、 上位 回分の点数の平均を成績15 10
と する 。

使用言語 「 日本語」 に よ る授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語」 のテ キス ト

実務経験を
活かし た授業

該当 がん治療と し て 、 外科治療、 化学療法、 放射線療法、 免疫療法など に加え 、 そ れぞれの臓器ご と の最新の治療、 (
標準治療について経験のある教員が、 そ の経験を活かし て 、 各専門科目について講義する 。 )

-#-
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他RDM7-017-83-2 2021 (24160) 1 2

科目名 講義題目 担当教員( )

緩和ケア学理論【 】 緩和ケア学 山本達郎HIGO HIGO Paliative Care (C9 )  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  30% 2.  40% 3.  15% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 15%

授業の形態 そ の他

授業の方法
日本癌治療学会が開設し ている に掲載さ れている を用いて行う 。 緩和医療（ １ ３ コ ン テCancer e-learning e-learning
ン ツ ） 及び精神腫瘍学（ １ ３ コ ン テ ン ツ ） の中から 任意の１ ４ コ ン テ ン ツ 以上を受講する 。 受講後に、 理解度確認テ
ス ト を受け、 合格すこ と によ り 受講を確認する 。

授業の目的
緩和医療学に関する講義では、 悪性腫瘍など の生命を脅かす疾患に罹患し ている患者・ 家族の 向上のために、 緩QOL
和医療を実践し 、 さ ら に同分野の教育や臨床研究を行う こ と が出来る能力を身につける こ と が目標と なる 。

学修目標

【 水準】A
悪性腫瘍など の生命を脅かす疾患に罹患し ている患者・ 家族の 向上の緩和医療を実践し 、 さ ら に同分野の教育やQOL
臨床研究を行う こ と が出来る能力を身につける こ と が目標と なる 。
【 水準】C
緩和医療・ の概念を知る 。 ま た患者だけでなく 患者家族の にも目を向ける こ と が出来る よ う になる 。ACP QOL

授業の概要

① ② ③ ④上記目的を達成する ために、 症状マネジメ ン ト 、 腫瘍学、 心理社会的側面、 自分自身およ びス タ ッ フ の心理
⑤ ⑥ ⑦的ケア 、 ス ピ リ チ ュ ア ルな側面、 倫理的側面、 チームワ ーク と マ ネジメ ン ト について講義を行い、 討論を する

。 こ の他、 平成 年度に施行さ れた がん対策基本法 に関する基本的な知識を身につける こ と が求めら れる 。19 “ ”
症状マネジメ ン ト では、 疼痛・ 消化器系症状・ 呼吸器系症状など 緩和医療で問題と なるあら ゆる症状の基本的な対処
法を学ぶ。 腫瘍学では、 常に基本的な最新の知識（ 診断、 治療法など ） に ついて学ぶ。 緩和医療で強調さ れる ト ータ
ルペイ ン の考え方を身につけ、 癌患者の心理社会的側面、 ス ピ リ チ ュ ア ルな側面、 倫理的側面の問題点を講義し 、 討
論する 。 ま た 、 実際の緩和医療の現場では、 医療者の燃え尽き など が問題と なる こ と が多く 、 こ れに対する心理的ケ
ア 、 ま た ス タ ッ フ 同士のマ ネジメ ン ト を 学び、 実地での臨床に役立つ知識を学ぶ。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

緩和医療・ 精神腫瘍学1 に掲載さ れている を用いて行Cancer e-learning e-learning
う

テ キス ト 特に指定はせず、 講義のポイ ン ト を ま と めた プ リ ン ト を配布する 。

参考文献

・ 終末期癌患者に対する輸液治療のガイ ド ラ イ ン 、 日本緩和医療学会、 年 2007
・ 緩和ケア のために医薬品集、 編集： 緩和ケア編集委員会、 青海社、 年 2006
・ がん緩和ケア に関する マ ニ ュ ア ル　 改訂第 版、 編集： がん末期医療に関する ケア のマ ニ ュ ア ル改訂委員会、 日本 2
ホス ピ ス ・ 緩和ケア研究振興財団、 年2005
・ Oxford Textbook of Plliative Medicine, 3rd. Edited by Doyle D, Hanks G, et al., Oxford University Press
・ Textbook of Palliative Medicine, Edited by Bruera E, Higginson IJ, Ripamonti C, von Gunten CF., Hodder
Arnold,

履修条件

評価方法・ 基準
日本癌治療学会が開設し ている の理解度確認テ ス ト を受け、 合格し た後に 、 レ ポート の提出を求めCancer e-learning 
る 。 こ のレ ポート に よ り 評価する

使用言語 「 日本語」 に よ る授業 日本語 ( )

教科書・ 資料の言語 「 日本語」 のテ キス ト 日本語 ( )

実務経験を
活かし た授業

非該当
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-51-



科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他RDM7-018-83-2 2021 (24170) 1 2

科目名 講義題目 担当教員( )

臨床研究理論【 】 臨床研究の理論を学ぶHIGO HIGO The Theory of Clinical Research (C10 ) 門岡康弘 濱田哲暢 田村研治 鈴木実 武笠晃丈 ,  ,  ,  ,  ,
神波大己 馬場秀夫 山本豊 宇宿功市郎 ,  ,  ,  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････1.  100%

授業の形態 そ の他

授業の方法
ス ラ イ ド や配布資料等を活用する 。 遠隔地の学生や社会人学生等には、 補講、 集中講義、 ビ デオ講義あるPower poin t

いは ラ ーニ ン グ等によ り 対処する 。e-

授業の目的 介入研究、 医師主導臨床試験、 治験と いっ た さ ま ざ ま な臨床研究を遂行するために必要な知識の提供を目的と する 。

学修目標

【 水準】A
１ ． 科学的合理性と 倫理性を備えた臨床研究を立案し 、 遂行でき る
２ ． 多施設共同研究や大規模臨床試験の担当者と し て役割を適切に果たすこ と ができ る
３ ． 臨床研究・ 臨床試験の研究成果を臨床医療にも活用でき る
４ ． 悪性腫瘍の臨床研究と 標準治療に関する幅広い知識を獲得する

【 水準】C
　 臨床研究に関する科学的合理性と 倫理性について理解する1.
　 臨床研究・ 臨床研究の実施方法について理解する2.
　 悪性腫瘍治療の開発や戦略について理解する3.

授業の概要

研究倫理、 統計、 研究デザイ ン 、 薬物動態など 、 臨床研究・ 臨床試験の遂行に必要な知識を学ぶ。 ま た 、 肺がん、 胃
がん、 大腸がん、 肝がん、 乳がん、 泌尿器がん、 悪性脳腫瘍を臨床モ デルと し て 、 そ れぞれの生物学的特性、 にEBM
基づいた治療法など について 、 臨床試験の結果を中心に講義を行う 。 ま た 、 分子生物学的な特徴から ト ラ ン ス レ ーシ
ョ ナル研究の現状と 展望、 およ びこ れら を考慮し た最新の治療法についても講義を行う 。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

時限　 門岡　 康弘　 【 】 医学研究の歴史的側面1 10/ 04 5 eEJ-0

時限　 門岡　 康弘　 【 】 臨床研究における倫理指針2 10/ 11 5 eEJ-0

時限　 宇宿　 功市郎　 【 】 臨床試験の統計学的背景3 10/ 18 5 eJ-0,eE-0

時限　 濱田　 哲暢　 【 】 抗悪性腫瘍薬の4 10/ 25 5 eEJ-0 Pharmacokinetics/

時限　 田村　 研治　 【 】 抗悪性腫瘍薬の5 11/ 01 5 eEJ-0 Pharmacokinetics/

時限　 山本　 豊　 【 】 臨床試験のデザイ ン と 評価項目6 11/ 08 5 eEJ-0

時限　 鈴木　 実　 【 】 肺がんの臨床試験（ ）7 11/ 15 5 eE-0 1

時限　 鈴木　 実　 【 】 肺がんの臨床試験（ ）8 11/ 22 5 eE-0 2

時限　 馬場　 秀夫　 【 】 胃がんにおける臨床試験9 11/ 29 5 eE-0

時限　 馬場　 秀夫　 【 】 大腸がんにおける臨床試験10 12/ 06 5 eE-0

時限　 馬場　 秀夫　 【 】 肝がんにおける臨床試験11 12/ 13 5 eE-0

時限　 山本　 豊　 【 】 乳がんの臨床試験（ ）12 12/ 20 5 eEJ-0 1

時限　 山本　 豊　 【 】 乳がんの臨床試験（ ）13 12/ 27 5 eEJ-0 2

時限　 神波　 大己　 【 】 泌尿器がんの臨床試験14 01/ 17 5 eEJ-0

時限　 武笠　 晃丈　 【 】 悪性脳腫瘍の臨床試験15 01/ 24 5 eEJ-0

テ キス ト 特に指定はせず、 講義のポイ ン ト を ま と めた プ リ ン ト を配布する 。

参考文献

Emanuel EJ. et al. The Oxford Textbook of Clinical Research Ethics. Oxford University Press., 2008Breast Cancer,
Molecular Genetics, Pathogenesis, and Therapeurics” edited by Bowcock, HUMANA PRESS, 2004American
Society of Clinical Oncology Clinical Practice Guideline, National Comprehensive Cancer Network Clinical

米国 に学ぶがん(NCCN) Guidelines for the Treatment of Cancer by Site, which are available on the internet. SWOG
臨床試験の実践． データ セン タ ー 年脳腫瘍診療ガイ ド ラ イ ン 、 脳腫瘍取扱い規約第 版（ と も に金原出版JCOG , 2013 3
）

履修条件

評価方法・ 基準
講義への出席状況、 講義中の質疑応答や、 講義終了後に提示さ れる テ ーマ に関する レ ポート 等によ り 評価を行う 。 　
ラ ーニ ン グ受講者には、 視聴後に小テ ス ト を実施する 。e-

使用言語 「 日本語と 英語によ る ミ ッ ク ス 」 授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト

実務経験を
活かし た授業

該当 各担当教員は、 臨床研究や治験の責任医師・ 分担医師、 プ ロ ト コ ール作成担当者ある いは メ ン バーと し ての ( IRB
実務経験を有する 。 )
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他RDM7-008-81-2 2021 (24075) 1 2

科目名 講義題目 担当教員( )

環境社会医学理論【HIGO HIGO Environmental and Sociomedical Sc(B8) 西谷陽子 加藤貴彦 松井邦彦 副島弘文 魏長年 ,  ,  ,  ,  ,
大森久光 盧渓 ,  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  25% 2.  25% 3.  10% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 40%

授業の形態 講義

授業の方法
質疑応答を重視し た講義形式で、 等を活用する 。 なお遠隔地の学生や社会人学生等には、 補講、 集中講Power point, 
義、 ラ ーニ ン グ によ り 対処する 。 英語の講義・ 英語のテキス ト を基本と するが必要に応じ て日本語での講義・ テ キe-
ス ト で行う 。

授業の目的
社会医学は、 社会的存在と し てのヒ ト のラ イ フ サイ ク ルの様々な局面における医学的側面と 社会的側面について考究
する医学の重要な分野である 。 ヒ ト の健康は生態系の環境に規定さ れ、 ま た医学の社会的適用と し ての保健医療福祉
体系によ っ て支えら れている 。

学修目標

【 水準】A
環境と 健康と の関わり を理解し 、 疾病予防・ 健康増進を含む総合医療の概念を修得し 、 個人の基本的人権の擁護、 社
会の安全を維持する ための医と 法について包括的に学び、 社会精神医学、 社会心理学的側面から 社会における対人関
係の基本的概念を学ぶ。
【 水準】C
環境と 健康と の関わり を理解し 、 疾病予防・ 健康増進を含む総合医療の概念を修得し 、 個人の基本的人権の擁護、 社
会の安全を維持する ための医と 法について基本的な事項を説明でき る 。

授業の概要

本授業では社会医学の広範な領域を 、 環境保健医学（ 衛生学） 、 公衆衛生学、 保健医学、 法医学、 神経精神医学の立
場から 縦横に論理を展開する 。 すなわち 、 環境保健医学（ 衛生学） では環境の構造、 環境と 人間の関連、 環境の指標
と 評価、 環境基準の設定と 維持について 、 公衆衛生学・ 保健医学では、 健康の概念、 予防医学活動を めぐ る健康社会
の構築と そ の基本的な手技である疫学について実践的な講義を行う 。 法医学では、 法医学の目的と 法医実務について
総論的な講義を行う と と も に 、 死の原因、 分類、 医学的、 法律的、 社会的な側面、 およ び法医学から の社会貢献に触
れる 。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

６ 時限　 加藤貴彦【 】 公衆衛生学　 社会医学の意義1 06/ 04 eE-0, eJ-0

６ 時限　 加藤貴彦【 】 公衆衛生学　 疫学について2 06/ 11 eE-0, eJ-0

５ 時限　 大森久光【 】 公衆衛生学　 一次予防・ 健診シス テ ム3 06/ 18 eE-L

５ 時限　 副島弘文【 】 保健医学　 動脈硬化について4 06/ 25 eEJ-L

５ 時限　 副島弘文【 】 保健医学　 血液凝固と 線溶5 07/ 02 eEJ-L

５ 時限　 副島弘文【 】 保健医学　 生活習慣と 冠動脈疾患6 07/ 09 eEJ-L

５ 時限　 盧　 渓【 】 公衆衛生学　 医療統計学7 07/ 16 eE-0

５ 時限　 盧　 渓【 】 公衆衛生学　 研究デザイ ン8 07/ 30 eE-0

５ 時限　 西谷陽子【 】 法医学　 法医学の定義・ 目的9 08/ 06 eE-0, eJ-L

５ 時限　 西谷陽子【 】 法医学　 法医学と 法科学10 08/ 20 eE-0, eJ-L

５ 時限　 西谷陽子【 】 法医学　 ヒ ト の死の社会的側面 （ １ ）11 08/ 27 eE-0, eJ-L  

５ 時限　 西谷陽子【 】 法医学　 ヒ ト の死の社会的側面 （ ２ ）12 09/ 03 eE-0, eJ-L  

５ 時限　 魏　 長年【 】 公衆衛生学　 健康・ ヘルス プ ロ モ ーショ ン13 09/ 10 eE-L, eJ-0

５ 時限　 魏　 長年【 】 公衆衛生学　 ラ イ フ ス タ イ ルの評価14 09/ 17 eE-L, eJ-0

５ 時限　 松井邦彦【 】 総合診療学 臨床研究、 結果の解釈15 09/ 24 eJ-L : 

テ キス ト 講義にポイ ン ト を ま と めたプ リ ン ト を配布する 。

参考文献
・ 岸玲子他編： 予防医学・ 公衆衛生学、 南江堂、 東京・New Maxy-Rosenan-Last:Public Health & Preventive

・ 疫学ハン ド ブ ッ ク 、 重要疾患の疫学と 予防、 日本疫学会編集、 南江堂、Medicine(14 edit)Appleton & Lange. 1998
・ 学生のための法医学（ 柏村征一、 恒成茂行ら 著） 、 南山堂、 年・1998 2006

履修条件

評価方法・ 基準
講義中の質疑応答や、 講義終了後に提示さ れる テ ーマ に関する レ ポート 等によ り 、 【 授業の目的】 に掲げた事項につ
いての理解度を評価する 。
回の講義における小テ ス ト ある いはレ ポート で評価し 、 上位 回分の点数の平均を成績と する 。15 10

使用言語 「 日本語と 英語によ る ミ ッ ク ス 」 授業 ラ ーニ ン グ を含めて英語ま たは日本語で実施する 。 (e- )

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト ラ ーニ ン グ を含めて英語ま たは日本語で実施する 。 (e- )

実務経験を
活かし た授業

該当 公衆衛生学、 地域医療学、 環境医学、 法医学で実際にそれぞれの分野で研究・ 実務を し ている内容に関する授業 (
を行う 。 )
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時間割コード

医学教育部 薬学教育部

HIGO有機化学特論 24180 07005 調整中（後期） 調整中

HIGO物性化学特論 24190 07010 調整中 調整中

HIGO医薬品学特論 24200 07015 調整中 調整中

HIGO薬物動態学特論 24210 07020 調整中 調整中

HIGO生体機能学特論 24220 07025 調整中 調整中

HIGO臨床薬学特論 24230 07030 調整中 調整中

HIGO薬物送達学特論 24240 07035 調整中 調整中

HIGO先端医療学特論 24250 07040 調整中 調整中

HIGO創薬学特論 24260 07045 ４月８日（木） 研修室

HIGO薬学生化学特論 24270 07050 ４月１６日（金） 遠隔

HIGO有機合成学特論 24280 07055 moodleで通知 moodleで通知

HIGO天然物化学特論 24290 07060 moodleで通知 遠隔

HIGO病態遺伝子解析学特論 24300 07065 後期（開講なし）

HIGO臓器形成学特論 24310 07070 調整中 調整中

HIGO医療薬学論文研究 24320 09005 調整中（後期） 調整中

HIGO薬剤疫学特論 24330 09010 調整中 調整中

HIGO医療経営学特論 24340 09015 後期（開講なし）

HIGO医療薬科学特論 24350 09020 ４月１６日（金） 遠隔

HIGO医薬品治験開発特論 24360 09025 前期（開講なし）

HIGO専門薬剤師特論 24370 09030 調整中 調整中

HIGOトランスレーショナル基礎講座 24380 09035 調整中(通年) 調整中

　

授業科目
時間割コード

初回授業 教室

※「HIGO臨床薬学特論」、「HIGO薬剤疫学特論」、「HIGO専門薬剤師特論」の履修希望者は石塚洋一教授へ
　　連絡すること。
※「HIGOトランスレーショナル基礎講座」の履修希望者は薬学教務または本山教授へ連絡すること。
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

後期 医学教育部 月曜 限YML5-301-78-1 2021 (24180) 1 1 1

科目名 講義題目 担当教員( )

有機化学特論【 】 有機化学の最前線 中島誠 小谷俊介HIGO HIGO Advanced Organic Chemistry ( )  ,  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････1.  85% 2.  10% 3.  5%

授業の形態 講義・ 演習

授業の方法 遠隔または対面講義と ア ク テ ィ ブ ・ ラ ーニ ン グ 。 講義・ テ キス ト と も日本語と 英語を併用する 。

授業の目的
金属触媒反応と 有機分子触媒反応に基づいた不斉触媒反応の実践的応用例について理解し 、 そ れを他の人に説明でき
る よ う になる 。

学修目標

【 水準】A
金属触媒反応と 有機分子触媒反応に基づいた不斉触媒反応の実践的応用例について理解し 、 そ れを他の人に説明でき
る よ う になる 。
【 水準】C
金属触媒反応と 有機分子触媒反応に基づいた不斉触媒反応の実践的応用例について 、 おおよ そ 理解でき る よ う になる
。

授業の概要
金属触媒反応および有機分子触媒反応の進歩と 、 そ れら の不斉触媒反応への展開について講義する 。 さ ら に 、 学生が
自ら の文献検索によ り 各種触媒反応について最新の情報を入手し て、 与え ら れた課題に対し 自主的学習を行い、 そ れ
を各自で口頭発表する 。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

有機化学における専門用語の確認 専門用語の理解度チ ェ ッ ク （ 担当： 中島）1

典型金属と 遷移金属 金属を利用し た化学反応の概要（ 担当： 小谷）2

有機金属化合物 有機金属化合物を利用する反応（ 担当： 小谷）3

金属触媒反応を鍵反応と し た全合成研究 生物活性天然物の合成例 （ 担当： 小谷）4 I I

金属触媒反応を鍵反応と し た全合成研究 生物活性天然物の合成例 （ 担当： 小谷）5 II II

有機分子触媒を用いた炭素炭素結合形成反応 ア ルド ール反応の歴史（ 担当： 中島）6 I

有機分子触媒を用いた炭素炭素結合形成反応7 II ア ルド ール反応以外の有機分子触媒反応の歴史（ 担当： 中
島）

課題学習・ レ ポート 作成 与えら れたテ ーマ に関する学習（ 担当： 中島）8 I

テ キス ト 必要時にプ リ ン ト を 配布する 。

参考文献

履修条件 学部レベルの有機化学を履修し ている こ と 。

評価方法・ 基準 毎回の講義後提出のコ メ ン ト シート （ ） 、 口頭発表（ ） に て判断する 。40% 60%

使用言語 「 日本語と 英語によ る ミ ッ ク ス 」 授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

後期 医学教育部 木曜 限YML5-302-78-1 2021 (24190) 1 1 2

科目名 講義題目 担当教員( )

物性化学特論【 】 構造生物学 池水信二 森岡弘志 中村照也 小橋川敬博HIGO HIGO Advanced Biophysical Chemistry ( )  ,  ,  ,  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････1.  40% 2.  40% 3.  20%

授業の形態 講義・ 演習

授業の方法
担当教員によ る講義、 蛋白質を はじ めと する生体高分子の構造と 機能（ 構造生物学） に関する最先端の研究成果を挙
げている研究者によ る特別講義、 受講者によ る プ レ ゼン テ ーシ ョ ン を 予定。 共通し て授業毎に小レ ポート の提出を義
務と する 。 主な講義資料は に掲載する 。 数回は英語によ る講義を予定。Moodle

授業の目的

構造生物学は 世紀型創薬に必須の学問分野であるが、 多く の生命科学を学ぶ院生に と っ ては馴染みが薄い。 従っ て21
、 本授業では、 生命現象の主な担い手である蛋白質の働く 仕組みを蛋白質の立体構造をはじ めと する物理的・ 化学的
性質を物理や化学の言葉で理解する こ と が大変重要である構造生物学を学び、 世紀型創薬研究の基盤を理解する こ21
と を 目的と する 。

学修目標

【 水準】A
　 １ ． 構造生物学の進展
　 ２ ． 最先端量子ビ ーム利用によ る蛋白質立体構造研究
　 ３ ． 様々な場面で働く 蛋白質の立体構造・ 原子レ ベルでの機能発現機構
　 ４ ． 蛋白質の立体構造に基づく 薬物設計や蛋白質の高機能化
について 、 高度な知見を基に説明でき る 。
【 水準】C
　 １ ． 構造生物学の進展を説明でき る 。
　 ２ ． 最先端量子ビ ーム利用によ る蛋白質立体構造研究を説明でき る 。
　 ３ ． 様々な場面で働く 蛋白質の立体構造・ 原子レ ベルでの機能発現機構の例を挙げて説明でき る 。
　 ４ ． 蛋白質の立体構造に基づく 薬物設計や蛋白質の高機能化の例を挙げて説明でき る 。

授業の概要

世紀型創薬においては、 生命現象の主な担い手である蛋白質の働く 仕組みを蛋白質の立体構造を はじ めと する物理21
的・ 化学的性質を物理や化学の言葉で理解する こ と （ 構造生物学の理解） が大変重要である 。 本授業では、
　 １ ． 構造生物学の歴史と 進展
　 ２ ． 最先端量子ビ ーム利用によ る蛋白質立体構造研究
　 ３ ． 様々な場面で働く 蛋白質の立体構造・ 原子レ ベルでの機能発現機構
　 ４ ． 蛋白質の立体構造に基づく 薬物設計や蛋白質の高機能化
　 以上について学び、 世紀型創薬研究の基盤を理解する 。21

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

1 RNA Granules
　 と 疾患に関し て学ぶ（ 英語の講義） 。 日時RNA Granules

： ７ 月１ ３ 日（ 月） １ ２ ０ ０ ～１ ３ ０ ０ 、 場所： 発生研: :
カ ン フ ァ レ ン ス ルーム、 後期に本授業を受講予定者は出席
し て下さ い。

構造生物学の歴史と 進展（ １ ）2
構造生物学の歴史と 現状、 と く に最近の進歩について学ぶ
。 最先端量子ビ ーム利用によ る蛋白質立体構造研究につい
て理解する 。

構造生物学の歴史と 進展（ ２ ）3 構造生物学の過去、 現在、 未来について学ぶ（ 英語の講義
） 。

4 蛋白質を はじ めと する生体高分子の立体構造に基づく 生
命機能の解明（ １ ）

構造生物学で最も成功し た蛋白質の立体構造に基づく 生命
機能の解明の一例である 複製の忠実度に関する立体構DNA
造的基盤について学ぶ。

5 蛋白質を はじ めと する生体高分子の立体構造に基づく 生
命機能の解明（ ２ ）

構造生物学で最も成功し た蛋白質の立体構造に基づく 生命
機能の解明の一例である 修復酵素によ る塩基の正常・DNA
異常の見分け方に関する立体構造的基盤について学ぶ。

6 蛋白質を はじ めと する生体高分子の立体構造に基づく 薬
物設計

蛋白質を はじ めと する生体高分子の立体構造に基づく 薬物
設計の具体例、 例えばイ ン フ ルエ ン ザ治療薬の設計につい
て学ぶ。

7 最先端研究論文の紹介（ 受講者によ る プ レ ゼン テ ーシ ョ
ン ）

最先端研究論文の紹介（ 少人数グループ によ る論文講読と
代表者によ る プ レ ゼン テ ーシ ョ ン ）

8 構造生物学に関する最先端の研究成果を挙げている研究
者によ る特別講義

構造生物学に関する最先端の研究成果を挙げている研究者
によ る特別講義（ 英語によ る講義）

テ キス ト
なし
講義資料は 上に掲示する 。Moodle

参考文献

構造生物学、 樋口芳樹、 中川敦史著（ 共立出版）
構造生物学、 田中勲、 三木邦夫訳（ 化学同人）

（ ）Textbook of Structural Biology, A.Liljas et al., World Scientific Publishing Co. Pte. Ltd.
見てわかる構造生命科学、 中村春木著（ 化学同人）

履修条件

評価方法・ 基準 授業毎の小レ ポート 点） と プ レ ゼン テ ーシ ョ ン も し く は課題に関する レ ポート 点） で評価。(50 (50

使用言語 「 日本語」 に よ る授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語」 のテ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当
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HIGO 医薬品学特論【07015】 
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HIGO 薬物動態学特論【07020】 
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

後期 医学教育部 火曜 限YML5-304-78-1 2021 (24220) 1 1 1

科目名 講義題目 担当教員( )

生体機能学特論【 】 三隅将吾 南敬HIGO HIGO Advanced Biomedical Physiology ()  ,  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  25% 2.  25% 3.  25% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 25%

授業の形態 講義

授業の方法 対面授業およ びｅ ラ ーニ ン グ

授業の目的

生命現象を物質的観点でと ら え る なら ば、 生体は多種多様な有機・ 無機化合物の集合体と し て存在し 、 そ れら はバエ
ラ ン スのと れた需要供給シス テ ムを形成し ている と いえる 。 し たがっ て生命現象を化学的側面から 理解する と と も に
、 分子レ ベルでそ れら がいかに制御さ れているかを研究する かは生命の本質に迫る ために必要不可欠な過程になっ て
いる 。 本特論では、 病原微生物、 特にウ イ ルス と いう 外来性因子を 、 生命を支える重要なメ カ ニ ズムを明ら かにする
ための道具と し て と ら え 、 生化学反応の結果と し て成立し ている高次の生命現象を理解し てい く こ と を 目的と する 。

学修目標

【 水準】A
本特論では、 病原微生物、 特にウ イ ルス と いう 外来性因子を 、 生命を支える重要なメ カ ニ ズムを明ら かにする ための
道具と し て と ら え 、 生化学反応の結果と し て成立し ている高次の生命現象を理解し ていく こ と を目標と し ており 、 受
講者はほぼ 達成でき る 。100%
【 水準】C
本特論では、 病原微生物、 特にウ イ ルス と いう 外来性因子を 、 生命を支える重要なメ カ ニ ズムを明ら かにする ための
道具と し て と ら え 、 生化学反応の結果と し て成立し ている高次の生命現象を理解し ていく こ と を目標と し ており 、 受
講者は概ね達成でき る 。

授業の概要
テーマ に関する論文も し く は資料を事前に学習し 、 自ら の経験や知識と 照ら し 合わせ、 内容を よ く 理解し 、 実際に講
義を受け、 議論をする 。 最終的に、 テーマ に関連し た内容の課題を ま と め、 提出する と いう サイ ク ルを通し て 、 以下
の授業内容に関する理解を深める 。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

1 １ ） 自己と 非自己の識別メ カ ニ ズム
２ ） レ セプ タ ーへのリ ガン ド 結合メ カ ニ ズム

１ ） 自己と 非自己の識別メ カ ニ ズム
２ ） レ セプ タ ーへのリ ガン ド 結合メ カ ニ ズム
に関する論文を自ら 学習し 、 ポイ ン ト になる部分を見出す
こ と に務める 。

2 １ ） 自己と 非自己の識別メ カ ニ ズム
２ ） レ セプ タ ーへのリ ガン ド 結合メ カ ニ ズム

１ ） 自己と 非自己の識別メ カ ニ ズム
２ ） レ セプ タ ーへのリ ガン ド 結合メ カ ニ ズム
に関し て 、 ス ラ イ ド を 通し て概説し 議論する 。

3 １ ） 自己と 非自己の識別メ カ ニ ズム
２ ） レ セプ タ ーへのリ ガン ド 結合メ カ ニ ズム

１ ） 自己と 非自己の識別メ カ ニ ズム
２ ） レ セプ タ ーへのリ ガン ド 結合メ カ ニ ズム
に関する課題の内容に関し てま と め、 中に提出すMoodle
る

4 ３ ） 逆転写反応と 変異メ カ ニ ズム
４ ） 遺伝子の組込みメ カ ニ ズム

３ ） 逆転写反応と 変異メ カ ニ ズム
４ ） 遺伝子の組込みメ カ ニ ズム
に関する論文を自ら 学習し 、 ポイ ン ト になる部分を見出す
こ と に務める 。

5 ３ ） 逆転写反応と 変異メ カ ニ ズム
４ ） 遺伝子の組込みメ カ ニ ズム

３ ） 逆転写反応と 変異メ カ ニ ズム
４ ） 遺伝子の組込みメ カ ニ ズム
に関し て 、 ス ラ イ ド を 通し て概説し 議論する 。

6 ３ ） 逆転写反応と 変異メ カ ニ ズム
４ ） 遺伝子の組込みメ カ ニ ズム

３ ） 逆転写反応と 変異メ カ ニ ズム
４ ） 遺伝子の組込みメ カ ニ ズム
に関する課題の内容に関し てま と め、 中に提出すMoodle
る

7
５ ） 遺伝子の転写活性化のメ カ ニ ズム
６ ） 合成と ス プ ラ イ シン グ のメ カ ニ ズムRNA
７ ） タ ン パク 質生合成と 翻訳後修飾のメ カ ニ ズム

５ ） 遺伝子の転写活性化のメ カ ニ ズム
６ ） 合成と ス プ ラ イ シン グ のメ カ ニ ズムRNA
７ ） タ ン パク 質生合成と 翻訳後修飾のメ カ ニ ズム
に関する論文を自ら 学習し 、 ポイ ン ト になる部分を見出す
こ と に務める 。

8
５ ） 遺伝子の転写活性化のメ カ ニ ズム
６ ） 合成と ス プ ラ イ シン グ のメ カ ニ ズムRNA
７ ） タ ン パク 質生合成と 翻訳後修飾のメ カ ニ ズム

５ ） 遺伝子の転写活性化のメ カ ニ ズム
６ ） 合成と ス プ ラ イ シン グ のメ カ ニ ズムRNA
７ ） タ ン パク 質生合成と 翻訳後修飾のメ カ ニ ズム
に関し て 、 ス ラ イ ド を 通し て概説し 議論する 。

テ キス ト 必要に応じ て資料を配布する

参考文献 講義の中で適宜紹介する

履修条件

評価方法・ 基準

における課題学習(1) Moodle
授業中の態度(2) 

（ １ ） およ び（ ２ ） に よ り 理解度・ 習得度を判断し 、 以上を合格と する 。 なお、 評価の対象と なる提出物は期限60%
以内に提出さ れたも ののみを評価対象と する 。

使用言語 「 日本語と 英語によ る ミ ッ ク ス 」 授業 日本語と 英語 ( )

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト 日本語と 英語 ( )

実務経験を
活かし た授業

非該当

-#-
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HIGO 臨床薬学特論【07030】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-#-
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HIGO 薬物送達学特論【07035】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-#-

-63-



HIGO 先端医療学特論【07040】 
  

-#-
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HIGO 創薬学特論【07045】 
 
  

-#-
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

前期 医学教育部 金曜 限YML5-309-78-1 2021 (24270) 1 1 2

科目名 講義題目 担当教員( )

薬学生化学特論【 薬学生化学特論 香月博志、 杉本幸彦HIGO HIGO Advanced Pharmaceutical Biochemistr(HIGO )   

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  40% 2.  30% 3.  20% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 10%

授業の形態 講義

授業の方法 を介し た動画の視聴と 課題の提出。 今年度は香月が授業全般を担当し ま す。Moodle

授業の目的
生体や細胞がさ ま ざ ま な生理機能を発揮する分子機構、 ま た そ の破綻と し ての病態の発症・ 進展、 さ ら にはこ う いっ
た観点から の創薬・ 治療への試みに関する最近の研究成果を通し て、 生化学・ 分子生物学的な実験手法や考え方を修
得する 。

学修目標

【 水準】A
生体や細胞がさ ま ざ ま な生理機能を発揮する分子機構について 、 複数の例を挙げて説明でき る 。1. 
生理機能の破綻と し ての病態の発症・ 進展について 、 複数の例を挙げて説明でき る 。2. 
上記１ ・ ２ の内容について 、 創薬・ 治療への応用を具体的に考察でき る 。3. 
生化学・ 医療薬科学的な手法や論理構築を自ら の研究に応用でき る 。4. 

【 水準】C
生体や細胞の機能に関する基本的な分子機構を概説でき る 。1. 
生理機能の破綻と し ての病態の発症・ 進展について概説でき る 。2. 
上記１ ・ ２ の内容について 、 創薬・ 治療と の関係について考察でき る 。3. 

授業の概要
恒常性と 代謝の調節、 生体防御の制御、 がんや中枢疾患、 慢性炎症や感染症など に関する最近の研究成果を講義形式
で紹介し 、 病態生化学・ 医療薬科学的な実験手法や考え方を学ぶ。 ま た 、 各講義に因んだ発展的な課題に取り 組む。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

医薬品開発総論１ 年代以降に発展し た医薬品開発手法の概説1 2000

医薬品開発総論２ 近年の医薬品開発の具体的事例2

創薬標的各論１ タ ン パク 質共役型受容体のア ロ ス テ リ ッ ク 調節3 G

創薬標的各論２ タ ン パク 質共役型受容体の4 G biased signaling

創薬標的各論３ エ ス ト ロ ゲン 受容体を標的と し た創薬5

創薬標的各論４6 そ のほかの核内受容体（ 等） を 標的と し た創FXR, REV-Erb
薬

創薬標的各論５ ト ラ ン ス ポータ ーを標的と し た創薬7

創薬標的各論６ 酵素を標的と し た創薬8

テ キス ト と く にあり ま せん。

参考文献 適宜紹介し ま す。

履修条件

評価方法・ 基準
本科目において扱う 生理・ 病態・ 創薬・ 医療等に関連する事項についての理解度を 、 課題に対する レ ポート の内容
（ ） に基づいて評価する 。 ま た、 授業への取組み姿勢（ ） に ついても評価する 。80% 20%

使用言語 「 日本語と 英語によ る ミ ッ ク ス 」 授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当

-#-
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HIGO 有機合成学特論【07055】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-#-
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

前期 医学教育部 火曜 限YML5-311-78-1 2021 (24290) 1 1 2

科目名 講義題目 担当教員( )

天然物化学特論【 天然物化学特論 塚本佐知子 人羅勇気HIGO HIGO Advanced Natural Products Chemistry(HIGO )  ,  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････1.  80% 2.  20%

授業の形態 そ の他

授業の方法 遠隔授業

授業の目的 天然資源から 医薬開発するための評価系や創薬研究に関する最先端の知識について理解する 。

学修目標

【 水準】A
天然資源から 医薬開発するための最先端の評価系や、 分子標的創薬研究に関する最先端の知識について十分に説明す
る こ と ができ る 。
【 水準】C
天然資源から 医薬開発するための最先端の評価系や、 分子標的創薬研究に関する最先端の知識についておおよ そ 理解
し 、 幅広い知識を習得する 。

授業の概要
天然資源から 医薬開発するための最先端の評価系について学ぶと と も に 、 分子標的創薬研究に関する最先端の知識に
ついて学習する 。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

天然資源から の医薬開発 遠隔、 詳細は 参照1 (1)( Moodle ) ユビ キチ ン プ ロ テ ア ソ ームシス テ ムを標的と する創薬研究-
について学ぶ 担当 塚本 前期 遠隔(1)( : )[ : ]

天然資源から の医薬開発 遠隔、 詳細は 参照2 (2)( Moodle ) ユビ キチ ン プ ロ テ ア ソ ームシス テ ムを標的と する創薬研究-
について学ぶ 担当 塚本 前期 遠隔(2)( : )[ : ]

天然資源から の医薬開発 遠隔、 詳細は 参照3 (3)( Moodle ) ユビ キチ ン プ ロ テ ア ソ ームシス テ ムを標的と する創薬研究-
について学ぶ 担当 塚本 前期 遠隔(3)( : )[ : ]

天然資源から の医薬開発 遠隔、 詳細は 参照4 (4)( Moodle ) 天然資源から 医薬開発するための評価系について学ぶ
担当 人羅 前期 遠隔(1)( : )[ : ]

天然資源から の医薬開発 遠隔、 詳細は 参照5 (5)( Moodle ) 天然資源から 医薬開発するための評価系について学ぶ
担当 人羅 前期 遠隔(2)( : )[ : ]

天然資源から の医薬開発 遠隔、 詳細は 参照6 (6)( Moodle ) 天然資源から 医薬開発するための評価系について学ぶ
担当 人羅 前期 遠隔(3)( : )[ : ]

天然資源から の医薬開発 遠隔、 詳細は 参照）7 (7)( Moodle 細胞試験系を用いた生物活性物質の探索研究について学ぶ
担当 人羅 前期 遠隔(1) ( : )[ : ]

天然資源から の医薬開発 遠隔、 詳細は 参照8 (8)( Moodle ) 細胞試験系を用いた生物活性物質の探索研究について学ぶ
担当 人羅 前期 遠隔(2) ( : )[ : ]

テ キス ト 特に用いない。 課題と なる論文を提示する 。

参考文献 なし

履修条件 薬学部レ ベルの知識を習得し ている こ と 。

評価方法・ 基準 課題の論文を読み、 レ ポート を作成する 。 そ の内容を １ ０ ０ ％と し て評価する 。

使用言語 「 英語」 に よ る授業

教科書・ 資料の言語 「 英語」 のテ キス ト 英語の論文 ( )

実務経験を
活かし た授業

非該当

-#-
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HIGO 病態遺伝子解析学特論【07065】 
※今年度 開講なし 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-#-
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

前期 医学教育部 木曜 限YML5-312-67-1 2021 (24310) 1 1 2

科目名 講義題目 担当教員( )

臓器形成学特論【 】 臓器形成学特論 荒木喜美HIGO HIGO Advanced Developmental Genetics (HIGO )  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････1.  70% 2.  25% 3.  5%

授業の形態 講義・ 演習

授業の方法
生命科学において大き なイ ン パク ト を与えた重要な英語論文（ 原著・ 総説） を 取り 上げ、 そ の研究の背景、 研究手法
、 研究結果の意義と そ れが及ぼす影響等、 発表と 討議を通し て理解を深める 。

授業の目的
遺伝子操作動物を作製・ 利用する ために必要な、 個体発生や遺伝子制御に関わる基本的な知識を習得し 、 説明でき る
よ う になる こ と を目指す。

学修目標

【 水準】A
遺伝子操作動物を作製・ 利用する ために必要な、 個体発生や遺伝子制御に関わる基本的な知識を習得し 、 自分の言葉
で説明でき る よ う になる こ と を 目指す。
【 水準】C
遺伝子操作動物を作製・ 利用する ために必要な、 個体発生や遺伝子制御に関わる基本的な知識を習得する こ と を 目指
す。

授業の概要
生命科学において大き なイ ン パク ト を与えた重要な英語論文（ 原著・ 総説） を 取り 上げ、 そ の研究の背景、 研究手法
、 研究結果の意義と そ れが及ぼす影響等、 発表と 討議を通し て理解を深める 。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

多能性幹細胞と 個体発生 多能性幹細胞と 個体発生に関する論文読解と レ ポート 作成1

多能性幹細胞と 個体発生 多能性幹細胞と 個体発生に関する発表と 質疑・ 応答2

エ ピ ジェ ネテ ィ ク ス 、 イ ン プ リ ン テ ィ ン グ3 エ ピ ジェ ネテ ィ ク ス 、 イ ン プ リ ン テ ィ ン グ に関する論文読
解と レ ポート 作成

エ ピ ジェ ネテ ィ ク ス 、 イ ン プ リ ン テ ィ ン グ4 エ ピ ジェ ネテ ィ ク ス 、 イ ン プ リ ン テ ィ ン グ に関する発表と
質疑・ 応答

遺伝子操作動物、 疾患モ デル動物5 遺伝子操作動物、 疾患モ デル動物に関する論文読解と レ ポ
ート 作成

遺伝子操作動物、 疾患モ デル動物6 遺伝子操作動物、 疾患モ デル動物に関する発表と 質疑・ 応
答

遺伝子発現調節と ゲノ ム機能7 遺伝子発現調節と ゲノ ム機能に関する論文読解と レ ポート
作成

遺伝子発現調節と ゲノ ム機能 遺伝子発現調節と ゲノ ム機能に関する発表と 質疑・ 応答8

テ キス ト 必要に応じ 、 資料を配布する

参考文献 なし

履修条件

評価方法・ 基準 以上の出席が評価の前提条件。 課題レポート ・ 課題発表（ ） 及び討議への参加状況 ） から 評価し ます。2/ 3 60% (40%

使用言語 「 日本語と 英語によ る ミ ッ ク ス 」 授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当

-#-
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

後期 薬学教育部 月曜 限YDH7-202-78-0 2021 (09005) 1, 2 1 2

科目名 講義題目 担当教員( )

医療薬学論文研究 科学英語論文の書き方およ び科学英語プ レ ゼン テーシ ョ ン の習得 首藤剛HIGO ( )  , Mary Ann Suico

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  25% 2.  25% 3.  40% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 10%

授業の形態 演習

授業の方法
授業は一部 ラ ーニ ン グ教材で行う が、 原則と し て 、 遠隔を織り 交ぜながら 、 対面授業を中心に行い、 実践的な発表e-
の場を設ける 。

授業の目的
本演習では， 科学系の大学院生に必要な科学英語プ レ ゼン テ ーシ ョ ン 能力の向上およ び科学英語論文の書き方の理解
を目的と し ， 科学英語ス ピ ーキン グ ， 効果的なス ラ イ ド 作製法， プ レ ゼン テーシ ョ ン 技術を身につけ実践でき る 。 少
人数教育によ り 効率的に学習する 。 全員参加の体験型学習に臨む。

学修目標

【 水準】A
科学系の大学院生に必要な科学英語プ レ ゼン テーシ ョ ン能力の向上を目的と し ， 科学英語ス ピ ーキン グ ， 効果的なス
ラ イ ド 作製法， プ レ ゼン テーシ ョ ン 技術について理解し 、 実践でき る 。
【 水準】C
科学系の大学院生に必要な科学英語プ レ ゼン テーシ ョ ン能力の向上を目的と し ， 科学英語ス ピ ーキン グ ， 効果的なス
ラ イ ド 作製法， プ レ ゼン テーシ ョ ン 技術について理解する 。

授業の概要

本演習では， 下記のよ う な項目を実施し ， 科学英語プ レゼン テ ーショ ン 能力の向上のために必要な事項について学ぶ
．
・ 導入講義
・ 基本用語・ 専門用語と 発音（ ， ， ラ ボラ ト リ ー英会話を教材に ）TOEFL TOEIC
・ 発表の論理的組み立て
・ 質疑応答
・ 汎用フ レ ーズ
・ 各論（ 化学系， 物理化学系， 生物系， 医療系， 生命系）
・ 発表実践練習・ 質疑応答

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

講義（ 導入講義） （ 首藤）1 Introduction

発音練習（ を題材に ） （ 首藤， ス イ コ ）2 Pronunciation Practice on TOEFL-English TOEFL-English

発音練習（ を題材に ） （ 首藤， ス イ コ ）3 Pronunciation Practice on TOEIC-English TOEIC-English

講義（ 科学英語プ レ ゼン テーシ ョ ン ） （ 首藤， ス イ コ ）4 Lecture on Scientific English Presentation

5 Pronunciation Practice on Presentation-English 発音練習（ 実際の を題材に ） （ 首藤Presentation-English
， ス イ コ ）

自主学習 回目（ 研究発表会準備）6 Self Study on Scientific English Presentation-1 1

7 Feedback-1 フ ィ ード バッ ク 回目（ 研究発表会準備） （ 首藤， ス イ コ1
）

自主学習 回目（ 研究発表会準備）8 Self Study on Scientific English Presentation-2 2

テ キス ト 配布資料を準備する

参考文献 国際学会のための科学英語絶対リ ス ニ ン グ

履修条件 本授業に関連する英語および自身の研究領域の基礎的な知識を有する こ と

評価方法・ 基準
試験およ び実習態度（ 出席状況） を も と に総合的に判定する ． （ 出席・ 態度点（ 点） ・ 発表・ 課題点（ 点） によ60 40
り 評価する ． ）

使用言語 「 日本語と 英語によ る ミ ッ ク ス 」 授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当

-#-
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

前期 医学教育部 月曜 限YDH7-206-78-0 2021 (24330) 1 1 1

科目名 講義題目 担当教員( )

薬剤疫学特論【 】 石塚洋一 入江徹美 近藤悠希HIGO HIGO Pharmacoepidemiology ()  ,  ,  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  50% 2.  30% 3.  10% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 10%

授業の形態 講義・ 演習

授業の方法 以下の内容を一部対面、 ま た や を使用し た遠隔授業と し ま す： 授業・ グ ループ討論・ 発表と 全体討論ZOOM Moodle

授業の目的

医薬品開発に関連する臨床研究を行う 上で、 ま た 、 医療現場において医薬品適正使用を実践する （ 臨床論文から 得ら
れた結果を ど のよ う に臨床に反映さ せる べき か判断する ） 上で、 薬剤疫学に関する知識・ 技能は必要不可欠である 。
本演習では、 臨床・ 疫学論文の研究論文を実例に用いて、 研究デザイ ン ・ 統計解析手法についての基礎的な知識・ 技
能を学ぶ。

学修目標

【 水準】A
　 薬剤疫学の研究論文で用いら れた研究デザイ ン ・ 統計解析手法について詳細に解説でき る 。1.
　 最新の薬剤疫学関連の研究論文を自ら 検索し 読解する こ と ができ る 。2.
　 の研究論文について 、 研究デザイ ン ・ データ 分析の観点から 、 わかり やすく プ レ ゼン テ ーシ ョ ン でき る 。3. 2.
　 の内容について、 臨床研究実施および医薬品適正使用の視点も踏ま えて 、 討論でき る 。4. 3

【 水準】C
　 薬剤疫学の研究論文で用いら れた研究デザイ ン ・ 統計解析手法について概ね説明でき る 。1.
　 与えら れた薬剤疫学論文を読解する こ と ができ る 。2.
　 の研究論文について 、 概ねそ の内容を プ レ ゼン テ ーショ ン でき る 。3. 2.
　 の内容について、 概ね質疑応答・ 討論でき る 。4. 3

授業の概要

医薬品の開発における市販後の薬剤の評価に用いら れる 『 薬剤疫学』 研究の情報を利活用する こ と は重要である 。
本演習では、 以下のよ う な内容で、 薬剤疫学に関する研究手法を理解し 、 臨床研究実施およ び医薬品適正使用に関す
る基本的な素養を身につける 。

　 薬剤疫学の研究論文で用いら れた研究デザイ ン ・ 統計解析手法について解説・ 討論する 。1.
　 興味深い最近の薬剤疫学関連の研究論文を探索する 。2.
　 選択し た研究論文の内容について、 研究デザイ ン ・ データ 分析の観点を重視し たプ レ ゼン テ ーシ ョ ン を行う 。3.
　 ど のよ う な研究手法が使用さ れている のか、 得ら れた結果はど のよ う な患者に適応でき る のか、 発表と 討議を通4.
し て理解を深めてい く 。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

本講義の内容についてガイ ダ ン ス を行う 。1 introduction

薬剤疫学概論2 1

疫学の基本原理を理解するために 、 疫学の科学的方法の概
要、 研究を計画する と き に出て く る さ ま ざ ま な誤差、 疫学
研究に利用さ れる研究デザイ ン の概要（ 症例・ 対照研究
（ ） 、 コ ホート 研究（ ） 、case-control study cohort study
無作為化比較試験（ ） 、 シス テ マrandomized controlled 
テ ィ ッ ク ・ レ ビ ュ ーについて復習する 。

薬剤疫学概論3 2
医療ビ ッ ク データ 解析や最近流行り のデータ 分析・ 統計解
析手法など 、 今後の研究のために可能な手段について学ぶ
。

薬剤疫学に関連する文献調査１ 薬剤疫学に関連する文献を調査する 。4

薬剤疫学に関連する文献調査 薬剤疫学に関連する文献を調査する 。5 2

薬剤疫学に関連する文献調査 薬剤疫学に関連する文献を調査する 。6 3

薬剤疫学に関連する文献調査 薬剤疫学に関連する文献を調査する 。7 4

薬剤疫学関連論文 選定し た薬剤疫学に関する論文を 、 熟読する 。8 1

テ キス ト 使用し ない、 授業中に資料を配付する

参考文献
実例で学ぶ薬剤疫学の第一歩（ 監修： く すり の適正使用協議会、 編集： 藤田利治、 出版： レ ーダ ー出版セン タ ー
） ， 薬剤疫学（ ， 監訳： 清水直容， 楠正， 藤田利治， 野嶋豊， 出版： 篠原出版）Brian L. Strom   

履修条件 特にないが、 薬学部出身者は、 医薬統計学など の関連する講義内容を復習し てお く こ と が望ま し い。

評価方法・ 基準 授業への参加姿勢（ 点） 、 課題レ ポート と 課題発表（ 点） 及び討議への参加状況（ 点） から 評価し ま す。20 50 30

使用言語 「 日本語と 英語によ る ミ ッ ク ス 」 授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当
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HIGO 医療経営学特論【09015】 
※今年度 開講なし 
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

前期 医学教育部 金曜 限YDH7-352-78-1 2021 (24350) 1 1 2

科目名 講義題目 担当教員( )

医療薬科学特論【 薬学生化学特論 香月博志 杉本幸彦HIGO HIGO Advanced Medical and Pharmaceutical(HIGO )  ,  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  40% 2.  30% 3.  20% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 10%

授業の形態 講義

授業の方法 を介し た動画の視聴と 課題の提出。 今年度は香月が授業全般を担当し ま す。Moodle

授業の目的
生体や細胞がさ ま ざ ま な生理機能を発揮する分子機構、 ま た そ の破綻と し ての病態の発症・ 進展、 さ ら にはこ う いっ
た観点から の創薬・ 治療への試みに関する最近の研究成果を通し て、 生化学・ 医療薬科学的な実験手法や考え方を修
得する 。

学修目標

【 水準】A
生体や細胞がさ ま ざ ま な生理機能を発揮する分子機構について 、 複数の例を挙げて説明でき る 。1. 
生理機能の破綻と し ての病態の発症・ 進展について 、 複数の例を挙げて説明でき る 。2. 
上記１ ・ ２ の内容について 、 創薬・ 治療への応用を具体的に考察でき る 。3. 
生化学・ 医療薬科学的な手法や論理構築を自ら の研究に応用でき る 。4. 

【 水準】C
生体や細胞の機能に関する基本的な分子機構を概説でき る 。1. 
生理機能の破綻と し ての病態の発症・ 進展について概説でき る 。2. 
上記１ ・ ２ の内容について 、 創薬・ 治療と の関係について考察でき る 。3. 

授業の概要
恒常性と 代謝の調節、 生体防御の制御、 がんや中枢疾患、 慢性炎症や感染症など に関する最近の研究成果を講義形式
で紹介し 、 病態生化学・ 医療薬科学的な実験手法や考え方を学ぶ。 ま た 、 各講義に因んだ発展的な課題に取り 組む。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

医薬品開発総論１ 年代以降に発展し た医薬品開発手法の概説1 2000

医薬品開発総論２ 近年の医薬品開発の具体的事例2

医薬品開発各論１ 核酸関連医薬品（ ア プ タ マ ー等）3

医薬品開発各論２ を標的と する医薬品開発4 microRNA

医薬品開発各論３ 抗がん薬開発の現状と 課題5

医薬品開発各論４ 近年の抗がん薬開発の具体的事例6

医薬品開発各論５ 抗体医薬品開発の現状と 今後の展開7

医薬品開発各論６ 共有結合型医薬品の歴史、 現状と 将来8

テ キス ト と く にあり ま せん。

参考文献 適宜紹介し ま す。

履修条件

評価方法・ 基準
本科目において扱う 生理・ 病態・ 創薬・ 医療等に関連する事項についての理解度を 、 課題に対する レ ポート の内容
（ ） に基づいて評価する 。 ま た、 授業への取組み姿勢（ ） に ついても評価する 。80% 20%

使用言語 「 日本語と 英語によ る ミ ッ ク ス 」 授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当

-#-
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HIGO 医薬品治験開発特論【09025】 
※今年度 開講なし 
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

集中 医学教育部 他YDH7-215-78-0 2021 (24370) 1 1

科目名 講義題目 担当教員( )

専門薬剤師特論【 専門薬剤師特論 石塚洋一 入江徹美 近藤悠希HIGO HIGO Special lectures by clinical profes( )  ,  ,  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  45% 2.  25% 3.  10% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 20%

授業の形態 講義・ 演習

授業の方法 講義の聴講なら びに演習

授業の目的
専門薬剤師（ がん専門薬剤師、 感染症薬剤師、 感染制御専門薬剤師など ） の資格取得を支援するために必要な知識HIV
、 技能、 態度を修得する こ と を 目的と し た講義形式の授業である 。 具体的には、 医療現場の最先端の臨床知識や技能
の修得だけでなく 、 優れた医療人と し て患者の命に真摯に向き合う 姿勢を醸成する こ と を 目的と する 。

学修目標

【 水準】A
専門薬剤師と し て必要な基本的な素養を身につけ、 以下のよ う な研究・ 薬剤師業務を主体的に実践でき る よ う になる
。

） 各領域の薬物療法の基本を理解する 。1
） 論文を含む臨床情報から 、 薬物療法に関する問題点・ ニ ーズを抽出する 。2
） 問題点に対する対策（ 研究計画・ 処方提案） を自ら 立案する 。3
） そ れら を 他の研究者・ 医療従事者に提案する 。4

【 水準】C
専門薬剤師と し て必要な基本的な素養を概ね身につけ、 以下のよ う な研究・ 薬剤師業務を主体的に実践でき る よ う に
なる 。

） 各領域の薬物療法の基本を理解する 。1
） 論文を含む臨床情報から 、 薬物療法に関する問題点・ ニ ーズを抽出する 。2
） 問題点に対する対策（ 研究計画・ 処方提案） を自ら 立案する 。3
） そ れら を 他の研究者・ 医療従事者に提案する 。4

授業の概要
熊本大学薬学部臨床教授（ 医師、 薬剤師等） 、 実務教員、 各種専門・ 認定薬剤師の資格保持者等の講義を受講し 、 専
門薬剤師（ がん専門薬剤師、 感染症薬剤師、 感染制御専門薬剤師など ） に必要な素養・ 能力について討議し 、 レ ポHIV
ート を作成する 。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

オ リ エ ン テ ーシ ョ ン 本授業科目の目的を理解する 。1

テ キス ト 特に 、 指定し ない。 必要に応じ て 、 参考資料を提示する

参考文献 「 薬剤師のための医療薬科学研修会」 テ キス ト など

履修条件 薬剤師免許取得者

評価方法・ 基準
【 評価方法】 　 臨床教授によ る講義に対する参加態度およ びそ の後の討論会での討論・ 発表・ 質疑応答態度、 およ び
最終レポート 内容から 総合的に評価する 。 【 評価基準】 　 本特論を通し て 、 各学生が専門薬剤師へ向けた具体的ロ ー
ド マ ッ プ が描けたかに着目し て評価を行う 。

使用言語 「 日本語」 に よ る授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語」 のテ キス ト

実務経験を
活かし た授業

該当 各講演者の臨床経験・ 実務経験を基にし 、 実臨床で生じ た問題点・ 症例から 学ぶ。 ( )

-#-
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他YDH7-356-78-1 2021 (24380) 1 1

科目名 講義題目 担当教員( )

ト ラ ン ス レ ーシ ョ ナル基礎講座【 ト ラ ン ス レ ーショ ナルリHIGO HIGO Translational Basic S(
サーチ ) 本山敬一 石原園子 ,  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  50% 2.  15% 3.  15% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 20%

授業の形態 そ の他

授業の方法 全て を使用し た遠隔授業と し ま す。Moodle

授業の目的 医薬品開発における ト ラ ン ス レ ーシ ョ ナルリ サーチについて理解する と も に 、 医薬品医療機器総合機構（ ） のPMDA
組織およ び業務について学習する 。

学修目標

【 水準】A
本講座では、 職員、 職員、 大学教員等を講師に迎え 、 医薬品開発候補と なる シーズを調査し て 、 前臨床試PMDA AMED
験や臨床試験のデザイ ン 、 特許申請・ 権利化・ 維持、 ベン チ ャ ー企業支援、 共同研究・ 委託研究の構築、 前臨床試験
のデザイ ン と 企業と の連携、 臨床試験のデザイ ン と 医療機関と の連携のために必要な知識を学ぶ。
【 水準】C
医薬品開発候補と なる シーズを調査し て 、 前臨床試験や臨床試験のデザイ ン 、 特許申請・ 権利化・ 維持、 前臨床試験
のデザイ ン と 企業と の連携、 臨床試験のデザイ ン と 医療機関と の連携のために必要な知識を学ぶ。

授業の概要

本講座では、 医薬品開発候補と なる シーズを調査し て 、 前臨床試験や臨床試験のデザイ ン 、 特許申請・ 権利化・ 維持
、 ベン チ ャ ー企業支援、 共同研究・ 委託研究の構築、 前臨床試験のデザイ ン と 企業と の連携、 臨床試験のデザイ ン と
医療機関と の連携のために必要な知識を講義や演習形式で学習する 。 日本語での授業を基本と する が、 留学生が履修
登録し ている場合には、 通訳を つける 。 集中講義形式およ び 形式での授業を実施する 。e-learning

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

イ ン ト ロ ダ ク シ ョ ン ト ラ ン ス レ ーシ ョ ナルリ サーチの概要について1

テ キス ト 毎回配布する プ リ ン ト

参考文献 特に指定なし

履修条件 なし

評価方法・ 基準 授業態度（ ％） およ び授業内容に関する レ ポート （ ） で評価する 。30 70%

使用言語 「 英語」 に よ る授業 留学生が受講し ない場合は「 日本語」 で行う 。 ( )

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当

-#-
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4.講義科目 
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時間割コード

医学教育部 薬学教育部

HIGO社会文化科学総論 24390 07200 4月16日 発生研）5F　502会議室

授業科目
時間割コード

初回授業 教室

-#-
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

前期 医学教育部 金曜 限RCM7-067-99-1 2021 (24390) 1 2 4

科目名 講義題目 担当教員( )

社会文化科学総論【 上野眞也 蜂谷紀之 田辺寿一郎HIGO HIGO Principles of Social and Cultural()  ,  ,  , Andrew Mitchell

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  20% 2.  50% 3.  10% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 20%

授業の形態 講義・ 演習

授業の方法
授業は、 各時間、 ス ラ イ ド 等を用いた基礎概念の説明と 、 そ の概念を用いた簡単な演習と を セッ ト でおこ なう 。 ま た
最後に、 質疑応答の時間を設け、 理解を深めら れる よ う に配慮する 。

授業の目的

こ の講義では、 社会文化科学の基礎的かつ代表的な理論を学習するため、 次の つの分野の基礎を学び、 専門性の高い3
学習へ繋げる こ と を 目的と し ている 。 技術マ ネジメ ン ト 論と し て 、 熊本県の大き な課題である水俣病や水銀問題に関
する こ と 、 異文化コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン論と し て生命倫理や原子力政策、 防災政策など を事例に政治コ ミ ュ ニ ケーシ ョ
ン に関する こ と 、 公共政策論では政治、 社会制度、 イ デオ ロ ギーなど に関する こ と など 、 社会文化科学の基礎理論と
実践的な技術について学ぶ。

学修目標

【 水準】A
水俣病問題、 生命倫理、 政治的コ ミ ュ ニ ケーショ ン 、 公共政策学に関連し た社会文化科学の基礎的かつ代表的な理論
について学習し 、 そ れを応用し て自分なり の考えを伝える こ と ができ る こ と 。
【 水準】C
講義のト ピ ッ ク ス について学び、 自分の関心と 絡めて意見を述べる こ と ができ る こ と 。 ___________

授業の概要

技術マ ネジメ ン ト 論では、 水俣病問題や世界の水銀問題を事例と し て、 環境マネジメ ン ト について学ぶ。1. 

異文化コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン論では、 生命倫理の基礎、 文化的背景を異にする存在同士の理解促進、 日本の原子力政2.
策や防災政策の課題を事例にし た政治的コ ミ ュ ニ ケーショ ン に ついて学ぶ。

公共政策論では、 世界の主要国の政治体制、 イ デオ ロ ギーの違いなど 政治・ 社会のあり について比較政治学の基礎3.
知識を修得する 。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

４ 限目　 蜂谷紀之（ 技術マ ネジメ ン ト １ ）1 04/ 16  環境化学物質と し ての水銀、 毛髪水銀の測定希望者の毛髪
採取

４ 限目　 蜂谷紀之（ 技術マ ネジメ ン ト ２ ） 水俣病と そ の対策2 04/ 23  __

４ 限目　 蜂谷紀之（ 技術マ ネジメ ン ト ３ ） 世界の水銀汚染と 日本の国際協力3 05/ 07  

４ 限目　 蜂谷紀之（ 技術マ ネジメ ン ト ４ ） 水銀の健康リ ス ク コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン4 05/ 14  

5 05/ 21 ２ 限目　 田辺寿一郎（ 異文化コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 
１ －１ ）

生命倫理： グ ロ ーバルな人権思想の発展について

6 05/ 28 ２ 限目　 田辺寿一郎（ 異文化コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 
１ －２ ）

生命倫理： 人間の安全保障論について

7 06/ 04 ２ 限目　 田辺寿一郎（ 異文化コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 
１ －３ ）

生命倫理： 多文化共生社会への挑戦

8 06/ 11 ４ 限目　 （ 異文化コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 演Andrew Mitchell
習２ －１ ）

原発政策にみる日本政治コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン １

9 06/ 18 ４ 限目　 （ 異文化コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 演Andrew Mitchell
習２ －２ ）

原発政策にみる日本政治コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン ２

10 06/ 25 ４ 限目　 （ 異文化コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 演Andrew Mitchell
習２ －３ ）

原発政策にみる日本政治コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン ３

11 07/ 02 ４ 限目　 （ 異文化コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 演Andrew Mitchell
習２ －４ ） 原発政策にみる日本政治コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン ４

４ 限目　 上野眞也 公共政策学入門１ ＿＿12 07/ 09  

４ 限目　 上野眞也 公共政策学入門２ ＿＿13 07/ 16  

４ 限目　 上野眞也 公共政策学入門３ ＿＿14 07/ 30  

４ 限目　 上野眞也 公共政策学入門４ ＿＿15 08/ 06  

テ キス ト 特に指定はし ない。 講義のポイ ン ト を ま と めたプ リ ン ト を 配布する 。

参考文献 講義で紹介する

履修条件

評価方法・ 基準
講義中の質疑応答や、 講義終了後に提示さ れる テ ーマ に関する レ ポート 等によ り 、 「 授業の目的」 に掲げた事項につ
いての理解度を確認し て評価する 。

使用言語 「 英語」 に よ る授業 英語によ る講義 英語のテ キス ト (  + )

教科書・ 資料の言語 「 英語」 のテ キス ト 英語 ( )

実務経験を
活かし た授業

非該当
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5.演習・実習・研究指導科目 
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時間割コード
HIGOプログラム基礎コース

医学教育部 薬学教育部

HIGO行政セミナーⅠ 11070 07305 HIGOホームページへ掲載 確定次第連絡

HIGO企業セミナーⅠ 11080 07310 HIGOホームページへ掲載 確定次第連絡

HIGO中国語講座Ⅰ 11090 07315 開講なし －

HIGO英語講座Ⅰ 11100 07320 開講なし －

HIGO日本語講座Ⅰ 11110 07325 開講なし －

HIGO特別実習Ⅰ 11120 07330 開講なし －

HIGOリーダーシップトレーニング講座 24710 07355 8月26日 多言語文化総合教育棟

HIGO行政インターンシップⅠ 11130 07335 別途通知 －

HIGO企業インターンシップⅠ 11140 07340 別途通知 －

HIGO海外インターンシップⅠ 11150 07345 別途通知 －

HIGO最先端研究プロジェクトⅠ 11160 07350 － －

HIGOプログラム専門コース

医学教育部 薬学教育部

HIGO行政セミナーⅡ 24430 08300 HIGOホームページへ掲載 確定次第連絡

HIGO企業セミナーⅡ 24440 08305 HIGOホームページへ掲載 確定次第連絡

HIGO中国語講座Ⅱ 24480 08310 後期（集中講義） 確定次第連絡

HIGO英語講座Ⅱ 24490 08315 前期（集中講義） 確定次第連絡

HIGO日本語講座Ⅱ 24500 08320 開講なし －

HIGO行政インターンシップⅡ 24540 08325 別途通知 －

HIGO企業インターンシップⅡ 24550 08330 別途通知 －

HIGO海外インターンシップⅡ 24560 08335 別途通知 －

HIGO研究プレゼンテーション 24570 08340 － －

HIGO公共政策演習Ⅰ 24580 08345 10月4日 黒髪地区

HIGO公共政策演習Ⅱ 24590 08350 10月7日 黒髪地区

HIGO技術マネジメント演習Ⅰ 24610 08360 9月28日 本荘地区

HIGO技術マネジメント演習Ⅱ 24620 08365 4月16日 発生研）8階 801会議室

HIGO異文化コミュニケーション演習Ⅰ 24640 08375 4月20日 発生研）8階 801会議室

HIGO異文化コミュニケーション演習Ⅱ 24650 08380 4月16日 黒髪地区

HIGO社会文化科学課題演習 24665 08388 － －

HIGO最先端研究セミナーⅡ 24680 08390 HIGOホームページへ掲載 発生研）1階カンファレンス

HIGO最先端研究プロジェクトⅡ 24700 08395 － －

HIGOプログラム4年コース

医学教育部 薬学教育部

HIGO特別実習 24400 09305 開講なし

HIGO行政セミナー 24410 09310 HIGOホームページへ掲載 確定次第連絡

HIGO企業セミナー 24420 09315 HIGOホームページへ掲載 確定次第連絡

HIGO中国語講座 24450 09320 開講なし －

HIGO英語講座 24460 09325 開講なし －

HIGO日本語講座 24470 09330 開講なし －

HIGO行政インターンシップ 24510 09335 別途通知 －

HIGO企業インターンシップ 24520 09340 別途通知 －

HIGO海外インターンシップ 24530 09345 別途通知 －

HIGO研究プレゼンテーション 24570 08340 － －

HIGO公共政策演習Ⅰ 24580 08345 10月4日 黒髪地区

HIGO公共政策演習Ⅱ 24590 08350 10月7日 黒髪地区

HIGO技術マネジメント演習Ⅰ 24610 08360 9月28日 本荘地区

HIGO技術マネジメント演習Ⅱ 24620 08365 4月16日 発生研）8階 801会議室

HIGO異文化コミュニケーション演習Ⅰ 24640 08375 4月20日 発生研）8階 801会議室

HIGO異文化コミュニケーション演習Ⅱ 24650 08380 4月16日 黒髪地区

HIGO社会文化科学課題演習 24665 08388 － －

HIGOリーダーシップトレーニング講座 24710 09360 8月26日 多言語文化総合教育棟

HIGO最先端研究セミナー 24670 09350 HIGOホームページへ掲載 発生研）1階カンファレンス

HIGO最先端研究プロジェクト 24690 09355 － －

初回授業 教室

初回授業 教室

初回授業 教室

授業科目名
時間割コード

授業科目
時間割コード

授業科目
時間割コード

-#-

-84-



科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他RDM7-128-99-2 2021 (11070) 1 1

科目名 講義題目 担当教員( )

行政セミ ナー 【 】 入江 徹美HIGO I HIGO Governmental Seminar Series I ()  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  20% 2.  30% 3.  20% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 30%

授業の形態 そ の他

授業の方法
質疑応答を重視し たセミ ナー形式で、 等を活用する 。 セミ ナーを聴講し 、 講演内容と そ れに対するPower point, OHP
考察を記し たレ ポート を作成する 。 日本人講師の場合、 原則、 日本語によ る講義・ テ キス ト 、 外国人講師の場合、 英
語によ る講義・ テキス ト で行う 。

授業の目的

健康生命科学分野において、 本質を俯瞰でき る専門的知識と 国際的視野を も っ て 、 地域や日本・ 国際社会（ グ ロ ーカ
ル社会） が抱える人類的課題を解決でき る 、 世界と 日本・ 地域を結ぶ産学官を牽引でき る リ ーダ ーが必要と さ れてい
る 。 そ の資質を涵養する ためには、 医学、 薬学、 生命科学など の学問領域のみなら ず、 福祉、 公衆衛生、 環境資源、
循環社会、 生物多様性、 環境倫理等の幅広い知識を修得する必要がある 。 行政セミ ナー では、 個人の生活からHIGO I
地球規模にいたる健康生命科学上の課題について 、 そ の現状、 解決すべき課題、 将来の展望など に関する セミ ナーを
聴講し 、 通常の大学院教育部の講義では取り 扱う こ と のない最新の知識を修得する と と も に 、 グ ロ ーカ ルな視座から
討議する 。

学修目標

【 水準】A
医学、 薬学、 生命科学など の学問領域のみなら ず、 福祉、 公衆衛生、 環境資源、 循環社会、 生物多様性、 環境倫理等
、 個人の生活から 地球規模にいたる健康生命科学上の課題についての幅広い知識を修得し 、 応用でき る 。
【 水準】C
医学、 薬学、 生命科学など の学問領域のみなら ず、 福祉、 公衆衛生、 環境資源、 循環社会、 生物多様性、 環境倫理等
、 個人の生活から 地球規模にいたる健康生命科学上の課題についての幅広い知識を修得する 。

授業の概要

熊本県庁、 熊本市役所、 中央官庁など の行政機関から 講師を招き 、 医学および薬学で扱う 学問分野に加えて、 医薬政
策、 福祉、 環境、 公衆衛生、 健康危機管理、 環境資源、 循環社会、 生物多様性、 環境倫理など に関連する様々な分野
の内容を広く 取り 扱う 。 なお、 英語によ る講演を基本と する が、 日本語で実施さ れる場合は、 英語通訳等の措置を行
う 。

セミ ナーは年間８ 回開催する ため、 通算で８ 回以上受講する こ と 。

（ 前年度実績）
・ 社会福祉法人慈愛園
・ 新日本有限責任監査法人EY
・ 沖縄県立中部病院
・ 熊本県保健環境科学研究所
・ 熊本赤十字病院
・ 熊本国際空港株式会社
・ 京都府立大学京都地域未来創造セン タ ー、 熊本市国際交流振興事業団 

なお、 講演を担当いただ く 官公庁・ 団体が追加・ 変更さ れた場合には、 プ ロ グ ラ ムホームページに掲載し ますのHIGO
で、 随時、 参照する よ う にし て下さ い。

 https:/ / higoprogram.jp/ category/ gyousei/

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

プ ロ グ ラ ムホームページに掲載する プ ロ グ ラ ムホームページに掲載する1 HIGO HIGO

テ キス ト 特に指定はせず、 セミ ナーのポイ ン ト を ま と めた プ リ ン ト を 配布する 。

参考文献 特に指定し ない。

履修条件
特別な理由が無い限り セミ ナーに参加する こ と 。 特別な理由によ り セミ ナーを欠席する場合、 欠席理由書を提出する
こ と 。 そ の場合、 での受講を認める 。Moodle

評価方法・ 基準
８ 回のセミ ナーに出席し 、 ２ 回のレ ポート 提出を義務づける 。 セミ ナー中の質疑応答や、 セミ ナー終了後に提示さ れ
る テ ーマ に関する レ ポート 等によ り 、 【 授業の目的】 に掲げた事項についての理解度を評価する 。

使用言語 「 日本語と 英語によ る ミ ッ ク ス 」 授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当

-#-
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他RDM7-129-99-2 2021 (11080) 1 2

科目名 講義題目 担当教員( )

企業セミ ナー 【 】 企業セミ ナー 森岡弘志、 丸山徹HIGO I HIGO Business Seminar Series I ( )   

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  20% 2.  20% 3.  30% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 30%

授業の形態 そ の他

授業の方法
質疑応答を重視し たセミ ナー形式で、 等のプ レ ゼン ソ フ ト を 用いる 。 セミ ナーを聴講し 、 講演内容と そ れPowerpoint 
に対する考察を記し たレ ポート を作成する 。 日本人講師の場合、 原則、 日本語によ る講義・ テ キス ト 、 外国人講師の
場合、 英語によ る講義・ テキス ト で行う 。

授業の目的

健康生命科学分野において、 本質を俯瞰でき る専門的知識と 国際的視野を も っ て 、 地域や日本・ 国際社会（ グ ロ ーカ
ル社会） が抱える人類的課題を解決でき る 、 世界と 日本・ 地域を結ぶ産学官を牽引でき る リ ーダ ーの育成が望ま れて

Ⅰいる 。 企業セミ ナー では、 企業から の視点を獲得し 、 地域社会のニ ーズを強く 意識し て社会に対する責任を自HIGO
覚し 、 敏感に対応でき る資質を涵養する こ と を目的に 、 熊本県・ 熊本市の企業に加えて、 国内の大手企業の経営者・
研究者・ 開発者等を講師と し て招聘し 、 健康生命科学の社会への還元のあり 方等について学ぶ。

学修目標

【 水準】A
地元企業や国内大手企業の経営者・ 研究者・ 開発者等によ る セミ ナーを聴講し 、 企業理念やコ ン プ ラ イ ア ン ス 、 経営
、 社会・ 地域貢献等についての知識を習得し て応用でき る 。
【 水準】C
地元企業や国内大手企業の経営者・ 研究者・ 開発者等によ る セミ ナーを聴講し 、 企業理念やコ ン プ ラ イ ア ン ス 、 経営
、 社会・ 地域貢献等についての知識を習得する 。

授業の概要

次のよ う な企業等から 講師を招き 、 医学およ び薬学で扱う 学問分野に加えて、 企業理念、 企業コ ン プ ラ イ ア ン ス 、 社
会・ 地域貢献、 地域経済、 人材育成、 国際化、 環境、 循環社会、 経営、 広報など に関連する様々な分野の内容を広く
取り 扱う 。 なお、 日本人が講師の場合、 日本語によ る講演を基本と する が、 そ の場合は英語通訳等の措置を行う 。

セミ ナーは年間８ 回開催する ため、 通算し て少なく と も １ ５ 回受講する こ と 。

（ 前年度実績）
・ 熊本県民テ レ ビ
・ イ ン テ グ リ カ ルチ ャ ー株式会社
・ 鹿児島大学大学院 株式会社スディ ッ ク ス バイ オ テ ッ ク/
・ ア ク テ ィ ブ ・ コ ネク タ ー株式会社
・ 塩野義製薬株式会社
・ セールス フ ォ ース ・ ド ッ ト コ ム日本法人
・ 住友電工
・ バイ オ ロ ジク スKM

なお、 講演を担当いただ く 企業・ 団体が追加・ 変更さ れた場合には、 プ ロ グ ラ ムホームページに掲載し ま すのでHIGO
、 随時、 参照するよ う に し て下さ い。

 https:/ / higoprogram.jp/ category/ kigyou/

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

プ ロ グ ラ ムホームページに掲載する プ ロ グ ラ ムホームページに掲載する1 HIGO HIGO

テ キス ト 特に指定はせず、 セミ ナーのポイ ン ト を ま と めた プ リ ン ト を 配布する 。

参考文献 特に指定し ない。

履修条件
特別な理由が無い限り セミ ナーに参加する こ と 。 特別な理由によ り セミ ナーを欠席する場合、 欠席理由書を提出する
こ と 。 そ の場合、 での受講を認める 。Moodle

評価方法・ 基準
１ ５ 回のセミ ナーに出席し 、 ３ 回のレ ポート 提出を義務づける 。 セミ ナー中の質疑応答や、 セミ ナー終了後に提示さ
れる テーマ に関する レ ポート 等によ り 、 【 授業の目的】 に掲げた事項についての理解度を評価する 。

使用言語 「 日本語と 英語によ る ミ ッ ク ス 」 授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当

-#-
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HIGO 中国語講座Ⅰ【11090】 
※今年度 開講なし 
  

-#-

-87-



HIGO 英語講座Ⅰ【11100】 
※今年度 開講なし 
  

-#-

-88-



HIGO 日本語講座Ⅰ【11100】 
※今年度 開講なし 
  

-#-

-89-



HIGO 特別実習Ⅰ【11120】 
※今年度 開講なし 
  

-#-

-90-



科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他RDM7-139-99-2 2021 (11130) 1 1

科目名 講義題目 担当教員( )

行政イ ン タ ーン シッ プ 【 】 入江 徹美HIGO I HIGO Governmental Internship I ()  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  20% 2.  35% 3.  15% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 30%

授業の形態 そ の他

授業の方法
行政機関や産官学連携し ている大学、 企業等でのオ ムニ バス の体験型実習。 臨地体験終了後、 発表・ 討論を行い、 学
習内容の理解を深める 。

授業の目的

健康生命科学分野において、 本質を俯瞰でき る専門的知識と 国際的視野を も っ て 、 地域や日本・ 国際社会（ グ ロ ーカ
ル社会） が抱える人類的課題を解決でき る 、 世界と 日本・ 地域を結ぶ産学官を牽引でき る リ ーダ ーが必要と さ れてい
る 。 そ の資質を涵養する ためには、 医学、 薬学、 生命科学など の学問領域のみなら ず、 臨地経験に基づく 福祉、 公衆
衛生、 環境資源、 循環社会、 生物多様性、 環境倫理等の知識の修得が必要である 。 行政イ ン タ ーン シッ プ ではHIGO II
、 そ れら に関わる業務を臨地体験する こ と に よ り 、 行政・ 企業セミ ナーで修得し た知識を実際の現場で体験する こ と
で実践的能力を獲得する と 共に 、 さ ら なる学習意欲の向上や職業観・ 使命感の育成を図る 。

学修目標

【 水準】A
社会課題解決の現場を臨地経験する こ と に よ り 、 福祉、 公衆衛生、 環境資源、 循環社会、 生物多様性、 環境倫理等の
知識を修得し 、 実践的な能力を獲得する 。
【 水準】C
社会課題解決の現場を臨地経験する こ と に よ り 、 福祉、 公衆衛生、 環境資源、 循環社会、 生物多様性、 環境倫理等の
知識を修得する 。

授業の概要

行政機関や産官学連携し ている大学、 企業等の協力の下に 、 健康生命科学や地方創生、 外国人労働者など 幅広い社会
課題解決の現場を体験し 学修する 。
なお、 英語によ る実習を基本と する が、 日本語で実施さ れる場合は、 英語通訳等の措置を行う 。
実習を担当いただ く 官公庁・ 団体が追加・ 変更さ れた場合、 複数の企業が連携し て実施さ れる場合など の変更があっ
た場合には、 メ ール等で連絡し ま すので、 随時、 確認する よ う に し て下さ い。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

別途通知する 。 別途通知する 。 ＿＿＿1

テ キス ト 特に指定はせず、 イ ン タ ーン シッ プ の概要に関する プ リ ン ト を 配布する 。

参考文献 特に指定し ない。

履修条件 指導教員及び 運営委員会での承認が必要HIGO

評価方法・ 基準
臨地体験、 発表・ 討論の積極的な態度およ び の記載内容に基づき 、 当該イ ン タ ーン シッ プ に よ る実践的能e-Portfolio
力の修得度を評価する 。

使用言語 「 日本語と 英語によ る ミ ッ ク ス 」 授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当

-#-
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他RDM7-140-99-2 2021 (11140) 1 1

科目名 講義題目 担当教員( )

Ⅰ企業イ ン タ ーン シッ プ 【 】 企業イ ン タ ーン シッ プ 森岡弘志、 丸山徹HIGO I HIGO Business Internship I ( )   

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  50% 2.  20% 3.  20% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 10%

授業の形態 そ の他

授業の方法 企業での体験型実習。 臨地体験終了後、 発表・ 討論を行い、 学習内容の理解を深める 。

授業の目的

プ ロ グ ラ ムは、 地域・ ア ジア のニ ーズを理解し 、 地域や世界と 協働し て 、 地域課題解決に挑戦でき る グ ロ ーカ ルHIGO
な健康生命科学パイ オ ニ ア の育成を目的と し ている 。 本科目では、 行政・ 企業セミ ナーで、 専門講義で習得し た知識
を 、 地域企業なら びに国内大手製薬企業の現場での体験を通し て 、 企業理念・ 企業コ ン プ ラ イ ア ン ス ・ 経営・ 企画・
運営・ 経理・ 社会貢献・ 地域貢献・ ニ ーズに関する生き た情報に触れる こ と に よ り 、 グ ロ ーカ ルな視点での実践的能
力の向上を図る と と も に 、 色々な環境の変化に適応する術について学ぶ。

学修目標

【 水準】A
イ ン タ ーン シッ プ先の企業等においてグ ロ ーカ ルな視点での実践的能力および色々な環境の変化に適応する術を身に
つけ、 応用でき る 。

【 水準】C
イ ン タ ーン シッ プ先の企業等においてグ ロ ーカ ルな視点での実践的能力および色々な環境の変化に適応する術を身に
つける 。

授業の概要

本科目では以下の候補企業の中から １ つ を選び、 時間（ 日間） の企業での体験型実習を行う 。 ま た 、 英語によ る30 5
実習を基本と するが、 日本語で実施さ れる場合は、 英語通訳等の措置を行う 。

熊本県内企業およ び団体○
株式会社同仁化学研究所
バイ オ ロ ジク ス株式会社KM

国内関連企業○
株式会社新日本科学

なお、 実習を担当いただ く 企業・ 団体が追加・ 変更さ れた場合、 複数の企業が連携し て実施さ れる場合など の変更が
あっ た場合には、 メ ールで連絡し ま すので、 随時、 確認する よ う にし て下さ い。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

別途通知する 。 別途通知する 。 ＿＿＿1

テ キス ト 特に指定はせず、 イ ン タ ーン シッ プ の概要に関する プ リ ン ト を 配布する 。

参考文献 特に指定し ない。

履修条件 指導教員およ び 運営委員会での承認が必要HIGO

評価方法・ 基準
ポート フ ォ リ オ へのレ ポート 提出を義務づける 。 体験実習の現場での質疑応答や発表・ 討論の積極的な態度、 体験e-
実習終了後に提示さ れる テーマ に関する レ ポート 等によ り 、 【 授業の目的】 に掲げた事項についての理解度を評価す
る 。

使用言語 「 日本語と 英語によ る ミ ッ ク ス 」 授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当

-#-

-92-



科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他RDM7-141-99-1 2021 (11150) 1 1

科目名 講義題目 担当教員( )

海外イ ン タ ーン シッ プ 【 】 小椋 光HIGO I HIGO Overseas Internship I ()  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  10% 2.  40% 3.  30% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 20%

授業の形態 そ の他

授業の方法
オ ン ラ イ ン 研修型の海外体験実習。 各国の大学、 行政機関、 企業等を オ ン ラ イ ン で訪問し 、 バーチ ャ ルで海外体験す
る 。 体験終了後、 発表・ 討論を行い、 学習内容の理解を深める 。

授業の目的

「 健康生命科学パイ オ ニ ア 」 と し て 、 地域や世界と 協働し ながら 健康社会を リ ード し てゆく ため、 医学・ 薬学・ 生命
科学等を基盤と する健康生命科学の広く 深い専門的知識のみなら ず、 九州と いう 地域性と 世界観を連結さ せながら 、
国際・ 地域社会（ グ ロ ーカ ル社会） における課題と ニ ーズを俯瞰的に捉える素養を涵養する必要がある 。 本科目では
、 国際的な大学、 行政機関、 企業等における国際的な早期就業体験や訓練を通じ て 、 グ ロ ーカ ル社会における課題設
定・ 解決能力の向上を図る と 共に 、 国際競争力のある コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 能力やネゴ シエ ーシ ョ ン 能力について学ぶ
。

学修目標

【 水準】A
国際的な早期就業体験や訓練を通じ て、 グ ロ ーカ ル社会における課題設定・ 解決能力、 国際競争力のある コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン 能力やネゴ シエ ーシ ョ ン 能力を身に付け、 実践でき る 。
【 水準】C
国際的な早期就業体験や訓練を通じ て、 グ ロ ーカ ル社会における課題設定・ 解決能力、 国際競争力のある コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン 能力やネゴ シエ ーシ ョ ン 能力を身に付ける 。

授業の概要

本科目では、 主にイ ン ド やバン グ ラ デシュ など の南ア ジア 、 ミ ャ ン マ ーやタ イ 、 フ ィ リ ピ ン 、 ベト ナム、 中国など の
東南アジア にて実施さ れる レ ク チ ャ ーの受講、 討論会への参加、 施設見学、 実務体験など を行い、 合計し て 時間30
（ 日間） 以上の体験型実習を行う 。5
なお、 英語によ る実習を基本と する が、 日本語で実施さ れる場合は、 英語通訳等の措置を行う 。

実習を担当いただ く 企業・ 官公庁等が追加・ 変更さ れた場合、 複数の企業等が連携し て実施さ れる場合など の変更が
あっ た場合には、 メ ール等で連絡し ますので、 随時、 確認する よ う に し て下さ い。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

別途通知する 。 別途通知する 。 ＿＿＿1

テ キス ト 特に指定はせず、 イ ン タ ーン シッ プ の概要に関する プ リ ン ト を 配布する 。

参考文献 特に指定し ない。

履修条件 指導教員およ び 運営委員会での承認が必要HIGO

評価方法・ 基準
ポート フ ォ リ オ へのレ ポート 提出を義務づける 。 オ ン ラ イ ン 体験実習の現場での質疑応答や発表・ 討論の積極的なe-
態度、 体験実習終了後に提示さ れる テーマ に関する レ ポート 等によ り 、 【 授業の目的】 に掲げた事項についての理解
度を評価する 。

使用言語 「 日本語と 英語によ る ミ ッ ク ス 」 授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当

-#-

-93-



-#-

-94-



-#-

-95-



-#-
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HIGO 日本語講座Ⅱ【24500】 
※今年度 開講なし 
  

-#-
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他RDM7-139-99-2 2021 (24540) 1, 2, 3, 4 1

科目名 講義題目 担当教員( )

行政イ ン タ ーン シッ プ 入江徹美HIGO II()  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  20% 2.  35% 3.  15% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 30%

授業の形態 そ の他

授業の方法
行政機関や産官学連携し ている大学、 企業等でのオ ムニ バス の体験型実習。 臨地体験終了後、 発表・ 討論を行い、 学
習内容の理解を深める 。

授業の目的

健康生命科学分野において、 本質を俯瞰でき る専門的知識と 国際的視野を も っ て 、 地域や日本・ 国際社会（ グ ロ ーカ
ル社会） が抱える人類的課題を解決でき る 、 世界と 日本・ 地域を結ぶ産学官を牽引でき る リ ーダ ーが必要と さ れてい
る 。 そ の資質を涵養する ためには、 医学、 薬学、 生命科学など の学問領域のみなら ず、 臨地経験に基づく 福祉、 公衆
衛生、 環境資源、 循環社会、 生物多様性、 環境倫理等の知識の修得が必要である 。 行政イ ン タ ーン シッ プ ではHIGO II
、 そ れら に関わる業務を臨地体験する こ と に よ り 、 行政・ 企業セミ ナーで修得し た知識を実際の現場で体験する こ と
で実践的能力を獲得する と 共に 、 さ ら なる学習意欲の向上や職業観・ 使命感の育成を図る 。

学修目標

【 水準】A
社会課題解決の現場を臨地経験する こ と に よ り 、 福祉、 公衆衛生、 環境資源、 循環社会、 生物多様性、 環境倫理等の
知識を修得し 、 実践的な能力を獲得する 。
【 水準】C
社会課題解決の現場を臨地経験する こ と に よ り 、 福祉、 公衆衛生、 環境資源、 循環社会、 生物多様性、 環境倫理等の
知識を修得する 。

授業の概要

行政機関や産官学連携し ている大学、 企業等の協力の下に 、 健康生命科学や地方創生、 外国人労働者など 幅広い社会
課題解決の現場を体験し 学修する 。
なお、 英語によ る実習を基本と する が、 日本語で実施さ れる場合は、 英語通訳等の措置を行う 。
実習を担当いただ く 官公庁・ 団体が追加・ 変更さ れた場合、 複数の企業が連携し て実施さ れる場合など の変更があっ
た場合には、 メ ール等で連絡し ま すので、 随時、 確認する よ う に し て下さ い。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

別途通知する 。 別途通知する 。 ＿＿＿1

テ キス ト 特に指定はせず、 イ ン タ ーン シッ プ の概要に関する プ リ ン ト を 配布する 。

参考文献 特に指定し ない。

履修条件 指導教員及び 運営委員会での承認が必要HIGO

評価方法・ 基準
臨地体験、 発表・ 討論の積極的な態度およ び の記載内容に基づき 、 当該イ ン タ ーン シッ プ に よ る実践的能e-Portfolio
力の修得度を評価する 。

使用言語 「 日本語と 英語によ る ミ ッ ク ス 」 授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当

-#-
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他RDM7-140-99-2 2021 (24550) 1, 2, 3, 4 1

科目名 講義題目 担当教員( )

企業イ ン タ ーン シッ プ 企業イ ン タ ーン シッ プ 森岡弘志、 丸山徹HIGO II( )   

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  50% 2.  20% 3.  20% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 10%

授業の形態 そ の他

授業の方法 企業での体験型実習。 臨地体験終了後、 発表・ 討論を行い、 学習内容の理解を深める 。

授業の目的

プ ロ グ ラ ムは、 地域・ ア ジア のニ ーズを理解し 、 地域や世界と 協働し て 、 地域課題解決に挑戦でき る グ ロ ーカ ルHIGO
な健康生命科学パイ オ ニ ア の育成を目的と し ている 。 本科目では、 行政・ 企業セミ ナーで、 専門講義で習得し た知識
を 、 地域企業なら びに国内大手製薬企業の現場での体験を通し て 、 企業理念・ 企業コ ン プ ラ イ ア ン ス ・ 経営・ 企画・
運営・ 経理・ 社会貢献・ 地域貢献・ ニ ーズに関する生き た情報に触れる こ と に よ り 、 グ ロ ーカ ルな視点での実践的能
力の向上を図る と と も に 、 色々な環境の変化に適応する術について学ぶ。

学修目標

【 水準】A
イ ン タ ーン シッ プ先の企業等においてグ ロ ーカ ルな視点での実践的能力および色々な環境の変化に適応する術を身に
つけ、 応用でき る 。

【 水準】C
イ ン タ ーン シッ プ先の企業等においてグ ロ ーカ ルな視点での実践的能力および色々な環境の変化に適応する術を身に
つける 。

授業の概要

本科目では以下の候補企業の中から １ つ を選び、 時間（ 日間） の企業での体験型実習を行う 。 ま た 、 英語によ る30 5
実習を基本と するが、 日本語で実施さ れる場合は、 英語通訳等の措置を行う 。

熊本県内企業およ び団体○
株式会社同仁化学研究所
バイ オ ロ ジク ス株式会社KM

国内関連企業○
株式会社新日本科学

なお、 実習を担当いただ く 企業・ 団体が追加・ 変更さ れた場合、 複数の企業が連携し て実施さ れる場合など の変更が
あっ た場合には、 メ ールで連絡し ま すので、 随時、 確認する よ う にし て下さ い。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

プ ロ グ ラ ムホームページに掲載する プ ロ グ ラ ムホームページに掲載する1 HIGO HIGO

テ キス ト 特に指定はせず、 イ ン タ ーン シッ プ の概要に関する プ リ ン ト を 配布する 。

参考文献 特に指定し ない。

履修条件 指導教員およ び 運営委員会での承認が必要HIGO

評価方法・ 基準
ポート フ ォ リ オ へのレ ポート 提出を義務づける 。 体験実習の現場での質疑応答や発表・ 討論の積極的な態度、 体験e-
実習終了後に提示さ れる テーマ に関する レ ポート 等によ り 、 【 授業の目的】 に掲げた事項についての理解度を評価す
る 。

使用言語 「 日本語と 英語によ る ミ ッ ク ス 」 授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当

-#-
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他RDM7-141-99-1 2021 (24560) 1, 2, 3, 4 1

科目名 講義題目 担当教員( )

海外イ ン タ ーン シッ プ 小椋光HIGO II()  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  10% 2.  40% 3.  30% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 20%

授業の形態 そ の他

授業の方法
オ ン ラ イ ン 研修型の海外体験実習。 各国の大学、 行政機関、 企業等を オ ン ラ イ ン で訪問し 、 バーチ ャ ルで海外体験す
る 。 体験終了後、 発表・ 討論を行い、 学習内容の理解を深める 。

授業の目的

「 健康生命科学パイ オ ニ ア 」 と し て 、 地域や世界と 協働し ながら 健康社会を リ ード し てゆく ため、 医学・ 薬学・ 生命
科学等を基盤と する健康生命科学の広く 深い専門的知識のみなら ず、 九州と いう 地域性と 世界観を連結さ せながら 、
国際・ 地域社会（ グ ロ ーカ ル社会） における課題と ニ ーズを俯瞰的に捉える素養を涵養する必要がある 。 本科目では
、 国際的な大学、 行政機関、 企業等における国際的な早期就業体験や訓練を通じ て 、 グ ロ ーカ ル社会における課題設
定・ 解決能力の向上を図る と 共に 、 国際競争力のある コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 能力やネゴ シエ ーシ ョ ン 能力について学ぶ
。

学修目標

【 水準】A
国際的な早期就業体験や訓練を通じ て、 グ ロ ーカ ル社会における課題設定・ 解決能力、 国際競争力のある コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン 能力やネゴ シエ ーシ ョ ン 能力を身に付け、 実践でき る 。
【 水準】C
国際的な早期就業体験や訓練を通じ て、 グ ロ ーカ ル社会における課題設定・ 解決能力、 国際競争力のある コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン 能力やネゴ シエ ーシ ョ ン 能力を身に付ける 。

授業の概要

本科目では、 主にイ ン ド やバン グ ラ デシュ など の南ア ジア 、 ミ ャ ン マ ーやタ イ 、 フ ィ リ ピ ン 、 ベト ナム、 中国など の
東南アジア にて実施さ れる レ ク チ ャ ーの受講、 討論会への参加、 施設見学、 実務体験など を行い、 合計し て 時間30
（ 日間） 以上の体験型実習を行う 。5
なお、 英語によ る実習を基本と する が、 日本語で実施さ れる場合は、 英語通訳等の措置を行う 。

実習を担当いただ く 企業・ 官公庁等が追加・ 変更さ れた場合、 複数の企業等が連携し て実施さ れる場合など の変更が
あっ た場合には、 メ ール等で連絡し ますので、 随時、 確認する よ う に し て下さ い。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

別途通知する 。 別途通知する 。 ＿＿＿1

テ キス ト 特に指定はせず、 イ ン タ ーン シッ プ の概要に関する プ リ ン ト を 配布する 。

参考文献 特に指定し ない。

履修条件 指導教員およ び 運営委員会での承認が必要HIGO

評価方法・ 基準
ポート フ ォ リ オ へのレ ポート 提出を義務づける 。 オ ン ラ イ ン 体験実習の現場での質疑応答や発表・ 討論の積極的なe-
態度、 体験実習終了後に提示さ れる テーマ に関する レ ポート 等によ り 、 【 授業の目的】 に掲げた事項についての理解
度を評価する 。

使用言語 「 日本語と 英語によ る ミ ッ ク ス 」 授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当

-#-
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他RDM7-154-99-1 2021 (24680) 1, 2, 3, 4 6

科目名 講義題目 担当教員( )

最先端研究セミ ナー 最先端研究セミ ナー 西中村　 隆一HIGO II( )

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  50% 2.  25% 3.  20% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 5%

授業の形態 講義

授業の方法
教育コ ース が認定する学内外のセミ ナーを聴講し 、 講演内容と そ れに対する考察を記し たレ ポート を作成する 。 １ 時
間程度のセミ ナーを も っ て １ 回と みなす。

授業の目的

健康生命医学は多様な学問が集結する学際性の高い研究領域であるだけでなく 、 世紀の医療を担う 新し い研究領域21
と し て急速に発展し ている 。 最先端研究セミ ナーは、 健康生命科学に関連する最先端の研究を展開する国内外のHIGO
研究者のセミ ナーを聴講し 、 本教育コ ース の講義で習得し た知識を深化さ せ、 さ ら に講義では扱えない幅広い学問分
野における最新の知識習得を図る 。

学修目標

【 水準】A
健康生命科学に関連する最先端の研究を展開する国内外の研究者のセミ ナーを聴講し 、 幅広い学問分野における最新
の知識を習得し て応用でき る 。
【 水準】C
健康生命科学に関連する最先端の研究を展開する国内外の研究者のセミ ナーを聴講し 、 幅広い学問分野における最新
の知識を習得する 。

授業の概要
セミ ナーでは、 講義で扱う 学問分野に加えて 、 医学と 薬学の枠を越えた健康生命科学に関連する学問分野を広く 取り
扱う 。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

1 ～ 年次（ 薬） も し く は ～ 年次（ 医） にセミ ナーを聴1 3 1 4
講する 。

基本的に毎週水曜の から 発生医学研究所 階カ ン フ ァ12:00 1
レ ン ス室で開催する が、 日時、 場所の変更があり 得る ため
、 詳細はウ ェ ブ サイ ト を 参照のこ と 。

テ キス ト 特に指定し ない。

参考文献 特に指定し ない。

履修条件

評価方法・ 基準 教育コ ース が認定する セミ ナーを 回以上聴講し 、 少なく と も 回のレ ポート 提出を義務づける 。 レ ポート に基づき45 9
、 当該講演内容の理解度を評価する 。

使用言語 「 英語」 に よ る授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当

-#-
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他YDL7-349-99-1 2021 (24700) 1, 2, 3, 4 10

科目名 講義題目 担当教員( )

最先端研究プ ロ ジェ ク ト 最先端研究プ ロ ジェ ク ト 小椋光 森岡弘志HIGO II( )  ,  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  50% 2.  20% 3.  15% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 15%

授業の形態 そ の他

授業の方法
文献調査・ 実験計画立案・ 実験遂行・ 課題発表と 討議を ４ 年間（ 但し 、 薬学教育部に所属する者にあっ ては 年間）3
繰り 返し 行いま す。

授業の目的
健康生命科学の視点を軸と し て 、 医学およ び薬学に関する専門的かつ高度な実験に取り 組む。 実験の結果得ら れた知
見については適宜討論を行い、 さ ら なる実験の立案・ 実施を進める と と も に 、 国内外の学会や国際学術誌への発表を
行う こ と を 目指す。

学修目標

【 水準】A
グ ロ ーカ ルな健康生命科学パイ オ ニ ア養成の理念に従い、 健康生命科学、 医学、 創薬科学、 生命科学領域における最
先端の研究に自律的に取り 組むこ と によ り 、 専門分野およ び関連分野に関する優れた最先端研究活動を行う のに必要
な高度な研究能力を身につける こ と を目標と する 。
【 水準】C
グ ロ ーカ ルな健康生命科学パイ オ ニ ア養成の理念に従い、 健康生命科学、 医学、 創薬科学、 生命科学領域における最
先端の研究に取り 組むこ と に よ り 、 専門分野およ び関連分野に関する最先端研究活動を行う のに必要な高度な研究能
力を身につける こ と を 目標と する 。

授業の概要
国内外の最新の研究動向を踏ま えながら 、 健康生命科学・ 医学・ 薬学分野における研究の文献調査・ 実験計画立案・
実験遂行・ 課題討議を通じ たプ ロ ジェ ク ト ベース ト ・ ラ ーニ ン グ型実習を行う 。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

健康生命科学に関する発展的研究１ 国内の研究動向を把握し て、 研究テーマ を提案する 。1

テ キス ト 適宜、 指導教員が指定する 。

参考文献 関連分野における最新の和文・ 英文の原著論文・ 総説

履修条件 関連領域の最先端の知識や実験の高度な技能を必要と し ま す。

評価方法・ 基準
文献調査と 実験計画立案（ ） 、 実験遂行（ ） 、 課題討議（ ） に関する能力を総合的に判断し て評価する30% 50% 20%
。 国内外の学会発表や学術誌への論文発表の実績が上がっ た場合には、 適宜、 評価に加える 。

使用言語 「 日本語と 英語によ る ミ ッ ク ス 」 授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当

-#-
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HIGO 特別実習【24400】 
※今年度 開講なし 
  

-#-
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他RDM7-128-99-2 2021 (24410) 1 1

科目名 講義題目 担当教員( )

行政セミ ナー 【 】 入江 徹美HIGO HIGO Governmental Seminar Series ()  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  20% 2.  30% 3.  20% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 30%

授業の形態 そ の他

授業の方法
質疑応答を重視し たセミ ナー形式で、 等を活用する 。 セミ ナーを聴講し 、 講演内容と そ れに対するPower point, OHP
考察を記し たレ ポート を作成する 。 日本人講師の場合、 原則、 日本語によ る講義・ テ キス ト 、 外国人講師の場合、 英
語によ る講義・ テキス ト で行う 。

授業の目的

健康生命科学分野において、 本質を俯瞰でき る専門的知識と 国際的視野を も っ て 、 地域や日本・ 国際社会（ グ ロ ーカ
ル社会） が抱える人類的課題を解決でき る 、 世界と 日本・ 地域を結ぶ産学官を牽引でき る リ ーダ ーが必要と さ れてい
る 。 そ の資質を涵養する ためには、 医学、 薬学、 生命科学など の学問領域のみなら ず、 福祉、 公衆衛生、 環境資源、
循環社会、 生物多様性、 環境倫理等の幅広い知識を修得する必要がある 。 行政セミ ナーでは、 個人の生活から 地HIGO
球規模にいたる健康生命科学上の課題について、 そ の現状、 解決すべき課題、 将来の展望など に関する セミ ナーを聴
講し 、 通常の大学院教育部の講義では取り 扱う こ と のない最新の知識を修得する と と も に 、 グ ロ ーカ ルな視座から 討
議する 。

学修目標

【 水準】A
医学、 薬学、 生命科学など の学問領域のみなら ず、 福祉、 公衆衛生、 環境資源、 循環社会、 生物多様性、 環境倫理等
、 個人の生活から 地球規模にいたる健康生命科学上の課題についての幅広い知識を修得し 、 応用でき る 。
【 水準】C
医学、 薬学、 生命科学など の学問領域のみなら ず、 福祉、 公衆衛生、 環境資源、 循環社会、 生物多様性、 環境倫理等
、 個人の生活から 地球規模にいたる健康生命科学上の課題についての幅広い知識を修得する 。

授業の概要

熊本県庁、 熊本市役所、 中央官庁など の行政機関から 講師を招き 、 医学および薬学で扱う 学問分野に加えて、 医薬政
策、 福祉、 環境、 公衆衛生、 健康危機管理、 環境資源、 循環社会、 生物多様性、 環境倫理など に関連する様々な分野
の内容を広く 取り 扱う 。 なお、 英語によ る講演を基本と する が、 日本語で実施さ れる場合は、 英語通訳等の措置を行
う 。

セミ ナーは年間８ 回開催する ため、 通算で８ 回以上受講する こ と 。

（ 前年度実績）
・ 社会福祉法人慈愛園
・ 新日本有限責任監査法人EY
・ 沖縄県立中部病院
・ 熊本県保健環境科学研究所
・ 熊本赤十字病院
・ 熊本国際空港株式会社
・ 京都府立大学京都地域未来創造セン タ ー、 熊本市国際交流振興事業団 

なお、 講演を担当いただ く 官公庁・ 団体が追加・ 変更さ れた場合には、 プ ロ グ ラ ムホームページに掲載し ますのHIGO
で、 随時、 参照する よ う にし て下さ い。

 https:/ / higoprogram.jp/ category/ gyousei/

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

プ ロ グ ラ ムホームページに掲載する プ ロ グ ラ ムホームページに掲載する1 HIGO HIGO

テ キス ト 特に指定はせず、 セミ ナーのポイ ン ト を ま と めた プ リ ン ト を 配布する 。

参考文献 特に指定し ない。

履修条件
特別な理由が無い限り セミ ナーに参加する こ と 。 特別な理由によ り セミ ナーを欠席する場合、 欠席理由書を提出する
こ と 。 そ の場合、 での受講を認める 。Moodle

評価方法・ 基準
８ 回のセミ ナーに出席し 、 ２ 回のレ ポート 提出を義務づける 。 セミ ナー中の質疑応答や、 セミ ナー終了後に提示さ れ
る テ ーマ に関する レ ポート 等によ り 、 【 授業の目的】 に掲げた事項についての理解度を評価する 。

使用言語 「 日本語と 英語によ る ミ ッ ク ス 」 授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当

-#-
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他RDM7-129-99-2 2021 (24420) 1, 2, 3, 4 1

科目名 講義題目 担当教員( )

企業セミ ナー 【 】 企業セミ ナー 森岡弘志、 丸山徹HIGO HIGO Business Seminar Series ( )   

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  20% 2.  20% 3.  30% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 30%

授業の形態 そ の他

授業の方法
質疑応答を重視し たセミ ナー形式で、 等のプ レ ゼン ソ フ ト を 用いる 。 セミ ナーを聴講し 、 講演内容と そ れPowerpoint 
に対する考察を記し たレ ポート を作成する 。 日本人講師の場合、 原則、 日本語によ る講義・ テ キス ト 、 外国人講師の
場合、 英語によ る講義・ テキス ト で行う 。

授業の目的

健康生命科学分野において、 本質を俯瞰でき る専門的知識と 国際的視野を も っ て 、 地域や日本・ 国際社会（ グ ロ ーカ
ル社会） が抱える人類的課題を解決でき る 、 世界と 日本・ 地域を結ぶ産学官を牽引でき る リ ーダ ーの育成が望ま れて
いる 。 企業セミ ナーでは、 企業から の視点を獲得し 、 地域社会のニ ーズを強く 意識し て社会に対する責任を自覚HIGO
し 、 敏感に対応でき る資質を涵養する こ と を 目的に 、 熊本県・ 熊本市の企業に加えて 、 国内の大手企業の経営者・ 研
究者・ 開発者等を講師と し て招聘し 、 健康生命科学の社会への還元のあり 方等について学ぶ。

学修目標

【 水準】A
地元企業や国内大手企業の経営者・ 研究者・ 開発者等によ る セミ ナーを聴講し 、 企業理念やコ ン プ ラ イ ア ン ス 、 経営
、 社会・ 地域貢献等についての知識を習得し て応用でき る 。
【 水準】C
地元企業や国内大手企業の経営者・ 研究者・ 開発者等によ る セミ ナーを聴講し 、 企業理念やコ ン プ ラ イ ア ン ス 、 経営
、 社会・ 地域貢献等についての知識を習得する 。

授業の概要

次のよ う な企業等から 講師を招き 、 医学およ び薬学で扱う 学問分野に加えて、 企業理念、 企業コ ン プ ラ イ ア ン ス 、 社
会・ 地域貢献、 地域経済、 人材育成、 国際化、 環境、 循環社会、 経営、 広報など に関連する様々な分野の内容を広く
取り 扱う 。 なお、 日本人が講師の場合、 日本語によ る講演を基本と する が、 そ の場合は英語通訳等の措置を行う 。

セミ ナーは年間８ 回開催する ため、 通算し て少なく と も ８ 回受講する こ と 。

（ 前年度実績）
・ 熊本県民テ レ ビ
・ イ ン テ グ リ カ ルチ ャ ー株式会社
・ 鹿児島大学大学院 株式会社スディ ッ ク ス バイ オ テ ッ ク/
・ ア ク テ ィ ブ ・ コ ネク タ ー株式会社
・ 塩野義製薬株式会社
・ セールス フ ォ ース ・ ド ッ ト コ ム日本法人
・ 住友電工
・ バイ オ ロ ジク スKM

なお、 講演を担当いただ く 企業・ 団体が追加・ 変更さ れた場合には、 プ ロ グ ラ ムホームページに掲載し ま すのでHIGO
、 随時、 参照するよ う に し て下さ い。

 https:/ / higoprogram.jp/ category/ kigyou/

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

プ ロ グ ラ ムホームページに掲載する プ ロ グ ラ ムホームページに掲載する1 HIGO HIGO

テ キス ト 特に指定はせず、 セミ ナーのポイ ン ト を ま と めた プ リ ン ト を 配布する 。

参考文献 特に指定し ない。

履修条件
特別な理由が無い限り セミ ナーに参加する こ と 。 特別な理由によ り セミ ナーを欠席する場合、 欠席理由書を提出する
こ と 。 そ の場合、 での受講を認める 。Moodle

評価方法・ 基準
８ 回のセミ ナーに出席し 、 ２ 回のレ ポート 提出を義務づける 。 セミ ナー中の質疑応答や、 セミ ナー終了後に提示さ れ
る テ ーマ に関する レ ポート 等によ り 、 【 授業の目的】 に掲げた事項についての理解度を評価する 。

使用言語 「 日本語と 英語によ る ミ ッ ク ス 」 授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当

-#-
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HIGO 中国語講座【24450】 
※今年度 開講なし 
  

-#-
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HIGO 英語講座【24460】 
※今年度 開講なし 
  

-#-
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HIGO 日本語講座【24470】 
※今年度 開講なし 

-#-
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他RDM7-139-99-2 2021 (24510) 1, 2, 3, 4 1

科目名 講義題目 担当教員( )

行政イ ン タ ーン シッ プ 【 】 入江 徹美HIGO HIGO Governmental Internship ()  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  20% 2.  35% 3.  15% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 30%

授業の形態 そ の他

授業の方法
行政機関や産官学連携し ている大学、 企業等でのオ ムニ バス の体験型実習。 臨地体験終了後、 発表・ 討論を行い、 学
習内容の理解を深める 。

授業の目的

健康生命科学分野において、 本質を俯瞰でき る専門的知識と 国際的視野を も っ て 、 地域や日本・ 国際社会（ グ ロ ーカ
ル社会） が抱える人類的課題を解決でき る 、 世界と 日本・ 地域を結ぶ産学官を牽引でき る リ ーダ ーが必要と さ れてい
る 。 そ の資質を涵養する ためには、 医学、 薬学、 生命科学など の学問領域のみなら ず、 臨地経験に基づく 福祉、 公衆
衛生、 環境資源、 循環社会、 生物多様性、 環境倫理等の知識の修得が必要である 。 行政イ ン タ ーン シッ プ ではHIGO II
、 そ れら に関わる業務を臨地体験する こ と に よ り 、 行政・ 企業セミ ナーで修得し た知識を実際の現場で体験する こ と
で実践的能力を獲得する と 共に 、 さ ら なる学習意欲の向上や職業観・ 使命感の育成を図る 。

学修目標

【 水準】A
社会課題解決の現場を臨地経験する こ と に よ り 、 福祉、 公衆衛生、 環境資源、 循環社会、 生物多様性、 環境倫理等の
知識を修得し 、 実践的な能力を獲得する 。
【 水準】C
社会課題解決の現場を臨地経験する こ と に よ り 、 福祉、 公衆衛生、 環境資源、 循環社会、 生物多様性、 環境倫理等の
知識を修得する 。

授業の概要

行政機関や産官学連携し ている大学、 企業等の協力の下に 、 健康生命科学や地方創生、 外国人労働者など 幅広い社会
課題解決の現場を体験し 学修する 。
なお、 英語によ る実習を基本と する が、 日本語で実施さ れる場合は、 英語通訳等の措置を行う 。
実習を担当いただ く 官公庁・ 団体が追加・ 変更さ れた場合、 複数の企業が連携し て実施さ れる場合など の変更があっ
た場合には、 メ ール等で連絡し ま すので、 随時、 確認する よ う に し て下さ い。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

別途通知する 。 別途通知する 。 ＿＿＿1

テ キス ト 特に指定はせず、 イ ン タ ーン シッ プ の概要に関する プ リ ン ト を 配布する 。

参考文献 特に指定し ない。

履修条件 指導教員及び 運営委員会での承認が必要HIGO

評価方法・ 基準
臨地体験、 発表・ 討論の積極的な態度およ び の記載内容に基づき 、 当該イ ン タ ーン シッ プ に よ る実践的能e-Portfolio
力の修得度を評価する 。

使用言語 「 日本語と 英語によ る ミ ッ ク ス 」 授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当

-#-
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他RDM7-140-99-2 2021 (24520) 1, 2, 3, 4 1

科目名 講義題目 担当教員( )

企業イ ン タ ーン シッ プ 【 】 企業イ ン タ ーン シッ プ 森岡弘志、 丸山徹HIGO HIGO Business Internship ( )   

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  50% 2.  20% 3.  20% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 10%

授業の形態 そ の他

授業の方法 企業での体験型実習。 臨地体験終了後、 発表・ 討論を行い、 学習内容の理解を深める 。

授業の目的

プ ロ グ ラ ムは、 地域・ ア ジア のニ ーズを理解し 、 地域や世界と 協働し て 、 地域課題解決に挑戦でき る グ ロ ーカ ルHIGO
な健康生命科学パイ オ ニ ア の育成を目的と し ている 。 本科目では、 行政・ 企業セミ ナーで、 専門講義で習得し た知識
を 、 地域企業なら びに国内大手製薬企業の現場での体験を通し て 、 企業理念・ 企業コ ン プ ラ イ ア ン ス ・ 経営・ 企画・
運営・ 経理・ 社会貢献・ 地域貢献・ ニ ーズに関する生き た情報に触れる こ と に よ り 、 グ ロ ーカ ルな視点での実践的能
力の向上を図る と と も に 、 色々な環境の変化に適応する術について学ぶ。

学修目標

【 水準】A
イ ン タ ーン シッ プ先の企業等においてグ ロ ーカ ルな視点での実践的能力および色々な環境の変化に適応する術を身に
つけ、 応用でき る 。

【 水準】C
イ ン タ ーン シッ プ先の企業等においてグ ロ ーカ ルな視点での実践的能力および色々な環境の変化に適応する術を身に
つける 。

授業の概要

本科目では以下の候補企業の中から １ つ を選び、 時間（ 日間） の企業での体験型実習を行う 。 ま た 、 英語によ る30 5
実習を基本と するが、 日本語で実施さ れる場合は、 英語通訳等の措置を行う 。

熊本県内企業およ び団体○
株式会社同仁化学研究所
バイ オ ロ ジク ス株式会社KM

国内関連企業○
株式会社新日本科学

なお、 実習を担当いただ く 企業・ 団体が追加・ 変更さ れた場合、 複数の企業が連携し て実施さ れる場合など の変更が
あっ た場合には、 メ ールで連絡し ま すので、 随時、 確認する よ う にし て下さ い。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

別途通知する 。 別途通知する 。 ＿＿＿1

テ キス ト 特に指定はせず、 イ ン タ ーン シッ プ の概要に関する プ リ ン ト を 配布する 。

参考文献 特に指定し ない。

履修条件 指導教員およ び 運営委員会での承認が必要HIGO

評価方法・ 基準
ポート フ ォ リ オ へのレ ポート 提出を義務づける 。 体験実習の現場での質疑応答や発表・ 討論の積極的な態度、 体験e-
実習終了後に提示さ れる テーマ に関する レ ポート 等によ り 、 【 授業の目的】 に掲げた事項についての理解度を評価す
る 。

使用言語 「 日本語と 英語によ る ミ ッ ク ス 」 授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当

-#-

-112-



科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他RDM7-141-99-1 2021 (24530) 1, 2, 3, 4 1

科目名 講義題目 担当教員( )

海外イ ン タ ーン シッ プ 【 】 小椋 光HIGO HIGO Overseas Internship ()  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  10% 2.  40% 3.  30% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 20%

授業の形態 そ の他

授業の方法
オ ン ラ イ ン 研修型の海外体験実習。 各国の大学、 行政機関、 企業等を オ ン ラ イ ン で訪問し 、 バーチ ャ ルで海外体験す
る 。 体験終了後、 発表・ 討論を行い、 学習内容の理解を深める 。

授業の目的

「 健康生命科学パイ オ ニ ア 」 と し て 、 地域や世界と 協働し ながら 健康社会を リ ード し てゆく ため、 医学・ 薬学・ 生命
科学等を基盤と する健康生命科学の広く 深い専門的知識のみなら ず、 九州と いう 地域性と 世界観を連結さ せながら 、
国際・ 地域社会（ グ ロ ーカ ル社会） における課題と ニ ーズを俯瞰的に捉える素養を涵養する必要がある 。 本科目では
、 国際的な大学、 行政機関、 企業等における国際的な早期就業体験や訓練を通じ て 、 グ ロ ーカ ル社会における課題設
定・ 解決能力の向上を図る と 共に 、 国際競争力のある コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 能力やネゴ シエ ーシ ョ ン 能力について学ぶ
。

学修目標

【 水準】A
国際的な早期就業体験や訓練を通じ て、 グ ロ ーカ ル社会における課題設定・ 解決能力、 国際競争力のある コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン 能力やネゴ シエ ーシ ョ ン 能力を身に付け、 実践でき る 。
【 水準】C
国際的な早期就業体験や訓練を通じ て、 グ ロ ーカ ル社会における課題設定・ 解決能力、 国際競争力のある コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン 能力やネゴ シエ ーシ ョ ン 能力を身に付ける 。

授業の概要

本科目では、 主にイ ン ド やバン グ ラ デシュ など の南ア ジア 、 ミ ャ ン マ ーやタ イ 、 フ ィ リ ピ ン 、 ベト ナム、 中国など の
東南アジア にて実施さ れる レ ク チ ャ ーの受講、 討論会への参加、 施設見学、 実務体験など を行い、 合計し て 時間30
（ 日間） 以上の体験型実習を行う 。5
なお、 英語によ る実習を基本と する が、 日本語で実施さ れる場合は、 英語通訳等の措置を行う 。

実習を担当いただ く 企業・ 官公庁等が追加・ 変更さ れた場合、 複数の企業等が連携し て実施さ れる場合など の変更が
あっ た場合には、 メ ール等で連絡し ますので、 随時、 確認する よ う に し て下さ い。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

別途通知する 。 別途通知する 。 ＿＿＿1

テ キス ト 特に指定はせず、 イ ン タ ーン シッ プ の概要に関する プ リ ン ト を 配布する 。

参考文献 特に指定し ない。

履修条件 指導教員およ び 運営委員会での承認が必要HIGO

評価方法・ 基準
ポート フ ォ リ オ へのレ ポート 提出を義務づける 。 オ ン ラ イ ン 体験実習の現場での質疑応答や発表・ 討論の積極的なe-
態度、 体験実習終了後に提示さ れる テーマ に関する レ ポート 等によ り 、 【 授業の目的】 に掲げた事項についての理解
度を評価する 。

使用言語 「 日本語と 英語によ る ミ ッ ク ス 」 授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当

-#-

-113-



科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他RDM7-153-99-1 2021 (24670) 1 2

科目名 講義題目 担当教員( )

最先端研究セミ ナー 【 】 最先端研究セミ ナー 西中村　 隆一HIGO HIGO Cutting-Edge Seminar Series ( )

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  50% 2.  25% 3.  20% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 5%

授業の形態 講義

授業の方法
教育コ ース が認定する学内外のセミ ナーを聴講し 、 講演内容と そ れに対する考察を記し たレ ポート を作成する 。 １ 時
間程度のセミ ナーを も っ て １ 回と みなす。

授業の目的

健康生命医学は多様な学問が集結する学際性の高い研究領域であるだけでなく 、 世紀の医療を担う 新し い研究領域21
と し て急速に発展し ている 。 最先端研究セミ ナーは、 健康生命科学に関連する最先端の研究を展開する国内外のHIGO
研究者のセミ ナーを聴講し 、 本教育コ ース の講義で習得し た知識を深化さ せ、 さ ら に講義では扱えない幅広い学問分
野における最新の知識習得を図る 。

学修目標

【 水準】A
健康生命科学に関連する最先端の研究を展開する国内外の研究者のセミ ナーを聴講し 、 幅広い学問分野における最新
の知識を習得し て応用でき る 。
【 水準】C
健康生命科学に関連する最先端の研究を展開する国内外の研究者のセミ ナーを聴講し 、 幅広い学問分野における最新
の知識を習得する 。

授業の概要
セミ ナーでは、 講義で扱う 学問分野に加えて 、 医学と 薬学の枠を越えた健康生命科学に関連する学問分野を広く 取り
扱う 。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

1 年次（ 薬） も し く は 年次（ 医） にセミ ナーを聴講1-3 1-4
する 。

基本的に毎週水曜の から 発生医学研究所１ 階カ ン フ12:00
ァ ラ ン ス室で開催する が、 場所の変更があり 得る ため、 詳
細はウ ェ ブ サイ ト を 参照のこ と 。

テ キス ト 特に指定し ない。

参考文献 特に指定し ない。

履修条件

評価方法・ 基準 教育コ ース が認定する セミ ナーを 回以上聴講し 、 少なく と も 回のレ ポート 提出を義務づける 。 レ ポート に基づき15 3
、 当該講演内容の理解度を評価する 。

使用言語 「 英語」 に よ る授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当

-#-

-114-



科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他YDH7-374-99-1 2021 (24690) 1 10

科目名 講義題目 担当教員( )

最先端研究プ ロ ジェ ク ト 【 最先端研究プ ロ ジェ クHIGO HIGO Cutting-Edge Research Proje(
ト ) 小椋光、 森岡弘志  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  50% 2.  20% 3.  15% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 15%

授業の形態 そ の他

授業の方法 文献調査・ 実験計画立案・ 実験遂行・ 課題発表と 討議を ４ 年間繰り 返し 行いま す。

授業の目的
健康生命科学の視点を軸と し て 、 医学およ び薬学に関する専門的かつ高度な実験に取り 組む。 実験の結果得ら れた知
見については適宜討論を行い、 さ ら なる実験の立案・ 実施を進める と と も に 、 国内外の学会や国際学術誌への発表を
行う こ と を 目指す。

学修目標

【 水準】A
グ ロ ーカ ルな健康生命科学パイ オ ニ ア養成の理念に従い、 健康生命科学、 医学、 医療薬学、 生命科学領域における最 
先端の研究に自律的に取り 組むこ と によ り 、 専門分野およ び関連分野に関する優れた最先端研究活動を行う のに必要
な高度な研究能力を身につける こ と を目標と する 。

【 水準】C
グ ロ ーカ ルな健康生命科学パイ オ ニ ア養成の理念に従い、 健康生命科学、 医学、 医療薬学、 生命科学領域における最
先端の研究に取り 組むこ と に よ り 、 専門分野およ び関連分野に関する最先端研究活動を行う のに必要な高度な研究能
力を身につける こ と を 目標と する 。

授業の概要 国内外の最新の研究動向を踏ま えながら 、 健康生命科学・ 医学・ 薬学分野における研究の文献調査・ 実験計画立案・
実験遂行・ 課題討議を通じ たプ ロ ジェ ク ト ベース ト ・ ラ ーニ ン グ型実習を行う 。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

健康生命科学に関する発展的研究１ 国内の研究動向を把握し て、 研究テーマ を提案する 。1

テ キス ト 適宜、 指導教員が指定する 。

参考文献 関連分野における最新の和文・ 英文の原著論文・ 総説

履修条件 関連領域の先端の知識や実験の技能を必要と し ま す。

評価方法・ 基準 文献調査と 実験計画立案（ ） 、 実験遂行（ ） 、 課題討議（ ） に関する能力を総合的に判断し て評価する30% 50% 20%
。 国内外の学会発表や学術誌への論文発表の実績が上がっ た場合には、 適宜、 評価に加える 。

使用言語 「 日本語と 英語によ る ミ ッ ク ス 」 授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当

-#-

-115-



科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

集中 医学教育部 他RDM7-702-99-1 2021 (24710) 1, 2, 3, 4 1

科目名 講義題目 担当教員( )

リ ーダ ーシッ プ ト レ ーニ ン グ講座 リ ーダ ーシッ プ ト レ ーニ ン グ講座 森岡弘志HIGO ( )  

学修成果と そ の割合

学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会を牽引する リ ーダ ー力 ････2.  20% 3.  40% 4.  40%

授業の形態 演習

授業の方法 演習、 ス モ ールグループ討論

授業の目的
ビ ジネス や社会活動における セルフ ・ リ ーダ ーシッ プ 、 チーム ・ リ ーダ ーシッ プ 、 グ ロ ーバル ・ リ ーダ ーシッ プ を 学
び、 実践的スキルを身につける 。

学修目標

【 水準】A
セルフ ・ リ ーダ ーシッ プ 、 チーム ・ リ ーダ ーシッ プ 、 グ ロ ーバル ・ リ ーダ ーシッ プ を 理論、 ケース ス タ ディ など を通
し て学ぶ。 ま た 、 自分自身のリ ーダ ーシッ プ 開発プ ラ ン を作成、 発表を行い、 今後の行動につなげる 。
【 水準】C
セルフ ・ リ ーダ ーシッ プ 、 チーム ・ リ ーダ ーシッ プ 、 グ ロ ーバル ・ リ ーダ ーシッ プ を 理論、 ケース ス タ ディ など を通
し て学ぶ。

授業の概要 （ ビ ジネス ス ク ール ） など で学ぶリ ーダ ーシッ プ論（ 研究） の流れと リ ーダ ーシッ プ の全体像を理解するMBA

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

1 プ ロ グ ラ ム（ リ ーダ ーシッ プ編）3-Days MBA
３ 日間の演習プ ロ グ ラ ム

プ ロ グ ラ ム（ リ ーダ ーシッ プ 編）3-Days MBA
３ 日間の演習プ ロ グ ラ ム

テ キス ト （ 、 ワ ールド ク ラ ス ・ リ ーダ ーシッ プ （ 同友館）World Class Leadership World Scientific)

参考文献

履修条件 事前課題図書　 （ ワ ールド ク ラ ス ・ リ ーダ ーシッ プ ） を 読んでお く こ と が望ま し い。World Class Leadership 

評価方法・ 基準 ３ 日間のリ ーダ ーシッ プ プ ロ グ ラ ムへの受講状況（ ） と を利用し たレ ポート （ ） で評価する 。50% e-portfolio 50%

使用言語 「 英語」 に よ る授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト

実務経験を
活かし た授業 非該当

-#-

-116-



科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他RDM7-142-99-1 2021 (24570) 1, 2, 3, 4 1

科目名 講義題目 担当教員( )

研究プ レ ゼン テ ーシ ョ ン 【 】 研究プ レ ゼン テ ーショHIGO HIGO Research presentation (HIGO
ン ) 小川峰太郎 

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  30% 2.  30% 3.  20% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 20%

授業の形態 演習

授業の方法
プ ロ グ ラ ムが認定する健康生命科学に関する国内外の学術集会に出席し 、 自ら 得た研究成果に関する発表と 討論HIGO

を行う 。

授業の目的

健康生命科学の研究に従事する にあた っ て 、 研究で得た成果について国内外の学術集会で発表し 、 他の研究者と 積極
的に討論を行う こ と が不可欠である 。 研究プ レ ゼン テ ーショ ン では、 健康生命科学に関連する国内外の学術集会HIGO
に出席し 、 他の研究者の発表に対し て適切な討論を行い、 さ ら に自ら の研究成果を効果的に発表し 討論する能力の習
得を図る 。

学修目標

【 水準】A
学術集会に出席し 、 他の研究者の発表に対し て適切な討論を行い、 自ら の研究成果を効果的に発表し 討論する こ と が
でき る 。
【 水準】C
学術集会に出席し 、 他の研究者の発表に対し て討論を行い、 自ら の研究成果を発表し 討論する こ と ができ る 。 ー

授業の概要

プ ロ グ ラ ムが認定する健康生命科学に関する国内外の学術集会に出席し 、 研究者によ る学術発表を視聴し 討論をHIGO
行う 。 さ ら に 、 自ら 得た研究成果に関する発表と 討論を行う 。 発表前の準備過程や発表の状況に応じ て教員から 適宜
ア ド バイ ス を受ける 。 出席し た学術集会毎に、 視聴し た学術発表の内容と そ れに対し て行っ た討論の状況、 自ら の発
表内容と 討論の状況等を記し たレ ポート を作成する 。 レ ポート の形式・ 分量は特に指定し ないが、 レ ポート に基づい
て学術発表およ び討論の能力についての達成度が評価さ れる 。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

1 ----- ----------

テ キス ト 特に指定し ない。

参考文献 特に指定し ない。

履修条件

評価方法・ 基準
プ ロ グ ラ ムが認定する学術集会に合計２ 日間以上出席し 、 最低１ 回の発表と レ ポート の提出を義務づける 。 レ ポHIGO

ート に基づき 、 学術発表およ び討論の能力についての達成度を評価する 。

使用言語 「 英語」 に よ る授業

教科書・ 資料の言語 「 英語」 のテ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当

-#-
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

後期 医学教育部 月曜 限RDM7-143-99-1 2021 (24580) 1, 2, 3, 4 2 3

科目名 講義題目 担当教員( )

公共政策演習 上野眞也HIGO I()  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  35% 2.  35% 3.  20% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 10%

授業の形態 演習

授業の方法 講義と ディ ス カ ッ シ ョ ン

授業の目的 世紀の政治社会行政制度と 、 そ の背景と なっ ている歴史・ 文化・ 価値観など について理解する 。21

学修目標

【 水準】A
歴史の中の「 いま 」 、 私たち の揺ら ぎ、 社会を支える価値や信頼、 未来を語る に必要な歴史認識、 公、 希望など の課
題について 、 深く 知識を修得し 、 自分なり に理解でき たこ と を 効果的に伝え、 人と ディ ス カ ッ ショ ン ができ る よ う に
なる こ と 。
【 水準】C
様々な現代社会の課題について理解し 、 そ れについて自分の意見を も ち 、 演習授業の中でそ れを伝える こ と ができ る
こ と 。

授業の概要

現代社会では、 日本のみなら ず世界各国でも 、 国や地方、 市民と 政治の関わり 方、 移民問題、 世界市場化の問題など
を 、 こ れま での社会秩序を問い直す試みが続いている 。 こ の講義では、 幅広い社会科学のア プ ロ ーチから 、 個人の生
き方や、 幸福観、 公正、 信頼、 歴史認識、 未来の構想など について自分の頭で考える ための基礎知識を修得する こ と
を 目的と する 。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

３ 限目　 、 、 幸福度。 「 社会の良さ 」 と は何か1 09/ 27 GDP GDP HDI

３ 限目　 勤労 生き づら さ を 加速する自己責任の社会2 10/ 04

３ 限目　 時代 時代を分ける こ と と 捉える こ と3 10/ 11

３ 限目　 多数決　 　 　 　 私たちのこ と を 私たち で決める4 10/ 18

３ 限目　 運動 異議申立と 正統性＿＿5 10/ 25

３ 限目　 私＿ 自分の声が社会に届かない6 11/ 08

３ 限目　 公正 等し く 扱われる こ と ＿7 11/ 15

３ 限目　 信頼 社会を支える ベース ラ イ ン8 11/ 22

３ 限目　 ニ ーズ 税を捉える 、 皆で支える9 11/ 29

３ 限目　 歴史認識 歴史を開き 、 未来に繋ぐ10 12/ 06

３ 限目　 公＿ 生活の場、 生産の場、 補償の場を切り 替える試み11 12/ 13

３ 限目　 希望 「 ま だ－ない」 も のの力12 12/ 20

３ 限目　 ジェ ン ダ ー ジェ ン ダ ー論の射程、 フ ェ ニ ミ ズムの歴史13 01/ 17

３ 限目　 ｓ 、 地域循環共生圏 阿蘇の草原保全を事例に社会生態系シス テ ムについて14 01/ 24 SDG

３ 限目　 水俣病問題 水俣病問題の歴史と 現代の課題について15 01/ 31

テ キス ト 井手英策・ 宇野重規・ 坂井豊貴・ 松沢祐作『 大人のための社会科ー未来を語る ために 』 有斐閣、 年。2017

参考文献 関連論文を紹介する

履修条件 社会文化科学総論の履修を完了し ている こ と 。HIGO

評価方法・ 基準 活発な意見交換によ る講義への貢献度と 理解度、 およ び毎回の講義後の小テス ト に よ り 総合的に評価する 。

使用言語 「 英語」 に よ る授業 ただし 、 受講者が日本人学生のみの場合は日本語で授業 ( )

教科書・ 資料の言語 「 英語以外の外国語」 のテキス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

後期 医学教育部 木曜 限RDM7-144-99-1 2021 (24590) 1, 2, 3, 4 2 2

科目名 講義題目 担当教員( )

公共政策演習 自然災害と 復興政策 安部美和HIGO II( )  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  20% 2.  20% 3.  10% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 50%

授業の形態 講義・ 演習

授業の方法
質疑応答を重視し た講義形式で、 等を活用し た対面式授業。 令和 年 月豪雨災害の被災地訪問など も実Power Point 2 7
施する （ 実施日については履修者と 相談の上決定する ） 。 こ の場合は、 政策現場での体験やディ ス カ ッ シ ョ ン から 構
成さ れる 。

授業の目的
日本をはじ め各国の災害復興政策について学び、 公共政策、 合意形成を キーワ ード に地域の在り 方について深く 理解
する 。 講義では被災地訪問を実施し 、 住民と の対話や被災地での活動を通し て復興における課題について討議する 。

学修目標

【 水準】A
災害対策や復興について 、 現実の地域社会を構築し ていく ための政策形成につながる知識、 及びそ れを実践的に生か
すための知識を獲得し 、 将来、 中央・ 地方政府、 国際機関、 非営利組織、 ビ ジネス界など において自ら の専門能力を
社会での実践に活用でき る よ う になる こ と を 期待し ま す。
【 水準】C
災害対策や復興について 、 被災地の現状を把握する中で自身の専門性と 関連付けた復興支援の在り 方を自分の言葉で
説明でき る 。

授業の概要

こ の授業では、 自然災害対策と そ こ から の復興を主にし た地域政策のあり 方を テ ーマ と し 、 復興政策や合意形成を キ
ーワ ード に地域課題や政策を考えま す。 受講生は、 災害対策や復興政策の基本的な概念、 理論や様々な地域づく り ・
政策の実践と そ れに伴う 問題について学びま す。 講義後半では、 フ ィ ールド ワ ーク を予定し 、 震災復興の課題につい
て支援者や住民から 話を聞いた り 、 支援活動に参加するなど 地域社会と 交流し ながら 政策を学びま す。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

ガイ ダ ン ス 自然災害と そ の対策について受講者の状況を共有する1 09/ 30

世界各地の自然災害2 10/ 07 各地域での災害発生状況について各災害種別の経年変化を
把握する

日本における自然災害3 10/ 14 日本における被災経験と そ れに伴う 法律や制度の整備につ
いて学ぶ

国際的な防災の取組１4 10/ 21 日本の国際防災協力の現状や多国間協力など の現状、 持続
可能な開発目標 と 防災(SDGs)

国際的な防災の取組２5 10/ 28 日本の国際防災協力の現状や多国間協力など の現状、 持続
可能な開発目標 と 防災(SDGs)

行政の危機管理 日本における行政と 危機管理について6 11/ 04

行政の危機管理 日本における行政と 危機管理について7 11/ 11

合意形成１8 11/ 18 災害復興時の集団移転事例を も と に合意形成プ ロ セス と そ
の課題について理解する

合意形成２9 11/ 25 災害復興時の集団移転事例を も と に合意形成プ ロ セス と そ
の課題について理解する

平成２ ８ 年熊本地震と 復興 熊本地震の特徴と 震災後の被災地理解10 12/ 02

被災地理解11 12/ 09 令和 年 月豪雨によ る被災及びそ の復興と 地域コ ミ ュ ニ テ2 7
ィ

被災地理解12 12/ 16 令和 年 月豪雨によ る被災及びそ の復興と 地域コ ミ ュ ニ テ2 7
ィ

被災地理解13 12/ 23 令和 年 月豪雨によ る被災及びそ の復興と 地域コ ミ ュ ニ テ2 7
ィ

被災地理解14 01/ 13 令和 年 月豪雨によ る被災及びそ の復興と 地域コ ミ ュ ニ テ2 7
ィ

デ ィ ス カ ッ シ ョ ン （ ま と め）15 01/ 20 自然災害に対する対策や復興政策を通し て今後の地域社会
の在り 方についてま と める

テ キス ト 特に指定はせず、 講義のポイ ン ト を ま と めた プ リ ン ト を配布する 。

参考文献

神戸都市問題研究所編、 、 『 震災復興の理論と 実践』 、 勁草書房1996
植村善博、 、 『 環太平洋地域の地震災害と 復興』 、 古今書院2015
林勲、 、 『 自然災害と 復興支援』 、 明石書店2010

ア ド ルリ ッ チ著・ 石田祐／藤澤由和訳、 、 『 災害復興における ソ ーシャ ル ・ キャ ピ タ ルの役割と は何か』 、D.P. 2015
ミ ネルヴ ァ 書房
Robert Picciotto, Warren van Wicklin and Edward Rice, 2001, Involuntary Resettlement, World Bank Series on
Evaluation and Development Volume 2.
Rajib Shaw (edt), 2015, Recovery from the Indian Ocean Tsunami, Springer.
Rajib SHaw (edt), 2014, Community Practices for Disaster Risk Reduction in Japan, Springer.

履修条件

評価方法・ 基準
事前学習や講義中のディ ス カ ッ シ ョ ン 、 講義終了後に提示さ れる テーマ に関する レ ポート 等によ り 、 【 授業の目標】
に掲げた事項についての理解度を評価し ま す。

使用言語 「 日本語と 英語によ る ミ ッ ク ス 」 授業

教科書・ 資料の言語 「 英語」 のテ キス ト 必要に応じ て 、 講義の中で資料を配布し ま す。 ( )

実務経験を
活かし た授業

該当 熊本地震以降、 被災地で大学生ボラ ン テ ィ ア と の活動を続けている教員が担当し ま す。 講義の中では、 令和 年 ( 2
月豪雨災害の被災地など 震災復興の現場に参加でき る よ う 計画し ていま す。7 )

-#-
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

後期 医学教育部 火曜 限RDM7-146-99-1 2021 (24610) 1, 2, 3, 4 2 2

科目名 講義題目 担当教員( )

Ⅰ技術マ ネジメ ン ト 演習 技術マ ネジメ ン ト 演習 古田龍輔HIGO I(HIGO )  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  30% 2.  30% 3.  30% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 10%

授業の形態 講義・ 演習

授業の方法
毎回、 受講生の発表と 相互批評で進行する 。 起業論の専門家である担当教員は、 受講生が社会ビ ジネス を構想する の
に必要な情報を提供し 、 フ ィ ールド 調査の組み立てやビ ジネス モ デル構築のア ド バイ ス を する 。

授業の目的
本科目は、 医薬系専門職のための起業講座である 。 受講生は、 起業家マ イ ン ド や起業に必要な知識を備える こ と に よ
っ て 、 そ の専門能力を何十倍にも増幅さ せ、 社会に貢献でき る ビ ジネス モ デルを構想でき る よ う になる こ と を 目標と
する 。

学修目標

【 水準】A
こ の科目では、 毎回のク ラ ス発表やク ラ ス討議を通じ て、 グ ループ ま たは個人で営利または非営利のビ ジネス モ デル
を 、 最初の着想から 実現可能レ ベルま で構築する こ と を学ぶ。

【 水準】C
こ の科目では、 毎回のク ラ ス発表やク ラ ス討議を通じ て、 グ ループ ま たは個人で営利または非営利のビ ジネス モ デル
と いう も のが理解でき 、 最低限でも受理可能なレ ベルの作品を考案する こ と を 学ぶ。

授業の概要

　 起業は、 営利目的だけでなく 非営利のビ ジネス と し ても行われる 。 ほと んど の起業家は、 経済的自立を目的と し て
起業に踏み切るが、 例外的に野心的で有能な起業家は、 自ら の起業で世界の変革を し よ う と 試みる 。 マ イ ク ロ ソ フ ト
・ ア ッ プ ル ・ グ ーグ ル ・ フ ェ イ ス ブ ッ ク ・ ウ ーバーなど の創業者達は、 ま さ に こ の極めて稀な種族である 。
　 日本で「 ベン チ ャ ー 」 と 言う と 、 すぐ に技術的成功と 同一視さ れる のが問題である 。 起業の成否は技術だけではな
く 、 十分な資金や多く の有能な人々を巻き込んだ ビ ジネス モ デルの優劣で決ま る 。 こ の意味で起業と は、 技術・ 資金
・ 人的資源の組織的なマ ネジメ ン ト だ と 考えて良い。
　 こ の授業では、 毎回のク ラ ス発表やク ラ ス討議を通じ て 、 営利ま たは非営利のビ ジネス モ デルを 、 最初の着想から
実現可能レ ベルま で構築する ための知識やマ イ ン ド を学ぶ。 グ ループ ご と の事業案は、 可能な限り 高い創業理念を持
ち日本国内で起業する事を条件と し て、 自由に選んで構わない。
　 前半部のグループ ワ ーク で仮説的なビ ジネス モ デルを構想し たあと は、 そ の実現可能性を検証する ための情報収集
を 、 熊本市内の企業を ま わっ て実施する 。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

概要説明 講義概要等の説明＿＿1 09/ 28 ______

文献学修１ 文献学修＿2 10/ 05 _____

文献学修２ 文献学修＿3 10/ 12 _____

文献学修３ 文献学修＿4 10/ 19 _____

文献学修４ 文献学修＿5 10/ 26 _____

企業訪問１ 企業訪問＿＿＿＿＿＿6 11/ 09

考察１ ＿＿ 考察＿＿＿＿＿＿＿＿7 11/ 16

企業訪問２ 企業訪問＿＿＿＿＿＿8 11/ 30

考察２ ＿＿ 考察＿＿＿＿＿＿＿＿9 12/ 07

企業訪問３ 企業訪問＿＿＿＿＿＿10 12/ 14

考察３ ＿＿ 考察＿＿＿＿＿＿＿＿11 12/ 21

ビ ジネス モ デルの現実化１ 得ら れた情報にも と づ く ビ ジネス モ デルの現実化12 01/ 11

ビ ジネス モ デルの現実化２ 得ら れた情報にも と づ く ビ ジネス モ デルの現実化13 01/ 18

ビ ジネス モ デルの現実化３ 得ら れた情報にも と づ く ビ ジネス モ デルの現実化14 01/ 25

事業計画案の最終プ レ ゼン 事業計画案の発表＿＿15 02/ 01

テ キス ト 特に指定し ない。

参考文献 必要に応じ て教室で指示する 。

履修条件 「 社会文化科学総論」 の単位を修得済みの者HIGO

評価方法・ 基準 最終的なビ ジネス モ デルの発表を見て評価する 。 --------

使用言語 「 英語」 に よ る授業 英語 ( )

教科書・ 資料の言語 「 英語」 のテ キス ト 英語 ( )

実務経験を
活かし た授業

非該当

-#-
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

前期 医学教育部 金曜 限RDM7-147-99-1 2021 (24620) 1, 2, 3, 4 2 2

科目名 講義題目 担当教員( )

技術マ ネジメ ン ト 演習 蜂谷紀之HIGO II()  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  30% 2.  30% 3.  30% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 10%

授業の形態 講義・ 演習

授業の方法 講義と ディ ス カ ッ シ ョ ン

授業の目的

日本の公害の歴史を紹介する 。 と く に八代海沿岸部でメ チル水銀の深刻な汚染によ り 発生し た水俣病については， 歴
史・ 社会およ び社会医学など 多面的な観点から 一連の問題を取り 上げる 。 公害の歴史では， 世紀の終わり こ ろ には19
鉱工業の発展に と も なう 農・ 漁業への被害が初期の問題と し て出現し ていたも のが， 戦後の公害問題では， 発展し た
経済・ 社会の下， 水俣病のよ う に地域住民の健康被害に問題の中心が変化し た 。 水俣病の原因企業は患者発生地域に
おいて， 雇用創出を含む地域経済の原動力と し ての役割を担っ て き た 。 こ の状況は， 水俣病被害についての地域社会
の認識にも大き な影響を与えた 。 こ れは， 四大公害問題がピ ーク と なっ た 年代後半に国の環境政策の転換を もた1960
ら し た背景など と の対比でも考える 。 社会的には水俣病発生地域など で患者差別も大きな問題と なっ た 。 こ の要因に
ついては， 地域の経済構造と の関係のほか， 近年明ら かに さ れた疫学的エ ビ デン ス に基づいた議論も紹介する 。
今日のグ ロ ーバルな問題と し ては， 一般自然環境にも存在し ている低濃度のメ チル水銀の問題を考える 。

学修目標

【 水準】A
水俣病を はじ めと する公害の歴史から ど のよ う な教訓を得る か， そ の根拠・ 理由と と も に説明でき る 。
環境化学物質の健康リ ス ク 対策の具体的な手法やそ の限界など について説明でき る 。 
【 水準】C
公害と く に水俣病の歴史についてそ の概要を理解する 。
今日， 水俣条約が締結さ れる に至っ たグ ロ ーバルな水銀の環境問題を理解する 。

授業の概要

・ 日本の公害の歴史の概観
・ 水俣病の歴史的・ 社会的問題
水俣病の発生から 年の「 水俣病公式確認」 と 原因究明／ 年代の水俣病の社会的認識と 被害の潜在化／新潟1956 1960
水俣病の発生， 環境政策の転換， 水俣病の原因に関する政府統一見解， 環境庁発足／熊本水俣病第一次訴訟， 公害被
害に対する司法の貢献／認定患者の増加と 市民の対立・ 患者差別， 住民健康調査と 「 第三水俣病問題」 ／水俣湾の環
境復元， 年政府解決， チ ッ ソ 金融支援／国と 熊本県の行政責任， 年の水俣病被害者救済等の特別措置法1995 2009
／エ ビ デン ス に基づく 医療・ 政策立案， など
・ メ チル水銀の健康リ ス ク 評価と 対策については， 現在のメ チル水銀の「 耐容摂取量」 ， 低濃度メ チル水銀の健康リ
ス ク コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン ， 水俣条約の意義， 厚生労働省の妊娠中の魚の摂取についての注意事項， など 。
なお初回の講義で， 水銀濃度の測定希望者には毛髪採取を行う 。 分析は国立水俣病総合研究セン タ ーで行い， 後日結
果を受け取る 。 こ れら 情報を通じ て ， 水俣条約の背景にも なっ ている低濃度の環境水銀の問題を身近なも のと し て と
ら え ら れる こ と が期待でき る 。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

序） 水俣病と メ チル水銀1 04/ 16 水俣病と は？メ チル水銀の発見と 毒性， 水銀測定希望者の
毛髪採取（ 結果は後日受け取れる ）

日本の近代化と 公害１ （ 公害の始ま り ）2 04/ 23 鉱工業の発展と 公害の発生： 足尾鉱毒事件・ 土呂久鉱害・
本州製紙江戸川事件

日本の近代化と 公害２ （ 四大公害病） 水俣病・ イ タ イ イ タ イ 病・ 大気汚染によ る健康被害3 05/ 07

水俣病の発生 チ ッ ソ の創業と 水俣の発展， 環境と 住民への影響4 05/ 14

水俣病被害の拡大と 非顕在化5 05/ 21 水俣病の公式確認（ 年） から 地域社会における潜在1956
被害の拡大ま で

水俣病の原因究明と そ の確定6 05/ 28 熊本大学など の原因究明 新潟水俣病の発生， 公害対策基, 
本法など 政策の転換と 水俣病についての政府統一見解

住民健康被害の補償問題 住民の健康被害の顕在化と 水俣病認定申請の増加7 06/ 04

被害の救済と 司法の役割 熊本水俣病第一次訴訟と 補償協定， 国の責任の確定8 06/ 11

地域社会における水俣病問題 水俣病補償と 患者差別， 「 も やいなおし 」9 06/ 18

大規模住民健康調査の疫学的評価 水銀の環境汚染， ～ 年の水俣市住民健康調査10 06/ 25 1975 81

環境復元と 問題解決に向けて11 07/ 02 水俣湾環境復元事業， チ ッ ソ 金融支援， 水俣病被害者の救
済等の特別措置法（ 年）2009

２ 限 　 リ ス ク ガバナン ス の観点から 見た水俣病12 07/ 09 [ ] 継続する損害賠償訴訟， 環境化学物質のリ ス ク ガバナン ス
と リ ス ク 負担の不公平性

３ 限 　 メ チル水銀の健康リ ス ク マ ネージメ ン ト13 07/ 09 [ ] メ チル水銀の健康影響についての国際機関および日本のリ
ス ク 評価の現状

世界の水銀汚染問題 世界の水銀汚染と 国際水銀条約（ ）14 07/ 30 2013

発表と 討論「 水俣病の教訓から 学ぶこ と 」15 08/ 06 「 水俣病の教訓から 学ぶこ と 」 を テ ーマ に発表、 討論を行
う

テ キス ト 講義資料を配付

参考文献

The Social Scientific Study Group of Minamata Disease, National Institute for Minamata Disease (2000), What We
Have Learned from the Experience of Minamata Disease - Issues during the Occurrence of the Disease and up to

国水研 よ り 無料ダ ウ ン ロ ード 可， 日本語版「 水俣病の悲劇を繰り 返さ ないために 」 も あり1968 – ( HP )

 Noriyuki Hachiya (2006) The History and the Present of Minamata Disease: Entering the second half a century.
（ 日本医師会 よ り 無料ダ ウ ン ロ ード 可） 　 　 　 　 　 ほかJpn Med Ass J, 49(3): 112–118  JMAJ HP

履修条件

評価方法・ 基準 討論会での発表， レ ポート に よ る _______________

使用言語 「 英語」 に よ る授業

-#-
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実務経験を
活かし た授業

非該当

-#-
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

前期 医学教育部 金曜 限RDM7-149-99-1 2021 (24640) 1, 2, 3, 4 2 4

科目名 講義題目 担当教員( )

Ⅰ異文化コ ミ ュ ニ ケーショ ン 演習 異文化コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン演習 （ 異文化共生論HIGO I(HIGO
） ) Andrew Neil Mitchell

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  20% 2.  40% 3.  30% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 10%

授業の形態 講義・ 演習

授業の方法 Power Point will be used in the lectures, and active participation in the discussion is encouraged.

授業の目的
This course helps you understand the symbiosis between humans and nature, symbiosis among humans, and
symbiosis among different cultures and nations, focusing on technology, disasters, multiculturalism in the West
and Japan, and by considering various global issues

学修目標

【 水準】A
Students will have a very clear grasp of the various issues discussed, as well as a strong understanding of the
various theories used to frame these issues
【 水準】C
Students will understand to an acceptable degree the various issues discussed, and have an idea about the
different ways we use theory to describe them.

授業の概要
In this course you will learn about the problems that can arise from use of technology and vulnerability to man-
made disasters; the history and problems associated with multiculturalism; and the interplay between nations,
international institutions, and ideas in the modern world.

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

1 Introduction Introduction

2 The automation paradox – can machines make The automation paradox – can machines make

3 AI and death – who decides who dies in drones and
cars?

AI and death – who decides who dies in drones and
cars?

4 The logic and ethics of algorithms The logic and ethics of algorithms

5 How can we critically think? Looking at science, law,
and ethics

How can we critically think? Looking at science, law, and
ethics

6 Black Swans and the inevitability of disaster Black Swans and the inevitability of disaster

7 The global economy and financial meltdowns The global economy and financial meltdowns

8 Multiculturalism in the UK Multiculturalism in the UK

9 Multiculturalism in the US Multiculturalism in the US

10 Multiculturalism in Japan - The foreign experience of
the Kumamoto earthquakes

Multiculturalism in Japan - The foreign experience of the
Kumamoto earthquakes

11 The EU and the post-War dream of a united Europe The EU and the post-War dream of a united Europe

12 COVID-19 and the worldwide response COVID-19 and the worldwide response

13 The power of ideas (and nightmares) The power of ideas (and nightmares)

14
The Clash of Civilisations or a chance for Perpetual
Peace?

The Clash of Civilisations or a chance for Perpetual
Peace?

15 Review Review

テ キス ト Textbooks are not specified, and handouts will be distributed if necessary.

参考文献 The Fukushima Daiichi Nuclear Power Station Disaster: Investigating the Myth and Reality, 2014

履修条件 Required to have completed “ HIGO Principles of Social and Cultural Sciences” .
 Students in the old curriculum can take this course as an alternative credits of cross cultural communication 3.

評価方法・ 基準 Grading will be based on active class participation, occasional presentations, and the final report.

使用言語 「 英語」 に よ る授業 英語 ( )

教科書・ 資料の言語 「 英語」 のテ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当

-#-
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

前期 医学教育部 金曜 限 金曜 限RDM7-150-99-1 2021 (24650) 1, 2, 3, 4 2 3 , 5

科目名 講義題目 担当教員( )

Ⅱ異文化コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 演習 異文化コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 演習 （ 生命倫理と 文HIGO II(HIGO
化） ) KOIKE URSULA HELENA

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  4% 2.  35% 3.  51% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 10%

授業の形態 講義

授業の方法
Designed as face-to-face class with English reading, discussions and student presentations. *If necessary and
announced, this course will be online (live broadcasting by ZOOM ) and supported by Moodle. Contents will be
adjusted to the teaching method.

授業の目的
This class will cover history, social/ cultural issues, ethics and science of longevity (part 1) and deepen
understanding of humanitarian efforts in a global context (part 2).

学修目標

【 水準】A
Students are able to see a topic from multiple perspectives. They actively engage in discussion. Students express
their profound understanding about issues of "longevity" and "humanitarianism" in a global context displaying
originality, structured and critical thinking. Students apply the academic skills they acquired during the course.
【 水準】C
Students know about the importance of a multidisciplinary perspective. They engage in discussion. Students
sufficiently express their understanding about issues of "longevity" and "humanitarianism" in a global context
endeavoring to show originality, structured thinking and mastering academic skills.

授業の概要

Individual and large-scale projects to promote human welfare in areas afflicted by war or famine have a long and
rich history and form the basis of many contemporary societal and polit ical discussions. Part 1 looks at
multidisciplinary perspectives on life longevity covering history, social/ cultural issues, ethics and science of life-
extensionism and the improvement of life quality. Part 2 will examine several different case studies concerning
historical, political, scientific and other areas of humanitarian efforts.

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

1 04/ 16 [3rd] Quitain: Introduction of Themes and Topics of
Part 1

Introduction and description of course contents and
requirements.

2 04/ 23 [3rd] Wang: Politics and Welfare - Changes on
Japanese Welfare Policy After 1973

1973 is called the first year of the welfare era in Japan
because of Prime Minister Tanaka Kakuei ` s reform on
welfare policy. We discuss the changes on Japanese
welfare policy after 1973.

3 05/ 07 [3rd] Sims: Music and Life Students will learn how music is related to life quality,
spirituality, and individuality in various world cultures.

4 05/ 14 [3rd] Rickard: Multicultural Society, Migration and
How We Imagine ‘ Global Community’

This lecture will look at current trends in global
migration in terms of our globalized political economic
relations.

5 05/ 21 [3rd] Koike: Perceptions of Longevity in Pre-Modern
Japan Longevity and aging in classical Japanese literature.

6 05/ 28 [3rd] Koike: Switzerland's License to Die
Looking at the background of assisted suicide and the
discussion about assisted suicide organizations in
Switzerland.

7 06/ 04 [3rd] Quitain: Life Extensionism in the Network Age
Science-related approaches to life extensionism in this
era of Super Smart Society (Society 5.0) and Industry 4.0
will be introduced and analyzed.

8 06/ 11 [3rd] Quitain: Assessment and Concluding Discussions Review and mid-term final presentation.

9 06/ 18 [5th] Koike: Introduction of Themes and Topics of Part
2; Origin of the Red Cross

Introduction and description of course contents and
requirements. The foundation of the Red Cross by Henry
Dunan; Europe in the 19th Century and the history of
international humanitarian efforts.

10 06/ 25 [5th] Koike: History of the Red Cross in Japan Seinan War and Hakuaisha; Kumamoto as birth place of
the Red Cross.

11 07/ 02 [5th] Sims: Contemporary Humanitarianism Projects in
Japan

Students will learn about ongoing humanitarianism
projects in Japan, as well as the challenges they face.

12 07/ 09 [5th] Wang: Japan’ s Changing ODA Policy to China
In October 2018, Japan ended its official development
assistance (ODA) to China after almost 40 years. This
course aims at analyzing the background, changes and
effects of Japan’ s ODA policy to China.

13 07/ 16 [5th] Rickard: Humanitarianism and Social Conflict Specific focus on contemporary efforts to deal with
refugee migration around the world.

14 07/ 30 [5th] Rickard: Aid and Development as an Industry The class will look at international cooperation and
different forms of aid agencies.

15 08/ 06 [5th] Koike: Assessment and Concluding Discussions Wrap-up of the course contents. Final presentation.

テ キス ト Reading material to be distributed.

参考文献 Reading material to be distributed.

履修条件
Number of students is limited to classroom capacity and method of teaching, which is 40. The minimum number
of students is 3. New students will not be accepted after the 2nd class.

評価方法・ 基準
Short lecture report or test on each session (50%) and mid-term and final assignment (50%). Students are
required to list all sources when presenting any data, text or ideas that are not originally their own. Any student

-#-
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評価方法・ 基準 found to be plagiarizing will receive a zero for their work.

使用言語 「 英語」 に よ る授業 (English)

教科書・ 資料の言語 「 英語」 のテ キス ト  (English)

実務経験を
活かし た授業

非該当

-#-
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 医学教育部 他RDM7-152-99-1 2021 (24665) 1, 2, 3, 4 2

科目名 講義題目 担当教員( )

社会文化科学課題演習HIGO () 上野眞也 安部美和 河村洋子 田 ,  , Andrew Mitchell,  , 
辺寿一郎 佐々木葉月 ,  

学修成果と そ の割合

高度な専門的知識・ 技能及び研究力 ････ 学際的領域を理解でき る深奥な教養力 ････ グ ロ ーバルな視野と 行動力 ････ 地域社会1.  30% 2.  40% 3.  20% 4.
を牽引する リ ーダ ー力 ････ 10%

授業の形態 そ の他

授業の方法 授業は、 個人あるいはグ ループ での指導であり 、 各自の課題に関する レ ポート を添削指導する こ と が中心と なる 。

授業の目的
こ の授業では、 こ れま でに学んだ社会文化科学の知識を踏ま えて 、 社会文化科学に関わる理論的ある いは実践的課題
について最終レ ポート を作成する 。 最終レ ポート の分量は２ 万字以上（ 英文では５ ０ ０ ０ 語以上） で、 ３ ０ ０ 語程度
の英文ア ブ ス ト ラ ク ト を つける 。

学修目標

【 水準】A
こ れま でに学んだ生命健康科学と 社会文化科学の知識を踏ま えて 、 社会文化科学に関わる理論的ある いは実践的課題
について正確に考察し 、 そ の内容を伝える最終レ ポート を作成する こ と 。
【 水準】C
研究テーマ に関し てレ ビ ュ ーを行い、 必要な調査を実施し 、 自分の考えを ま と め、 論理的な文書と し て ま と める こ と
ができ る こ と 。

授業の概要 最終レポート を作成する ための指導を行う ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

社会文化科学課題演習 最終レポート の課題の検討1

社会文化科学課題演習 最終レポート の課題の検討2

社会文化科学課題演習 最終レポート の課題の検討3

社会文化科学課題演習 最終レポート の課題の決定4

社会文化科学課題演習 最終レポート 作成への助言 趣旨・ 方法論5 : 

社会文化科学課題演習 最終レポート 作成への助言 データ ・ 資料収集6 :

社会文化科学課題演習 最終レポート 作成への助言 全体の構成7 : 

社会文化科学課題演習 最終レポート 作成への助言 各章の構成8 : 

社会文化科学課題演習 最終レポート 作成への助言 首尾一貫性9 : 

社会文化科学課題演習 最終レポート 作成への助言 独創性10 : 

社会文化科学課題演習 最終レポート の草稿作成11

社会文化科学課題演習 最終レポート の草稿作成12

社会文化科学課題演習 最終レポート の草稿作成13

社会文化科学課題演習 最終レポート の草稿作成14

社会文化科学課題演習 最終レポート の完成、 提出15

テ キス ト 特に指定はし ない。

参考文献 授業中に適宜示す。

履修条件 特になし

評価方法・ 基準 最終レポート に相応し いレ ポート が作成でき たか否かを基準と し 、 評価を し ま す。

使用言語 「 日本語と 英語によ る ミ ッ ク ス 」 授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語と 英語を併用し た 」 テ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当

-#-
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